
(57)【要約】

【課題】　動画像データを静止画像用の圧縮方式を用い

て一定の伝送速度をもつデータに圧縮したのち固定長セ

ル化することにより、高圧縮率，高画質を保ったまま動

画像データに対する画像通信処理を高速に行なう。

【解決手段】　単位時間当たりに複数の画面情報をそれ

ぞれ複数のフィールドに分割し連続して送信すべき動画

像データを、各フィールドの圧縮タイミングを示すフィ

ールドタイミング情報に応じて所要の画像圧縮処理を施

すことにより、それぞれ独立した可変長データに変換す

る画像データ圧縮部３と、可変長データを一定の伝送速

度をもつ固定長データに変換する送信バッファ部４と、

フィールドタイミング情報と固定長データとを固定長セ

ルのデータ部に格納して、固定長セルを送信する固定長

セル送信部５とをそなえるように構成する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　画像データを論理チャネル情報部とデー

タ部とからなる固定長セルにより通信を行なう固定長セ

ル取扱式画像通信方法において、

単位時間当たりに複数の画面情報をそれぞれ複数のフィ

ールドに分割し連続して送信すべき動画像データを、各

フィールドの圧縮タイミングを示すフィールドタイミン

グ情報に応じて所要の静止画像用圧縮処理を施すことに

より、それぞれ独立した可変長データに変換し、

該可変長データをさらに一定の伝送速度をもつ固定長デ

ータに変換したのち、該固定長データと該フィールドタ

イミング情報とを該固定長セルにおいて送出することに

より、該動画像データの送信を行なうことを特徴とす

る、固定長セル取扱式画像通信方法。

【請求項２】　該所要の静止画像用圧縮処理として、各

フィールド内の該画面情報に対する画像圧縮処理をそれ

ぞれ各フィールド毎に独立して行なうフィールド内圧縮

方式を用いることを特徴とする、請求項１記載の固定長

セル取扱式画像通信方法。

【請求項３】　該フィールド内圧縮方式が、ＪＰＥＧ方

式であることを特徴とする、請求項２記載の固定長セル

取扱式画像通信方法。

【請求項４】　該固定長セルの該データ部に、該固定長

データと該フィールドタイミング情報とを格納して、該

固定長セルを送信することを特徴とする、請求項１記載

の固定長セル取扱式画像通信方法。

【請求項５】　該固定長セルを、該固定長データ転送用

のアダプテーションレイヤ１を利用して送信することを

特徴とする、請求項１記載の固定長セル取扱式画像通信

方法。

【請求項６】　画像データを論理チャネル情報部とデー

タ部とからなる固定長セルとして送信する固定長セル取

扱式画像通信用送信装置において、

単位時間当たりに複数の画面情報をそれぞれ複数のフィ

ールドに分割し連続して送信すべき動画像データを、各

フィールドの圧縮タイミングを示すフィールドタイミン

グ情報に応じて所要の静止画像用圧縮処理を施すことに

より、それぞれ独立した可変長データに変換する画像デ

ータ圧縮部と、

該画像データ圧縮部で得られた該可変長データを一定の

伝送速度をもつ固定長データに変換する送信バッファ部

と、

該固定長データと該フィールドタイミング情報とを該固

定長セルの該データ部に格納して、該固定長セルを送信

する固定長セル送信部とをそなえて構成されたことを特

徴とする、固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項７】　該画像データ圧縮部が、

該フィールドタイミング情報に基づいて、各フィールド

に対する該静止画像用圧縮処理を開始するように構成さ

れたことを特徴とする、請求項６記載の固定長セル取扱

式画像通信用送信装置。

【請求項８】　該画像データ圧縮部が、

ＮＴＳＣ方式の該動画像データに含まれる該フィールド

タイミング情報としての垂直同期信号に基づいて、各フ

ィールドに対する該静止画像用圧縮処理を開始するよう

に構成されたことを特徴とする、請求項７記載の固定長

セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項９】　該画像データ圧縮部が、

各フィールドに対する該静止画像用圧縮処理を所定のフ

ィールドから開始するように構成されたことを特徴とす

る、請求項７記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装

置。

【請求項１０】　該画像データ圧縮部が、

各フィールドに対する該静止画像用圧縮処理を、該所定

のフィールドとして最初に入力されたフィールドから開

始するように構成されたことを特徴とする、請求項９記

載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１１】　該画像データ圧縮部が、

該可変長データとして得られる該静止画像用圧縮処理後

の単位フィールド当たりの圧縮画像データ量ＣＤが予め

設定された範囲内に収まるよう、該静止画像用圧縮処理

の圧縮率を、各フィールドに対する該静止画像用圧縮処

理毎に調整するように構成されたことを特徴とする、請

求項６記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１２】　該画像データ圧縮部が、

該可変長データとして得られる該静止画像用圧縮処理後

の単位フィールド当たりの圧縮画像データ量ＣＤについ

ての閾値を設定した閾値設定部と、

該静止画像用圧縮処理により得られた圧縮画像データ量

ＣＤと該閾値設定部の該閾値とを比較し、その比較結果

に基づいて、該静止画像用圧縮処理の圧縮率を調整する

スケーリングファクタ値ＳＦの演算処理を行なうことに

より、次フィールドに対する該静止画像用圧縮処理のた

めの該スケーリングファクタ値ＳＦを更新するスケーリ

ングファクタ演算処理部とをそなえて構成されたことを

特徴とする、請求項１１記載の固定長セル取扱式画像通

信用送信装置。

【請求項１３】　該閾値設定部に、

該閾値として、ＳＦ＝ＳＦi （ただし、ＳＦi は定数；

ｉ＝１，２，・・・，Ｎ；ＳＦ1 ＞ＳＦ2 ＞ＳＦ3 ＞・

・・＞ＳＦN ）なるＮ個のスケーリングファクタ値ＳＦ

を設定するとともに、該圧縮画像データ量の上限値ＲＢ

upと下限値ＲＢdnとを設定しておき、

該スケーリングファクタ演算処理部が、

該圧縮画像データ量ＣＤが該上限値ＲＢupを越えた場合

は、上記ｉの値を「１」減少させることにより、該スケ

ーリングファクタ値ＳＦの値を１段階大きくする一方、

該圧縮画像データ量が該下限値ＲＢdnを下回った場合

は、上記ｉの値を「１」増加させることにより、該スケ

ーリングファクタ値ＳＦの値を１段階小さくする演算を
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行なうように構成されたことを特徴とする、請求項１２

記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１４】　該閾値設定部に、

該閾値として、該圧縮画像データ量ＣＤについての上限

値ＲＢup，目標値ＲＴ及び下限値ＲＢdnを設定してお

き、

該スケーリングファクタ演算処理部が、該圧縮画像デー

タ量ＣＤが、該目標値ＲＴ以下の場合は該スケーリング

ファクタ値ＳＦを所要量「ａ」（ただし、ａは正の実

数）だけ減少させる一方、該目標値ＲＴ以上の場合は該

スケーリングファクタ値ＳＦを所要量「ｂ」（ただし、

ｂは正の実数）だけ増加させるとともに、該圧縮画像デ

ータ量ＣＤが、該下限値ＲＢdn以下の場合は該スケーリ

ングファクタ値ＳＦを所要量「ｃ」（ただし、ｃはｃ＞

ａなる実数）だけ減少させる一方、該上限値ＲＢup以上

の場合は該スケーリングファクタ値ＳＦを所要量「ｄ」

（ただし、ｄはｄ＞ｂなる実数）だけ増加させる演算を

行なうように構成されたことを特徴とする、請求項１２

記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１５】　上記の所要量「ｄ」として、該圧縮画

像データ量ＣＤに比例する所定の関数により得られる値

を用いることを特徴とする、請求項１４記載の固定長セ

ル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１６】　該閾値設定部に、

該目標値ＲＴについての目標下限値ＲＴdnと目標上限値

ＲＴupとを設定しておき、

該スケーリングファクタ演算処理部が、

該圧縮画像データ量ＣＤが該目標下限値ＲＴdn以下の場

合は、該スケーリングファクタ値ＳＦを該所要量「ａ」

だけ減少させ、該圧縮画像データ量ＣＤが該目標上限値

ＲＴup以上の場合は該スケーリングファクタ値ＳＦを該

所要量「ｂ」だけ増加させる一方、該圧縮画像データ量

ＣＤが該目標下限値ＲＴdnと該目標上限値ＲＴupとの間

では該スケーリングファクタ値ＳＦの更新を行なわない

ように構成されたことを特徴とする、請求項１４記載の

固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１７】　該スケーリングファクタ演算処理部

が、

該圧縮画像データ量ＣＤが該上限値ＲＢup以上の場合

は、該スケーリングファクタ値ＳＦに該圧縮画像データ

量ＣＤのｎ（ｎは自然数）次関数量を加算する一方、該

圧縮画像データ量ＣＤが該下限値ＲＢdn以下の場合は、

該スケーリングファクタ値ＳＦから該圧縮画像データ量

ＣＤのｎ次関数量を減算するように構成されたことを特

徴とする、請求項１４記載の固定長セル取扱式画像通信

用送信装置。

【請求項１８】　該閾値設定部に、

該閾値として最大圧縮画像データ量ＲC を設定してお

き、

該スケーリングファクタ演算処理部が、

該圧縮画像データ量ＣＤが該最大圧縮画像データ量ＲC

を超えた場合に、該最大圧縮画像データ量ＲC 以下の圧

縮データのみを送信すべく所要の処理を行なうととも

に、該圧縮画像データ量ＣＤが該最大圧縮画像データ量

ＲC を超えた旨を該圧縮データの受信側に通知するよう

に構成されたことを特徴とする、請求項１２記載の固定

長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項１９】　該画像データ圧縮部が、

該フィールドタイミング情報の同期外れを検出すると、

その旨を示すアラーム信号を生成して該固定長セル送信

部に通知することにより、該固定長セル送信部による該

固定長セルの送信を停止させるように構成されたことを

特徴とする、請求項６記載の固定長セル取扱式画像通信

用送信装置。

【請求項２０】　該画像データ圧縮部が、

ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれる該フィールドタ

イミング情報としての水平同期信号，垂直同期信号のい

ずれかの同期外れを検出すると、その旨を示すアラーム

信号を生成して該固定長セル送信部に通知することによ

り、該固定長セル送信部による該固定長セルの送信を停

止させるように構成されたことを特徴とする、請求項１

９記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項２１】　該送信バッファ部が、

該画像データ圧縮部で得られた該可変長データの有効デ

ータ部分の後に、空き情報としてのアイドルパターンを

所要量挿入することにより、各フィールド毎に得られる

該可変長データを、それぞれ一定の伝送速度をもつ該固

定長データに変換するように構成されたことを特徴とす

る、請求項６記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装

置。

【請求項２２】　各フィールド毎の該可変長データのデ

ータ量をそれぞれ所定のデータ量に変換するとともに、

各データ量の比率を全フィールド分の該可変長データの

データ量に対して所望の比率にすることにより、該可変

長データを一定の伝送速度をもつ該固定長データに変換

するように構成されたことを特徴とする、請求項２１記

載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項２３】　該送信バッファ部が、

複数の送信用ＦＩＦＯメモリと、

該画像データ圧縮部からの該静止画像用圧縮処理の終了

信号に応じて、その出力を切り替えることにより、該画

像データ圧縮部から圧縮データとして入力される該可変

長データを該送信用ＦＩＦＯメモリに選択的に書き込む

ための書き込み用セレクタ部と、

該終了信号に応じて、その出力を切り替えることによ

り、該可変長データの書き込み中である送信用ＦＩＦＯ

メモリ以外の送信用ＦＩＦＯメモリから該可変長データ

の読み出すとともに該アイドルパターンを挿入するため

の読み出し用セレクタ部とをそなえて構成されたことを

特徴とする、請求項２１記載の固定長セル取扱式画像通
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信用送信装置。

【請求項２４】　該送信バッファ部が、

該可変長データを読み出している送信用ＦＩＦＯメモリ

が空の場合は、該アイドルパターンとして、所定の固定

データを挿入するように構成されたことを特徴とする、

請求項２３記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装

置。

【請求項２５】　該送信バッファ部が、

該固定データとして、各フィールド毎に割り当てられる

フィールド識別情報に応じて異なる固定値を挿入するよ

うに構成されたことを特徴とする、請求項２４記載の固

定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項２６】　該固定長セル送信部が、

該送信バッファ部からの該固定長データの伝送速度を、

該画像データ圧縮部での該静止画像用圧縮処理で用いら

れている基本サンプリングクロックの周波数に基づいた

伝送速度に変換して、該固定長データを該固定長セルに

おいて送信するように構成されたことを特徴とする、請

求項６記載の固定長セル取扱式画像通信用送信装置。

【請求項２７】　該固定長セル送信部が、

該固定長データの伝送速度を、該基本サンプリングクロ

ックの周波数の所定倍に変換するように構成されたこと

を特徴とする、請求項２６記載の固定長セル取扱式画像

通信用送信装置。

【請求項２８】　該固定長セル送信部が、

該基本サンプリングクロックの周波数を「１３．５ＭＨ

ｚ」として、該基本サンプリングクロックの周波数を

「３／２」倍することにより、該固定長データの伝送速

度を「２０．２５ＭＨｚ」に変換するように構成された

ことを特徴とする、請求項２７記載の固定長セル取扱式

画像通信用送信装置。

【請求項２９】　該固定長セル送信部が、

該基本サンプリングクロックの周波数に基づいた該伝送

速度についての伝送速度情報を該固定長データとともに

該固定長セルにおいて送信するように構成されたことを

特徴とする、請求項２６記載の固定長セル取扱式画像通

信用送信装置。

【請求項３０】　該固定長セル送信部が、

該伝送速度情報をＳＲＴＳ方式で送信するように構成さ

れたことを特徴とする、請求項２９記載の固定長セル取

扱式画像通信用送信装置。

【請求項３１】　該固定長セル送信部が、

該基本サンプリングクロック周波数を１／Ｍに分周する

分周回路と、

該基本サンプリングクロック周波数の（Ｎ／Ｍ）×Ｋ倍

（Ｋは自然数）倍のクロック周波数を発振する発振器

と、

該分周回路により１／Ｍに分周された該基本サンプリン

グクロックを、該発振器の出力に基づいて、Ｎ倍する周

波数Ｎ倍化回路とをそなえて構成されたことを特徴とす

る、請求項２７記載の固定長セル取扱式画像通信用送信

装置。

【請求項３２】　該周波数Ｎ倍化回路が、

入力クロックを１／８Ｋ分周するカウンタをそなえ、

該カウンタのリセット入力に、該分周回路で分周された

該基本サンプリングクロック周波数を該発振器の該クロ

ック周波数を用いて立ち上がり検出することにより得ら

れる微分パルスを入力するように構成されたことを特徴

とする、請求項３１記載の固定長セル取扱式画像通信用

送信装置。

【請求項３３】　画像データを論理チャネル情報部とデ

ータ部とからなる固定長セルにより通信を行なう固定長

セル取扱式画像通信方法において、

複数の画面情報からなる動画像データをそれぞれ複数の

フィールドに分割し各フィールドを画像圧縮したのち一

定の伝送速度に変換した固定長データと、各フィールド

の圧縮タイミングを示すフィールドタイミング情報とを

含む固定長セルを受信し、

該固定長データと該フィールドタイミング情報とを再生

し、再生した該フィールドタイミング情報に基づいて、

該固定長データを各フィールド毎に独立した可変長デー

タに変換したのち、

該可変長データについて、それぞれ所要の静止画像用伸

長処理を施すことにより、元の動画像データを再生する

ことを特徴とする、固定長セル取扱式画像通信方法。

【請求項３４】　該所要の静止画像用伸長処理として、

各フィールド内の該画面情報に対する画像伸長処理をそ

れぞれ各フィールド毎に独立して行なうフィールド内伸

長方式を用いることを特徴とする、請求項３３記載の固

定長セル取扱式画像通信方法。

【請求項３５】　該フィールド内伸長方式が、ＪＰＥＧ

方式であることを特徴とする、請求項３４記載の固定長

セル取扱式画像通信方法。

【請求項３６】　該固定長セルの該データ部に、該固定

長データと該フィールドタイミング情報とが格納されて

いることを特徴とする、請求項３３記載の固定長セル取

扱式画像通信方法。

【請求項３７】　該固定長セルを、該固定長データ転送

用のアダプテーションレイヤ１を利用して受信すること

を特徴とする、請求項３３記載の固定長セル取扱式画像

通信方法。

【請求項３８】　画像データを論理チャネル情報部とデ

ータ部とからなる固定長セルとして受信する固定長セル

取扱式画像通信用受信装置において、

複数の画面情報からなる動画像データをそれぞれ複数の

フィールドに分割し各フィールドを画像圧縮したのち一

定の伝送速度に変換した固定長データと、各フィールド

の圧縮タイミングを示すフィールドタイミング情報とを

含む固定長セルを受信して、該固定長セルから該固定長

データと該フィールドタイミング情報とを再生する固定
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長セル受信部と、

該固定長セル受信部により再生された該フィールドタイ

ミング情報に基づいて、該固定長データを各フィールド

毎に独立した可変長データに変換する受信バッファ部

と、

該受信バッファ部からの該可変長データに対して、それ

ぞれ所要の静止画像用伸長処理を施すことにより、元の

動画像データを再生する画像データ伸長部とをそなえて

構成されたことを特徴とする、固定長セル取扱式画像通

信用受信装置。

【請求項３９】　該固定長セル受信部が、

該固定長セルの該データ部に含まれる該固定長セルにつ

いての受信伝送速度情報から、該画像データ伸長部での

該静止画像用伸長処理に用いられる該フィールドタイミ

ング情報を再生すべく、内部の基本サンプリングクロッ

クを生成するように構成されたことを特徴とする、請求

項３８記載の固定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項４０】　該固定長セル受信部が、

内部で独自に該固定長セルの伝送速度についての内部伝

送速度情報を生成する伝送速度情報生成部と、

該伝送速度情報生成部で生成された該内部伝送速度情報

と、受信した該固定長セルの該データ部に含まれる該受

信伝送速度情報とについて差分演算を施すことによって

差分伝送速度情報を得る差分演算部と、

該差分演算部で得られた該差分伝送速度情報が「０」と

なるように該伝送速度情報生成部の出力を制御する内部

クロックを生成するとともに、該内部クロックに基づい

て、該フィールドタイミング情報を再生するための該基

本サンプリングクロックを生成する基本サンプリングク

ロック生成部とをそなえて構成されたことを特徴とす

る、請求項３９記載の固定長セル取扱式画像通信用受信

装置。

【請求項４１】　該基本サンプリングクロック生成部

が、

該差分演算部で得られた該差分伝送速度情報に基づい

て、該内部クロックを生成する内部クロック生成用ＰＬ

Ｌ部と、

該差分演算部で得られた該差分伝送速度情報に基づい

て、サンプリングクロックを生成するサンプリングクロ

ック生成用ＰＬＬ部と、

該サンプリングクロック生成用ＰＬＬ部からの該サンプ

リングクロックの周波数を所定倍して受信ユーザクロッ

クを生成する受信ユーザクロック生成用ＰＬＯ部と、

該受信ユーザクロック生成用ＰＬＯ部で生成された該受

信ユーザクロックの周波数を所定倍することにより、所

望の周波数を有する該基本サンプリングクロックを生成

する周波数倍化部とをそなえて構成されたことを特徴と

する、請求項４０記載の固定長セル取扱式画像通信用受

信装置。

【請求項４２】　該基本サンプリングクロック生成部

が、

該差分演算部で得られた該差分伝送速度情報に基づい

て、該内部クロックを生成する内部クロック生成用ＰＬ

Ｌ部と、

該差分演算部で得られた該差分伝送速度情報に基づい

て、サンプリングクロックを生成するサンプリングクロ

ック生成用ＰＬＬ部と、

該サンプリングクロック生成用ＰＬＬ部で生成された該

サンプリングクロックの周波数を所定倍することによ

り、所望の周波数を有する該基本サンプリングクロック

を生成する周波数倍化部とをそなえて構成されたことを

特徴とする、請求項４０記載の固定長セル取扱式画像通

信用受信装置。

【請求項４３】　該基本サンプリングクロック生成部

が、

再生した該基本サンプリングクロックに基づいて、該画

像データ伸長部での該静止画像用伸長処理に用いられる

該フィールドタイミング情報として画像データ伸長用ク

ロックを生成する画像データ伸長用クロック生成部をそ

なえたことを特徴とする、請求項４０記載の固定長セル

取扱式画像通信用受信装置。

【請求項４４】　該画像データ伸長用クロック生成部

が、

該基本サンプリングクロックから、該画像データ伸長用

クロックとして、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれ

る水平同期信号を再生する水平同期信号再生部と、

該基本サンプリングクロックから、該画像データ伸長用

クロックとして、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれ

る垂直同期信号を再生する垂直同期信号再生部とをそな

えて構成されたことを特徴とする、請求項４３記載の固

定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項４５】　該固定長セル受信部が、

該固定長セルを受信していない状態を示す信号と受信し

た該固定長セルを一時的に保持するバッファの空き状態

を示す信号との論理和演算を行ない、その演算結果をア

ラーム信号として出力しうる論理和演算部をそなえ、

該論理和演算部から該アラーム信号が出力されると、該

画像データ伸長部に所定パターンの画像データを元の動

画像データとして再生させるべく、該アラーム信号を該

画像データ伸長部へ出力するように構成されたことを特

徴とする、請求項３８記載の固定長セル取扱式画像通信

用受信装置。

【請求項４６】　該受信バッファ部が、

該固定長セル受信部からの該固定長データを一時的に保

持する受信用ＦＩＦＯメモリをそなえ、

該受信用ＦＩＦＯメモリの残り容量が所定容量以下にな

った場合に、該画像データ伸長部に該静止画像用伸長処

理の開始を要求するように構成されたことを特徴とす

る、請求項３８記載の固定長セル取扱式画像通信用受信

装置。
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【請求項４７】　該受信バッファ部が、

該固定長セル受信部からの該固定長データを一時的に保

持する受信用ＦＩＦＯメモリをそなえ、

該受信用ＦＩＦＯメモリからの該固定長データの読み出

し中に、該受信用ＦＩＦＯメモリの残り容量が所定容量

以上になった場合に、該画像データ伸長部に該静止画像

用伸長処理を待機するよう要求するとともに、該受信用

ＦＩＦＯメモリからの該固定長データの読み出しを停止

するように構成されたことを特徴とする、請求項３８記

載の固定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項４８】　該受信バッファ部が、

該固定長セル受信部からの該固定長データを一時的に保

持する受信用ＦＩＦＯメモリと、

該固定長データのうち該画像データ伸長部で該静止画像

用伸長処理を施すべき有効データ部分のみを該受信用Ｆ

ＩＦＯメモリに書き込む画像データ書込部とをそなえて

構成されたことを特徴とする、請求項３８記載の固定長

セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項４９】　該画像データ書込部が、

該有効データ部分の始まりを示す始点コードを検出する

始点コード検出部と、

該有効データ部分の終わりを示す終端コードを検出する

終端コード検出部とをそなえ、

該受信用ＦＩＦＯメモリに該固定長データを書き込む前

に、該始点コード検出部で検出された該始点コードと該

終端コード検出部で検出された該終端コードとに基づい

て、該始点コードから該終端コードまでの該有効データ

部分のみを該受信用ＦＩＦＯメモリに書き込むように構

成されたことを特徴とする、請求項４８記載の固定長セ

ル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項５０】　該受信バッファ部が、

各フィールド毎に割り当てられたフィールド識別情報に

応じて異なる固定値を受信することにより、該画像デー

タ伸長部での該静止画像用伸長処理の対象となる該フィ

ールドの該フィールド識別情報を識別し、その識別結果

を該画像データ伸長部に通知するように構成されたこと

を特徴とする、請求項３８記載の固定長セル取扱式画像

通信用受信装置。

【請求項５１】　該受信バッファ部が、

該固定長セル受信部からの該固定長データと、該画像デ

ータ伸長部での該静止画像用伸長処理の対象となるフィ

ールドのフィールド識別情報とを記憶しうる受信用ＦＩ

ＦＯメモリをそなえ、

該受信用ＦＩＦＯメモリからの該固定長データの読み出

し時に、該フィールド識別情報を読み出して、該画像デ

ータ伸長部に通知するように構成されたことを特徴とし

た請求項３８記載の固定長セル取扱式画像通信用受信装

置。

【請求項５２】　該画像データ伸長部が、

該フィールドタイミング情報に基づいて、各フィールド

に対する該静止画像用伸長処理を開始するように構成さ

れたことを特徴とする、請求項３８記載の固定長セル取

扱式画像通信用受信装置。

【請求項５３】　該画像データ伸長部が、

該固定長セル受信部で再生されるＮＴＳＣ方式の該動画

像データに含まれる該フィールドタイミング情報として

の垂直同期信号に基づいて、各フィールドに対する該静

止画像用伸長処理の該静止画像用伸長処理を開始するよ

うに構成されたことを特徴とする、請求項５２記載の固

定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項５４】　該画像データ伸長部が、

各フィールドに対する該静止画像用伸長処理を所定のフ

ィールドに固定して開始するように構成されたことを特

徴とする、請求項３８記載の固定長セル取扱式画像通信

用受信装置。

【請求項５５】　該画像データ伸長部が、

各フィールドに対する該静止画像用伸長処理を、該所定

のフィールドとして最初に入力されたフィールドから開

始するように構成されたことを特徴とする、請求項５４

記載の固定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項５６】　該画像データ伸長部が、

該受信バッファ部からの各フィールド毎の該可変長デー

タを各フィールドに割り当てられたフィールド識別情報

に応じて記憶しうる複数のフィールドメモリをそなえ、

該フィールド識別情報から該静止画像用伸長処理の対象

となるフィールドを判別し、対応する該可変長データを

それぞれ該フィールド識別情報に応じたフィールドメモ

リに書き込む一方、書き込みを行なった該フィールドメ

モリとは異なるフィールドメモリから該可変長データを

読み出すように構成されたことを特徴とする、請求項３

８記載の固定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【請求項５７】　該画像データ伸長部が、

該可変長データの該フィールドメモリへの書き込みを停

止しうる静止画スイッチをそなえ、

該静止画スイッチによる該可変長データの該フィールド

メモリへの書き込み停止操作が行なわれると、該可変長

データの該フィールドメモリへの書き込みのみを停止す

ることにより、再生した元の動画像データを静止画状態

にするように構成されたことを特徴とする、請求項５６

記載の固定長セル取扱式画像通信用受信装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】（目次）

発明の属する技術分野

従来の技術（図５３～図７２）

発明が解決しようとする課題

課題を解決するための手段（図１）

発明の実施の形態

（ａ）画像通信装置の全体説明（図２）

（ｂ）送信部の説明

（ｂ１）画像データ圧縮部の説明（図３～図１９）
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（ｂ２）送信バッファ部の説明（図２０～図２２，図４

７～図５２）

（ｂ３）ＡＴＭセル送信部の説明（図２３～図２６）

（ｃ）受信部の説明

（ｃ１）ＡＴＭセル受信部の説明（図２７～図３９）

（ｃ２）受信バッファ部の説明（図４０，図４１）

（ｃ３）画像データ伸長部の説明（図４２～図４６）

発明の効果

【０００２】

【発明の属する技術分野】本発明は、固定長セル取扱式

画像通信方法並びに固定長セル取扱式画像通信用送信装

置及び固定長セル取扱式画像通信用受信装置に関し、特

に、ＡＴＭ(Asynchronous Transfer Mode)セルと呼ばれ

る固定長セルを扱うＡＴＭネットワークを利用した画像

通信に用いて好適な、固定長セル取扱式画像通信方法並

びに固定長セル取扱式画像通信用送信装置及び固定長セ

ル取扱式画像通信用受信装置に関する。

【０００３】

【従来の技術】図５３は一般的なＡＴＭネットワークを

利用した画像通信システムの一例を示すブロック図で、

この図５３において、１０１はＡＴＭ交換機、１０２は

ＡＴＭ画像通信装置、１０４は画像通信用のカメラ、１

０５はテレビである。そして、この図５３に示すよう

に、各カメラ１０４，テレビ１０５は、通常、それぞれ

ＡＴＭ画像通信装置１０２，１０３に接続されて、複数

のチャネルからなるユーザ・網インターフェース（ＵＮ

Ｉ:User Network Interface)を介してＡＴＭ交換機１０

１に収容されるが、例えば、カメラ１０４′，テレビ１

０５′のように、ＡＴＭ交換機内１０１のＡＴＭ画像通

信部１０１２を介して、直接、ＡＴＭ交換機１０１に収

容される場合もある。

【０００４】上述のごとく構成された画像通信システム

では、カメラ１０４（又は、１０４′）からの映像（画

像）が、ＡＴＭ画像通信装置１０２（又は、ＡＴＭ画像

通信部１０１２）で画像圧縮，ＡＴＭセル（固定長セ

ル）化などの所要の処理を施されたのち、ＡＴＭセルと

してＡＴＭ交換機１０１へ送出され、このＡＴＭセル１

０６のフレームフォーマットのうちデータの転送先情報

を示す部分（論理チャネル情報部）に応じて、ＡＴＭス

イッチ部１０１１が切り替えられることにより、各デー

タが所望の転送先（この場合は、テレビ１０５又は１０

５′）へ出力されるようになっている。

【０００５】次に、以下では、上述のＡＴＭ画像通信装

置１０２、又はＡＴＭ画像通信部１０１２での画像圧縮

処理（方式）やＡＴＭセルの転送処理などについて詳述

する。

（１）画像圧縮方式

（１─１）概要説明

従来、画像圧縮方式としては、ＪＰＥＧ（Joint Photog

raphic coding Experts Group) アルゴリズムを使用し

た圧縮方式がよく知られている。ＪＰＥＧアルゴリズム

とは、国際標準化グループＪＰＥＧの画像圧縮のための

標準として作成されたものである。

【０００６】図５４は一般的なＪＰＥＧ方式を用いたＡ

ＴＭ画像通信装置１０２（又はＡＴＭ画像通信部１０１

２）の構成の一例を示すブロック図であるが、この図５

４に示すように、この場合、ＡＴＭ画像通信装置１０２

は、８×８ブロック化部１１３，ディスクリートコサイ

ン変換部１１４，量子化部１１５，量子化テーブル１１

６及びＪＰＥＧ符号化部１１７を有する送信部１１１

と、ＪＰＥＧ復号化部１２１，逆量子化部１２２，量子

化テーブル１２３，逆ディスクリートコサイン変換部１

２４及び８×８デブロック化部１２５を有する受信部１

１２とをそなえて構成される。

【０００７】ここで、送信部１１１において、８×８ブ

ロック化部１１３は、１フィールドの画像情報、すなわ

ち画面１枚分の画像情報に対して、８×８のブロック化

を行なうものであり、ディスクリートコサイン変換部１

１４は、８×８ブロック化部１１３によりブロック化さ

れた画像情報の各ブロックに対して、画像のきめ細かさ

の特徴を表す周波数成分を抽出するディスクリートコサ

イン変換（ＤＣＴ）を施すものである。なお、一般に、

画像情報には、細かい模様の部分ほど高い周波数が含ま

れ、粗い模様の部分ほど低い周波数が含まれる。

【０００８】また、量子化部１１５は、ディスクリート

コサイン変換部１１４によりディスクリートコサイン変

換を施された各ブロックに対して、量子化テーブル１１

６を用いて、量子化を施すものであるが、その際、スケ

ーリングファクタＳＦというパラメータにより、画像デ

ータの圧縮率を調整できるようになっている。さらに、

ＪＰＥＧ符号化部１１７は、この量子化部１１５により

量子化された各ブロックを符号化することによりＪＰＥ

Ｇ符号化処理を行ない圧縮データを出力するものであ

る。

【０００９】一方、受信部１１２において、ＪＰＥＧ復

号化部１２１，逆量子化部１２２，量子化テーブル１２

３，逆ディスクリートコサイン変換部１２４及び８×８

デブロック化部１２５は、それぞれ上述のＪＰＥＧ符号

化部１１７，量子化テーブル１１６，量子化部１１５，

ディスクリートコサイン変換部１１４及び８×８ブロッ

ク化部１１３による処理とは逆の処理を施すもので、こ

れにより、この受信部１１２では、上述のようにＪＰＥ

Ｇ符号化を施されて送信されてくる圧縮データが元の画

像データに再生されるようになっている。

【００１０】上述のごとく構成されたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又はＡＴＭ画像通信部１０１２）では、ま

ず、１フィールドの入力画像データ、すなわち画面１枚

分の原画像情報が、８×８ブロック化部１１３によって

縦横８×８画素を単位にしてブロッキング（８×８ブロ

ック化）処理が行なわれる。さらに、このようにしてブ
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ロック化された各ブロックは、ディスクリートコサイン

変換部１１４によってディスクリートコサイン変換を施

され、各ブロック毎に含まれている周波数成分が抽出さ

れる。

【００１１】その後、このようにディスクリートコサイ

ン変換を施された各ブロックは、量子化部１１５によっ

て量子化テーブル１１６を用いて量子化が施されて画像

圧縮されるとともに、スケーリングファクタＳＦが調整

されることにより、その圧縮率が調整される。なお、一

般に同じ入力画像では、スケーリングファクタＳＦを小

さくすれば、圧縮率が小さくなり圧縮後の画像データ量

は増加し、逆に、スケーリングファクタＳＦを大きくす

れば、圧縮率が大きくなり圧縮後の画像データ量は減少

する。

【００１２】また、一般的に、画像圧縮を行うと、細か

い模様の画像では圧縮後のデータ量は大きくなり、粗い

模様の画像では圧縮後のデータ量は小さくなる。また同

じ画像では、スケーリングファクタＳＦにより、圧縮率

を高めて圧縮後のデータ量を小さくすれば、伸長（再

生）後の画質は低下し、圧縮率を低めて圧縮後のデータ

量を大きくすれば、再生後の画質は向上する。

【００１３】そして、上述のごとく量子化された各ブロ

ックは、ＪＰＥＧ符号化部１１７によって、符号化され

てＪＰＥＧ圧縮画像データとして出力される。一方、受

信部１１２で受信されたＪＰＥＧ圧縮画像データは、Ｊ

ＰＥＧ復号化部１２１，逆量子化部１２２，量子化テー

ブル１２３，逆ディスクリートコサイン変換部１２４及

び８×８デブロック化部１２５によって、それぞれ送信

部１１１での処理とは逆の処理が施されて元の画像デー

タが再生される。

【００１４】なお、図５５は上述のＪＰＥＧ方式に用い

られるフレーム・フォーマットの一例を示す図で、この

図５５に示すように、ＪＰＥＧフレーム・フォーマット

は、ＳＯＩ（Start Of Image marker)，量子化テーブル

１１８，圧縮画像データ部１１９及びＥＯＩ（End Of I

mage marker)とからなっており、ＳＯＩは、画像データ

フレームの始まりを示すコードで、このコードには例え

ば"FFD8"という固定値が格納される。一方、ＥＯＩは、

画像データフレームの終わりを示すコードで、このコー

ドには例えば"FFD9"という固定値が格納される。

【００１５】また、量子化テーブル１１８は、圧縮率を

規定する上記のスケーリングファクタＳＦを含むデータ

で、上述のように、画像圧縮時の量子化部１１５による

量子化あるいは画像伸長時の逆量子化部１２２による逆

量子化の際に図５４に示す量子化テーブル１１６，１２

３として用いられるテーブルであり、圧縮画像データ部

１１８は、圧縮後の１画面分の画像データを格納できる

ようになっている。

【００１６】（１－２）８×８ブロック化／デブロック

化の説明

次に、以下では、上述の８×８ブロック化部１１３，８

×８デブロック化部１２４による８×８ブロック化／デ

ブロック化について詳述する。まず、画像入力時には量

子化部（DCT-Based Encoder)１１５での量子化処理のた

めに、例えば、図５６に示すように、１フィールドの入

力画像データが、８×８ブロック化部１１３によって縦

横８×８画素を単位にしたブロック(Blocki )にブロッ

キング（８×８ブロック化）処理される。一方、画像の

復号時には逆量子化部（DCT-Based Decoder)１２２から

の出力がブロック単位なので、８×８デブロック化部１

２５によって８×８デブロック化が行なわれて、元の１

フィールド分の画像データが再生される。

【００１７】なお、このとき、各ブロック(Blocki )

は、例えば図５７に示すように、８×８画素をそれぞれ

Ｓyxで表すことができる。

【００１８】（１－３）ディスクリートコサイン変換の

説明

ディスクリートコサイン変換部１１４では、図５６に示

すように、８×８画素にブロック化されている原画像デ

ータ（Source Image Samples) Ｓyxに対して、以下の式

（１）で示される２次元ディスクリートコサイン変換

（ＦＤＣＴ:Forward Discrete Cosine Transform) を施

すことによって、例えば図５８に示すように、各ブロッ

クに含まれる周波数成分を表したＤＣＴ係数（DCT Coef

ficient)ＳVUが、１画素単位に求められる。

【００１９】

【数１】

【００２０】Ｕ，Ｖ＝０，１，・・・Ｎ－１

ＣU ，ＣV ＝1/√2　 （Ｕ，Ｖ＝０の時）

ＣU ，ＣV ＝１　　　（Ｕ，Ｖ≠０の時）

ただし、この場合は、画像データを８×８ブロック単位

として処理するのでＮ＝８である。従って、上記の式

（１）は次式（２）となる。

【００２１】

【数２】
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【００２２】一方、逆ディスクリートコサイン変換部１

２４では、逆量子化部１２２の出力に対して、次式

（３）で示される逆ＤＣＴ変換を施すことによって、例

えば図５９に示すように、量子化ＤＣＴ係数(Quantized

 DCT Coefficients)ＳｑVUが求められる。

【００２３】

【数３】

【００２４】ただし、この場合も、画像データを８×８

ブロック単位として処理するのでＮ＝８であり、従っ

て、上記の式（３）は次式（４）となる。

【００２５】

【数４】

【００２６】（１－４）量子化の説明

次に、上述の量子化部１１５で用いられる量子化テーブ

ル１１６（１１８）は、ディスクリートコサイン変換部

１１７によるブロック毎のＦＤＣＴ変換の演算結果であ

る６４個のＤＣＴ係数(DCT Coefficients)ＳVUをそれぞ

れ量子化するためのもので、例えば図５８に示すよう

に、６４個の各ＤＣＴ係数ＳVU用の量子化ステップサイ

ズＱVU(Quantization Table)が設定されている。

【００２７】そして、量子化部１１５では、この図５８

に示すように、各ＤＣＴ係数ＳVUとこれらの各ＤＣＴ係

数ＳVUに対応する量子化ステップサイズＱVUとについ

て、以下の式（５）で定義される演算を施すことによっ

て、圧縮画像データ量を表す量子化ＤＣＴ係数(Quantiz

ed DCT Coefficients)ＳｑVUを求める。

【００２８】

ＳｑVU　＝　round （ＳVU／ＱVU)　 ・・・（５）

ただし、上記のround （　　）は、最も近い整数値（四

捨五入）を取る関数を示す。

【００２９】（１－５）逆量子化の説明

一方、逆量子化部１２２での量子化テーブル１２３（１

１８）は、画像通信相手側の量子化部１１５の量子化テ

ーブル１１６（１１８）と同一のものが用いられ、この

場合は、図５９に示すように、ＪＰＥＧ復号化部１２１

を通じて受信された量子化ＤＣＴ係数(Received Quanti

zed DCT Coefficients) ＳｑVUとこれらの各量子化ＤＣ

Ｔ係数ＳｑVUに対応する量子化ステップサイズＱVUとに

ついて、以下の式（６）で定義される演算を施すことに

よって、逆量子化ＤＣＴ係数(Dequantized DCT Coeffic

ients)ＲVUを求める。

【００３０】ＲVU　＝　ＳｑVU×ＱVU　・・・（６）

（１－６）量子化テーブルの説明

ところで、上述の量子化テーブル１１８の各量子化ステ

ップサイズＱVUは、例えば、図６０に示すような標準量

子化テーブル１１８′の各値ｑVUとスケーリングファク

タＳＦにより、次式（７）で定義される演算によりそれ

ぞれ求められる。

【００３１】

　　　　　　　ＱVU＝２５５▽［round （ｑVU・ＳＦ）］　・・・（７）

ただし、上記のround （　　）は、式（５）と同様に、

四捨五入による整数化を表し、２５５▽［　　］は２５

５以上の整数を２５５にする関数を表す。なお、この図

６０に示す標準量子化テーブル１１８′は、Ｖ，Ｕ方向

ほど各値ｑVUが大きくなっているので、量子化時には各

ブロックに含まれる周波数のうち高いものほど（画像の

細かい部分ほど）丸められるようになる。

【００３２】そして、上記の式（７）により求められた

量子化テーブル１１８の各値ＱVUは、図５５により前述

したＪＰＥＧフレームフォーマットの量子化テーブル１

１８用のデータとして出力される。

【００３３】ここで、良好な画質を得るためには、上述

のスケーリングファクタＳＦは通常１程度の値に設定す

ればよく、１より小さいと画質はさらに良くなるが、圧

縮後の画像データ量が増加する。一方、１より大きいと

画質は悪くなるが、圧縮後の画像データ量は減少する。
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従って、良好な画質を維持するには、許容される画像デ

ータ量の範囲で、できる限り小さいスケーリングファク

タＳを用いることが必要である。

（２）ＡＴＭセルの説明

次に、以下では、圧縮後の画像データが格納されるＡＴ

Ｍセルについて詳述する。

【００３４】（２－１）ＡＴＭセルのフォーマットの説

明

図６１はＡＴＭセルのフォーマットの一例を示す図で、

この図６１に示すように、ＡＴＭセルは、データの転送

先アドレス（接続アドレス）が格納される５バイトのＡ

ＴＭヘッダ（論理チャネル情報部）１３１と、ＳＡＲ－

ＰＤＵ(Segmentation And Reassembly-Protocol Data U

nit)と呼ばれる４８バイトのデータ部１３２とで構成さ

れており、ＡＴＭヘッダ１３１の最後の１バイトにはヘ

ッダのビットエラーを検出するためのＨＥＣ(Header Er

ror Control)が格納されるようになっている。

【００３５】ところで、ＡＡＬ（ＡＴＭアダプテーショ

ンレイヤ）タイプ１の提供によるサービスは、音声や画

像等の一定の情報速度（ＣＢＲ：Constant Bit Rate)サ

ービスをＡＴＭにおいて提供するために使用される。Ａ

ＡＬ１においては、上述のＳＡＲ－ＰＤＵは、例えば、

図６２に示すようなフォーマットを有している。ここ

で、この図６２において、ＳＡＲ－ＰＤＵの最初の１バ

イトはＳＡＲヘッダであり、残りの４７バイトはＳＡＲ

－ＳＤＵ(Segmentation And Reassembly-ServiceData U

nit) である。

【００３６】ＳＡＲヘッダはセルの送出順序を示すため

に使用され、受信側ではセル紛失の検出に用いられる。

一方、ＳＡＲ－ＳＤＵは、情報フィールドとして使用さ

れ、音声や画像等のＣＢＲサービスの情報が格納されて

送出される。なお、データは、図６２において左から

右、上から下の順に送出されてゆく。次に、図６３は上

述のＳＡＲヘッダのフォーマットの一例を示す図で、こ

の図６３に示すように、ＳＡＲヘッダは、４ビットのＳ

ＮＦ(Sequence Number Field) と４ビットのＳＮＰＦ(S

equence Number Protect Field) とを有している。さら

に、ＳＮＦは、ＣＳ(Conversience Sub-layer)を示すＣ

Ｓビットと、０から７までの数を２進数で示しサイクリ

ックにインクリメントすることでセルの送出順序を示す

ために使用する３ビットのＳＮ(Sequence Number) とを

有して構成され、ＳＮＰＦは、ＳＮのエラー検出と訂正

のためのＣＲＣ演算値を示すＣＲＣ(Cyclic Redundancy

 Check) と、偶数パリティを示すＥＰ(Even Parity) ビ

ットとを有して構成される。

【００３７】そして、ＣＢＲサービスにおいては、音声

や画像等の一定の速度で送信するデータを４７バイト毎

に分割することにより上述のようなＳＡＲ－ＳＤＵを生

成し、このＳＡＲ－ＳＤＵに、セルの送出順序を示すた

めのＳＡＲヘッダを付加し、さらに送出アドレスを示す

ＡＴＭヘッダを付加してネットワークに送出するように

なっている。

【００３８】受信側では受信したＡＴＭセルから、４７

バイトのＳＡＲ－ＳＤＵ（データ部）を取り出すこと

で、音声や画像のデータとして一定の速度で再生するよ

うになっている。

（２－２）ＳＲＴＳ法（Synchronous Residual Time St

amp method) の説明

ＳＲＴＳ法とは、Source Clock Frequency Recovery Me

thodの一種で、ＵＮＩからの受信データから抽出したネ

ットワーク・クロック（Network Clock)を分周したリフ

ァレンス・クロック（Common Reference Clock）を、サ

ービス・インタフェースからの受信データから抽出した

サービス・クロック（Service Clock)を用いてサンプリ

ングしたＲＴＳ(Residual Time Stamp) が用いられる。

なお、ＵＮＩからの同じクロックが送信部１１１と受信

部１１２で共通に用いられるものとする。

【００３９】図６４はＲＴＳデータの生成及び転送処理

の一例を説明するための図で、この図６４に示すよう

に、例えば、ネットワーククロック周波数ｆｎはバイナ

リカウンタ１４１により、１／２
X 
（Ｘは整数）分周さ

れ、リファレンスクロック周波数ｆｎｘが生成される。

ただし、上記のＸは、通常、送信ユーザクロック周波数

ｆｓとの関係が、１≦ｆｎｘ／ｆｓ＜２を満たすように

設定される。

【００４０】さらに、カウンタ（Ｃt ）１４２は、Ｐビ

ットカウンタ（この場合は、Ｐ＝４）で、バイナリカウ

ンタ１４１によりネットワーククロックから抽出された

連続的なクロックに同期している。カウンタ１４２の出

力は、ＤＦＦ１４４によって、バイナリカウンタ１４３

からのサービス・クロック・サイクルに従ってＮ（Ｎ＝

３００８）回毎にサンプリングされ、この結果、ＤＦＦ

１４４の４ビットの出力が前述のＲＴＳとして生成され

る。

【００４１】そして、この４ビットのＲＴＳは、連続し

たＳＡＲ－ＰＤＵヘッダの中のＣＳＩビットによって転

送される。なお、この場合、モジュロ（ｍｏｄ）８のＳ

Ｃ値によって８ビット毎のフレーム構成が提供される。

ここで、上述のＣＳＩビットの８ビットのうちＳＣ＝

１，３，５，７の４ビットはＲＴＳのために割り当てら

れ、残りの４ビットは "０" とする。すなわち、奇数の

ＳＣ値＝１，３，５，７のＳＡＲ－ＰＤＵヘッダがＲＴ

Ｓ転送のために使用される。ＲＴＳのＭＳＢ（すなわ

ち、ＲＴＳ４）はＳＣ＝１のＳＡＲ－ＰＤＵヘッダのＣ

ＳＩビットに位置し、以下は順に位置する。

【００４２】（３）ＮＴＳＣ信号の説明

次に、以下では、ＮＴＳＣ信号について詳述する。ＮＴ

ＳＣ信号とは、National Television System Committee

で決定された国際標準の画像信号であり、一般に民生用

のテレビやビデオの入出力信号としても使用されてい

10

20

30

40

50



(11) 特開平９－１６８１５０
19 20

る。

【００４３】また、１画面分の情報である１フレーム

は、通常、５２５ラインで構成され、１秒に約３０フレ

ームの画面情報が伝送される。ただし、このとき、各画

面情報のフレームは、例えば、図６５に示すように、偶

数フィールドと奇数フィールドに分割されて伝送される

ので１秒間に伝送されるフィールドは約６０フィールド

である。このように１秒間に約６０フィールドの静止画

像を連続してＮＴＳＣ信号として伝送することで、動画

像の伝送，表示が行なわれる。

【００４４】図６６（ａ）はＮＴＳＣ信号の一例を示す

図で、この図６６（ａ）に示すように、ＮＴＳＣ信号

は、画像信号（フィールド画像信号），図６６（ｂ）に

示すような垂直同期信号（ＶＳＹＮ）及び図６６（ｃ）

に示すような水平同期信号（ＨＳＹＮ）がそれぞれ周波

数多重されたアナログ信号である。なお、画像データに

おける固有周波数は、一般に、次の周波数を用いること

になっている。

【００４５】『Encoding parameters of digital telev

ision for studios:CCIR REC.601.2(1993.7)』における

基本サンプリングクロック周波数ｆe は、

ｆe ＝１３．５(MHz）

また、水平同期信号の周波数ｆH ，垂直同期信号の周波

数ｆV 及び基本サンプリングクロックｆe には以下の関

係がある。

【００４６】ｆH ＝ｆe ／８５８

ｆV ＝２ｆH ／５２５

（４）各種の画像圧縮方式の説明

次に、以下では、一般に、ＡＴＭ画像通信装置１０２

（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）に用いられる各種

の画像圧縮方式について詳述する。なお、説明の便宜

上、ここでは、画像データに対して圧縮を施さない非圧

縮方式を含めて説明する。

【００４７】 　非圧縮方式

図６７は一般的な非圧縮方式を用いたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）の構成を

示すブロック図で、この図６７に示すＡＴＭ画像通信装

置１０２は、送信部１１１Ａとして、カメラ１０４（又

は１０４′）からのＮＴＳＣ信号を受信するＮＴＳＣ受

信部１５１Ａ，アナログ／ディジタル（Ａ／Ｄ）変換部

１５２Ａ，画像データ生成部１５３Ａ及びＡＴＭ送信部

１５４Ａをそなえる一方、受信部１１２Ａとして、ＡＴ

Ｍ受信部１５５Ａ，画像データ分離部１５６Ａ，ディジ

タル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換部１５７Ａ及びテレビ１

０５（１０５′）用のＮＴＳＣ信号を送信するＮＴＳＣ

送信部１５８Ａをそなえて構成されている。

【００４８】上述のごとく構成されたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）では、カ

メラ１０４（１０４′）からのＮＴＳＣ信号は、ＮＴＳ

Ｃ受信部１５１Ａにより水平同期などのタイミング信号

が抽出され、Ａ／Ｄ変換部１５２Ａによりディジタル化

され、画像データ生成部１５３Ａによりディジタル化さ

れた画像データが生成される。

【００４９】この画像データは画像圧縮が施されていな

いため、１フィールド当たりのデータ量に変化はない。

従って、ＡＴＭ送信部１５４Ａは、ＡＡＬタイプ１のＡ

ＴＭセルにより画像データを送信することができる。す

なわち、送信画像データを４７バイト単位のＳＡＲ－Ｓ

ＤＵに分割し、各ＳＡＲ－ＳＤＵにさらにＳＡＲヘッダ

とＡＴＭヘッダとを付加することによりＡＭＴセルを生

成し、ＡＴＭ－ＵＮＩに送信する。受信部１１２Ａで

は、ＡＴＭ受信部１５５Ａ，画像データ分離部１５６

Ａ，Ｄ／Ａ変換部１５７Ａ及びＮＴＳＣ送信部１５８Ａ

によって、送信部１１１Ａでの各処理とは逆の処理が行

なわれる。

【００５０】このように、上述の非圧縮方式では、動画

像データを圧縮せずにそのままＡＴＭセル化するので、

回路構成が後述する他の方式と比較して簡単になり、且

つ、良好な画質を実現できる。また、非圧縮であるた

め、画像圧縮処理のための時間を必要としない。従っ

て、画像圧縮を含めた、エンド・ツー・エンドの伝送遅

延時間が数ｍｓ程度と短く、リアルタイムの通信に適し

ている。

【００５１】しかしながら、この非圧縮方式は、画像デ

ータを圧縮しないため、画像データの伝送速度が約１０

０Ｍbit/s ～２００Ｍbit/s 程度になってしまい、ＡＴ

Ｍ－ＵＮＩ回線を有効に利用することができないだけで

なく、通信コスト面でも非常に不利である。そこで、以

下に示すような各種の圧縮方式が提案されている。

【００５２】 　差分圧縮（伸長）方式

図６８は一般的な差分圧縮方式を用いたＡＴＭ画像通信

装置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）の構成

を示すブロック図で、この図６８に示すＡＴＭ画像通信

装置１０２は、送信部１１１Ｂとして、カメラ１０４

（又は１０４′）からのＮＴＳＣ信号を受信するＮＴＳ

Ｃ受信部１５１Ｂ，アナログ／ディジタル（Ａ／Ｄ）変

換部１５２Ｂ，差分圧縮部１５３Ｂ，画像データ生成部

１５４Ｂ及びＡＴＭ送信部１５５Ｂをそなえる一方、受

信部１１２Ｂとして、ＡＴＭ受信部１５６Ｂ，画像デー

タ分離部１５７Ｂ，差分伸長部１５８Ｂ，ディジタル／

アナログ（Ｄ／Ａ）変換部１５９Ｂ及びテレビ１０５

（１０５′）用のＮＴＳＣ信号を送信するＮＴＳＣ送信

部１６０Ｂをそなえて構成されている。

【００５３】上述のごとく構成されたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）では、カ

メラ１０４（又は、１０４′）からのＮＴＳＣ信号（画

像信号）は、ＮＴＳＣ受信部１５１Ｂにより水平同期信

号などのタイミング信号が抽出されたのち、Ａ／Ｄ変換

部１５２Ｂによりディジタル化され、差分圧縮部１５３

Ｂで差分信号化されて圧縮される。
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【００５４】ここで、差分信号は、例えば、図６９に示

すように、原画像信号よりレベルが低いので、通常よ

り、ビット量が半分程度に削減される。さらに、このよ

うに差分圧縮されたＮＴＳＣ信号は画像データ生成部１

５４Ｂに入力され、画像データ生成部１５４Ｂでは、こ

の差分圧縮信号を基にディジタル化された画像データが

生成される。

【００５５】そして、この画像データは、ＡＴＭ送信部

１５５ＢでＡＡＬタイプ１のＡＴＭセルに変換され、Ａ

ＴＭセルとして送信される。すなわち、送信画像データ

を４７バイト単位のＳＡＲ－ＳＤＵに分割し、ＳＡＲヘ

ッダとＡＴＭヘッダを付加することによりＡＴＭセルが

生成され、ＡＴＭ－ＵＮＩに送信される。受信部１１２

Ｂでは、ＡＴＭ受信部１５６Ｂ，画像データ分離部１５

７Ｂ，差分伸長部１５８Ｂ，ディジタル／アナログ（Ｄ

／Ａ）変換部１５９Ｂ及びＮＴＳＣ送信部１６０Ｂにお

いて、それぞれ送信部１１１Ｂでの各処理とは逆の処理

が行なわれることによって元の画像（動画像）が再生さ

れる。

【００５６】このように、上述の差分圧縮方式を用いた

ＡＴＭ画像通信装置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１

０１２）では、動画像の１フィールドのＹＣ信号の差分

情報をＡＴＭセル化するので、非圧縮方式を用いた装置

よりは若干回路構成が複雑になるが、後述する他の方式

よりは簡素な構成で、且つ、データの再生後も良好な画

質を得ることができる。また、差分圧縮方式では、画像

圧縮処理時間が短いので、画像圧縮を含めたエンド・ツ

ー・エンドの伝送遅延時間を数ｍｓ程度と短くでき、こ

の方式でも、リアルタイムの通信に適している。

【００５７】しかしながら、この方式でも、やはり画像

データの伝送速度が約５０Ｍbit/s程度と大きいため、

まだ、ＡＴＭ－ＵＮＩ回線の有効利用，通信コスト面で

不利である。また、この差分圧縮では、フィールド毎の

編集ができないため、放送用のソースに用いるのには適

していない。

【００５８】 　Ｈ２６１／ＭＰＥＧ１方式

次に、Ｈ２６１／ＭＰＥＧ（Motion Picture image cod

ing Experts Group)１方式についての説明する。Ｈ２６

１／ＭＰＥＧ１（圧縮）方式とは、静止画像を伝送する

ためのＪＰＥＧと関連が深く、１フィールドの信号に対

して、ＤＣＴを基本とした変換を施し、さらにフィール

ド間の相関に基づいた処理を施すことにより、さらに圧

縮率を向上させようというものである。

【００５９】図７０は一般的なＨ２６１／ＭＰＥＧ１方

式を用いたＡＴＭ画像通信装置１０２（又は、ＡＴＭ画

像通信部１０１２）の構成を示すブロック図で、この図

７０に示すＡＴＭ画像通信装置１０２は、送信部１１１

Ｃとして、カメラ１０４（又は１０４′）からのＮＴＳ

Ｃ信号を受信するＮＴＳＣ受信部１５１Ｃ，アナログ／

ディジタル（Ａ／Ｄ）変換部１５２Ｃ，Ｈ２６１／ＭＰ

ＥＧ１圧縮部１５３Ｃ，画像データ生成部１５４Ｃ及び

ＡＴＭ送信部１５５Ｃをそなえる一方、受信部１１２Ｃ

として、ＡＴＭ受信部１５６Ｃ，画像データ分離部１５

７Ｃ，Ｈ２６１／ＭＰＥＧ１伸長部１５８Ｃ，ディジタ

ル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換部１５９Ｃ及びテレビ１０

５（１０５′）用のＮＴＳＣ信号を送信するＮＴＳＣ送

信部１６０Ｃをそなえて構成されている。

【００６０】上述のごとく構成されたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）では、カ

メラ１０４（又は、１０４′）からのＮＴＳＣ信号は、

ＳＴＳＣ受信部１５１Ｃにより水平同期信号などのタイ

ミング信号が抽出されたのち、Ａ／Ｄ変換部１５２Ｃに

よりディジタル化されて、Ｈ２６１／ＭＰＥＧ１圧縮部

１５３Ｃに入力される。

【００６１】Ｈ２６１／ＭＰＥＧ１圧縮部１５３Ｃで

は、このディジタル化されたＮＴＳＣ信号に対してＤＣ

Ｔ変換を基本とした圧縮が施され、フィールド間の相関

が計算されて、データ量を一定にするために、フィード

バックがかけられて、Ｈ２６１／ＭＰＥＧ１圧縮が行な

われる。画像データ生成部１５４Ｃでは、このようにＨ

２６１／ＭＰＥＧ１圧縮を施されたデータに基づいてＨ

２６１／ＭＰＥＧ１フレームが生成される。そして、Ｈ

２６１／ＭＰＥＧ１フレームは、平均して一定のデータ

量であるため、ＡＴＭ送信部１５５Ｃは、ＡＡＬタイプ

１のＡＴＭセルにより画像データを送信することができ

る。すなわち送信画像データを４７バイト単位のＳＡＲ

－ＳＤＵに分割し、ＳＡＲヘッダとＡＴＭヘッダとを付

加することによりＡＴＭセルを生成して、ＡＴＭ－ＵＮ

Ｉに送信することができる。受信部１１２Ｃでは、上述

の送信部１１１Ｃでの各処理とは逆の処理が行なわれる

ことによって、元の画像が再生される。

【００６２】このように、上述のＨ２６１／ＭＰＥＧ１

方式では、圧縮率が高く、数Ｍ bit／秒程度の伝送速度

で画像を伝送することができる。しかしながら、このＨ

２６１／ＭＰＥＧ１方式では、回路構成が複雑になり、

また、フィールド間の相関を計算するために、画像圧縮

処理時間が数１００ｍｓ程度と長く、再生（伸長）側の

処理時間も長くなってしまうので、画像圧縮を含めた、

エンド・ツー・エンドの伝送遅延時間が４００ｍｓ程度

となってしまう。このため、Ｈ２６１／ＭＰＥＧ１方式

は、画像蓄積や、ケーブルテレビなどに用いるのには適

しているが、テレビ会議のようなリアルタイムの通信に

は適さない。

【００６３】また、画質を３２０×２４０程度を目標と

しているため、通常のテレビ放送に比べて画質が１／２

以下であり、十分な画質が得られない。

　ＭＰＥＧ２方式

次に、ＭＰＥＧ２方式について説明する。ＭＰＥＧ２

（圧縮）方式は、圧縮画像データの再生後の画質を通常

のテレビ放送と同等、又は、それ以上を目指して開発さ
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れた圧縮方式で、その方式自身は、前述のＪＰＥＧやＭ

ＰＥＧ１と関連が深く、１フィールドの信号はＤＣＴ変

換を基本とした変換が行なわれ、さらにフィールド間の

相関に基づいた処理により更に圧縮率を向上させるよう

になっている。

【００６４】図７１は一般的なＭＰＥＧ２方式を用いた

ＡＴＭ画像通信装置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１

０１２）の構成を示すブロック図で、この図７１に示す

ＡＴＭ画像通信装置１０２は、送信部１１１Ｄとして、

カメラ１０４（又は１０４′）からのＮＴＳＣ信号を受

信するＮＴＳＣ受信部１５１Ｄ，アナログ／ディジタル

（Ａ／Ｄ）変換部１５２Ｄ，ＭＰＥＧ２圧縮部１５３

Ｄ，画像データ生成部１５４Ｄ及びＡＴＭ送信部１５５

Ｄをそなえる一方、受信部１１２Ｄとして、ＡＴＭ受信

部１５６Ｄ，画像データ分離部１５７Ｄ，ＭＰＥＧ２伸

長部１５８Ｄ，ディジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換部

１５９Ｄ及びテレビ１０５（１０５′）用のＮＴＳＣ信

号を送信するＮＴＳＣ送信部１６０Ｄをそなえて構成さ

れている。

【００６５】上述のごとく構成されたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）では、カ

メラ１０４（又は、１０４′）からのＮＴＳＣ信号は、

ＮＴＳＣ受信部１５１Ｄにより水平同期信号などのタイ

ミング信号が抽出され、Ａ／Ｄ変換部１５２Ｄによりデ

ィジタル化されて、ＭＰＥＧ２圧縮部１５３Ｄに入力さ

れる。

【００６６】ＭＰＥＧ２圧縮部１５３Ｄでは、このディ

ジタル化されたＮＴＳＣ信号に対してＤＣＴ変換を基本

とした圧縮が施され、さらにフィールド間の相関が計算

され、データ量を一定にするために、フィードバックが

かけられて、ＭＰＥＧ２圧縮が行なわれる。そして、Ｍ

ＰＥＧ２圧縮を施されたデータを基に、画像データ生成

部１５４ＤによりＭＰＥＧ２フレームが生成される。

【００６７】ここで、ＭＰＥＧ２フレームは平均して一

定のデータ量であるので、ＡＴＭ送信部１５５Ｄは、Ａ

ＡＬタイプ１のＡＴＭセルにより画像データを送信する

ことができる。すなわち、送信画像データを４７バイト

単位のＳＡＲ－ＳＤＵに分割し、ＳＡＲヘッダとＡＴＭ

ヘッダとを付加することによりＡＴＭセルを生成し、Ａ

ＴＭ－ＵＮＩに送信することができる。受信部１１２Ｄ

では、この場合も、送信部１１１Ｄでの各処理とは逆の

処理が行なわれることによって、元の画像が再生され

る。

【００６８】このように、上述のＭＰＥＧ２圧縮方式で

は、圧縮率が高く、10Ｍ bit／秒程度の伝送速度で画像

データを伝送することができ、しかも、再生後の画質も

良好である。しかしながら、このＭＰＥＧ２方式では、

使用される圧縮／伸長回路は回路構成が極めて複雑、且

つ、高価であり、特に圧縮部１５３Ｄでは非常に大きな

装置になってしまうので、全体としてコストが非常に高

くなってしまう。また、この方式でも、フィールド間の

相関を計算するため、画像圧縮処理時間が数１００ｍｓ

程度と長く、伸長側の処理時間も長くなるため、画像圧

縮を含めた、エンド・ツー・エンドの伝送遅延時間が４

００ｍｓ程度となってしまい、テレビ会議のようなリア

ルタイムの通信には適さない。

【００６９】 　ＪＰＥＧ方式

次に、前述のＪＰＥＧ方式について、より詳細に説明す

る。ＪＰＥＧ（圧縮）方式は、上述のＭＰＥＧ圧縮方式

とも関連が深いが、本来、静止画像を伝送するために用

いられる方式で、静止画像の１フィールドの信号に対し

てＤＣＴを基本としたＪＰＥＧ圧縮処理を施し、ＡＴＭ

セル化して静止画像を伝送するようになっている。

【００７０】図７２は一般的なＪＰＥＧ方式を用いたＡ

ＴＭ画像通信装置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０

１２）の構成を示すブロック図で、この図７２に示すＡ

ＴＭ画像通信装置１０２は、送信部１１１Ｅとして、カ

メラ１０４（又は１０４′）からのＮＴＳＣ信号を受信

するＮＴＳＣ受信部１５１Ｅ，アナログ／ディジタル

（Ａ／Ｄ）変換部１５２Ｅ，ＪＰＥＧ圧縮部１５３Ｅ，

画像データ生成部１５４Ｅ及びＡＴＭ送信部１５５Ｅを

そなえる一方、受信部１１２Ｅとして、ＡＴＭ受信部１

５６Ｅ，画像データ分離部１５７Ｅ，ＪＰＥＧ伸長部１

５８Ｅ，ディジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換部１５９

Ｅ及びテレビ１０５（１０５′）用のＮＴＳＣ信号を送

信するＮＴＳＣ送信部１６０Ｅをそなえて構成されてい

る。

【００７１】上述のごとく構成されたＡＴＭ画像通信装

置１０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）では、カ

メラ１０４（又は、１０４′）からのＮＴＳＣ信号は、

ＮＴＳＣ受信部１５１Ｅにより水平同期信号などのタイ

ミング信号が抽出されたのち、Ａ／Ｄ変換部１５２Ｅに

よりディシタル化され、ＪＰＥＧ圧縮部１５３Ｅに入力

される。

【００７２】さらに、このディジタル化されたＮＴＳＣ

信号は、ＪＰＥＧ圧縮部１５３ＥによりＪＰＥＧ圧縮が

行なわれたのち、画像データ生成部１５４ＥによりＪＰ

ＥＧフレームが生成され、ＡＴＭ送信部１５５Ｅによっ

てＡＴＭセル化されて送信される。なお、このＪＰＥＧ

圧縮方式では、前述したように、画像の圧縮率はスケー

リングファクタというパラメータにより調整される。ま

た、画像データは同じスケーリングファクターであって

も、画質により１フィールド当たりのデータ量が異なた

めＡＴＭ送信部１５５Ｅは、通常、ＡＡＬタイプ１のＡ

ＴＭセルにより画像データを送信することがでない。

【００７３】従って、このＪＰＥＧ圧縮方式は、主に、

静止画の伝送や一定速度での伝送の必要がない蓄積デー

タの伝送に用いられる。また、この方式では、圧縮率が

ＭＰＥＧ２方式ほどではないが、比較的高く、動画伝送

に用いることができれば２０Ｍ bit／秒程度の伝送速度
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で、ＭＰＥＧ２と同等な良好な画質を得ることができる

ようになる。

【００７４】さらに、この方式では、回路構成もＭＰＥ

Ｇ２圧縮方式に比べて簡素であるので、小型で低コスト

な装置が実現できる。また、ＭＰＥＧ２圧縮方式のよう

に、フィールド間の相関を計算しないため、画像圧縮処

理時間が数１０ｍｓ程度と非常に短い。

【００７５】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このＪ

ＰＥＧ方式は、静止画像を対象としているので、圧縮処

理後の画像データのデータ量は、同じスケーリングファ

クターであっても（つまり、圧縮率を変えなくても）、

画質により１フィールド毎に異なる。このため、ＡＴＭ

送信部１５５Ｅは、通常、ＡＡＬタイプ１のＡＴＭセル

により画像データを送信することができず、静止画の伝

送や一定速度での伝送の必要がない蓄積データの伝送に

用いることはできるが、動画像データの伝送に用いるこ

とはほぼ不可能である。

【００７６】本発明は、このような課題に鑑み創案され

たもので、動画像データを、静止画像用の圧縮方式を用

いて、一定の伝送速度をもつデータに圧縮して固定長セ

ル化することにより、高圧縮率，高画質を保ったまま動

画像データに対する圧縮／伸長などの画像処理を高速に

行なえるようにした、固定長セル取扱式画像通信方法を

提供することを目的とする。

【００７７】また、本発明は、高圧縮率，高画質を保っ

たまま動画像データに対する画像処理を高速化するとと

もに、小型で低コストな固定長セル取扱式画像通信用送

信装置及び固定長セル取扱式画像通信用受信装置を提供

することも目的とする。

【００７８】

【課題を解決するための手段】図１は本発明の原理ブロ

ック図で、この図１において、１は固定長セル取扱式画

像通信用送信装置、２は固定長セル取扱式画像通信用受

信装置であり、さらに固定長セル取扱式画像通信用送信

装置（以下、単に「送信装置」という）１は、画像デー

タ圧縮部３，送信バッファ部４及び固定長セル送信部５

をそなえ、固定長セル取扱式画像通信用受信装置（以

下、単に「受信装置」という）２は、固定長セル受信部

６，受信バッファ部７及び画像データ伸長部８をそなえ

て構成されている。

【００７９】ここで、まず、送信装置１において、画像

データ圧縮部３は、単位時間当たりに複数の画面情報を

それぞれ複数のフィールドに分割し連続して送信すべき

動画像データを、各フィールドの圧縮タイミングを示す

フィールドタイミング情報に応じて所要の静止画像用圧

縮処理を施すことにより、それぞれ独立した可変長デー

タに変換するものであり、送信バッファ部４は、この画

像データ圧縮部３で得られた各可変長データを一定の伝

送速度をもつ固定長データに変換するものであり、固定

長セル送信部５は、上記の固定長データとフィールドタ

イミング情報とを固定長セルのデータ部に格納して、固

定長セルを送信するものである（請求項６）。

【００８０】上述のごとく構成された送信装置１では、

画像データ圧縮部３により、送信すべき動画像データ

が、各フィールドの圧縮タイミングを示すフィールドタ

イミング情報に応じて所要の静止画像用圧縮処理を施さ

れることにより、それぞれ独立した可変長データに変換

され、送信バッファ部４により、各可変長データがさら

に一定の伝送速度をもつ固定長データに変換されたの

ち、固定長セル送信部５により、固定長データとフィー

ルドタイミング情報とが固定長セルのデータ部に格納さ

れて固定長セルとして送出されて、動画像データの送信

が行なわれる（請求項１）。

【００８１】なお、上述の所要の静止画像用圧縮処理

は、各フィールド内の画面情報に対する画像圧縮処理を

それぞれ各フィールド毎に独立して行なうフィールド内

圧縮方式を用いて行なわれるが（請求項２）、具体的

に、このフィールド内圧縮方式としては、ＪＰＥＧ方式

が用いられる（請求項３）。また、上述のように固定長

データとフィールドタイミング情報とは固定長セルにお

いて送信されるが（請求項４）、具体的に、固定長セル

は、固定長データ転送用のアダプテーション・レイヤ１

を利用して送信される（請求項５）。

【００８２】以下、上述の画像データ圧縮部３，送信バ

ッファ部４及び固定長セル送信部５について、それぞれ

説明する。まず、上述の画像データ圧縮部３は、上記の

フィールドタイミング情報に基づいて、各フィールドに

対する静止画像用圧縮処理を開始するように構成される

が（請求項７）、具体的には、このときフィールドタイ

ミング情報として、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含ま

れる垂直同期信号に基づいて、各フィールドに対する静

止画像用圧縮処理を開始するように構成される（請求項

８）。

【００８３】また、この画像データ圧縮部３は、各フィ

ールドに対する静止画像用圧縮処理を所定のフィールド

から開始するように構成されるが（請求項９）、具体的

には、最初に入力されたフィールドから開始するように

構成される（請求項１０）。さらに、画像データ圧縮部

３は、上記の可変長データとして得られる静止画像用圧

縮処理後の単位フィールド当たりの圧縮画像データ量Ｃ

Ｄが予め設定された範囲内に収まるよう、静止画像用圧

縮処理の圧縮率を、各フィールドに対する静止画像用圧

縮処理毎に調整するように構成される（請求項１１）。

【００８４】具体的には、可変長データとして得られる

静止画像用圧縮処理後の単位フィールド当たりの圧縮画

像データ量ＣＤについての閾値を設定した閾値設定部

と、静止画像用圧縮処理により得られた圧縮画像データ

量ＣＤと閾値設定部の閾値とを比較し、その比較結果に

基づいて、静止画像用圧縮処理の圧縮率を調整するスケ
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ーリングファクタ値ＳＦの演算処理を行なうことによ

り、次フィールドに対する静止画像用圧縮処理のための

スケーリングファクタ値ＳＦを更新するスケーリングフ

ァクタ演算処理部とをそなえて構成される（請求項１

２）。

【００８５】そして、スケーリングファクタ演算処理部

は、閾値設定部に、閾値として、ＳＦ＝ＳＦi （ただ

し、ＳＦi は定数；ｉ＝１，２，・・・，Ｎ；ＳＦ1 ＞

ＳＦ2＞ＳＦ3 ＞・・・＞ＳＦN ）なるＮ個のスケーリ

ングファクタ値ＳＦを設定するとともに、圧縮画像デー

タ量の上限値ＲＢupと下限値ＲＢdnとを設定しておき、

圧縮画像データ量ＣＤが上限値ＲＢupを越えた場合は、

上記ｉの値を「１」減少させることにより、スケーリン

グファクタ値ＳＦの値を１段階大きくする一方、圧縮画

像データ量が下限値ＲＢdnを下回った場合は、上記ｉの

値を「１」増加させることにより、スケーリングファク

タ値ＳＦの値を１段階小さくする演算を行なうように構

成される（請求項１３）。

【００８６】なお、このスケーリングファクタ演算処理

部は、閾値設定部に、閾値として、圧縮画像データ量Ｃ

Ｄについての上限値ＲＢup，目標値ＲＴ及び下限値ＲＢ

dnを設定しておき、圧縮画像データ量ＣＤが、目標値Ｒ

Ｔ以下の場合はスケーリングファクタ値ＳＦを所要量

「ａ」（ただし、ａは正の実数）だけ減少させる一方、

目標値ＲＴ以上の場合はスケーリングファクタ値ＳＦを

所要量「ｂ」（ただし、ｂは正の実数）だけ増加させる

とともに、圧縮画像データ量ＣＤが、下限値ＲＢdn以下

の場合はスケーリングファクタ値ＳＦを所要量「ｃ」

（ただし、ｃはｃ＞ａなる実数）だけ減少させる一方、

上限値ＲＢup以上の場合はスケーリングファクタ値ＳＦ

を所要量「ｄ」（ただし、ｄはｄ＞ｂなる実数）だけ増

加させる演算を行なうように構成してもよい（請求項１

４）。

【００８７】また、この場合は、上記の所要量「ｄ」と

して、圧縮画像データ量ＣＤに比例する所定の関数によ

り得られる値が用いられる（請求項１５）。さらに、上

述のスケーリングファクタ演算処理部は、閾値設定部

に、目標値ＲＴについての目標下限値ＲＴdnと目標上限

値ＲＴupとを設定しておき、圧縮画像データ量ＣＤが目

標下限値ＲＴdn以下の場合は、スケーリングファクタ値

ＳＦを所要量「ａ」だけ減少させ、圧縮画像データ量Ｃ

Ｄが目標上限値ＲＴup以上の場合はスケーリングファク

タ値ＳＦを所要量「ｂ」だけ増加させる一方、圧縮画像

データ量ＣＤが目標下限値ＲＴdnと目標上限値ＲＴupと

の間ではスケーリングファクタ値ＳＦの更新を行なわな

いように構成してもよい（請求項１６）。

【００８８】また、このスケーリングファクタ演算処理

部は、圧縮画像データ量ＣＤが上限値ＲＢup以上の場合

は、スケーリングファクタ値ＳＦに圧縮画像データ量Ｃ

Ｄのｎ（ｎは自然数）次関数量を加算する一方、圧縮画

像データ量ＣＤが下限値ＲＢdn以下の場合は、スケーリ

ングファクタ値ＳＦから圧縮画像データ量ＣＤのｎ次関

数量を減算するように構成してもよい（請求項１７）。

【００８９】さらに、このスケーリングファクタ演算処

理部は、閾値設定部に、閾値として最大圧縮画像データ

量ＲC を設定しておき、圧縮画像データ量ＣＤが最大圧

縮画像データ量ＲC を超えた場合に、最大圧縮画像デー

タ量ＲC 以下の圧縮データのみを送信すべく所要の処理

を行なうとともに、圧縮画像データ量ＣＤが最大圧縮画

像データ量ＲC を超えた旨を圧縮データの受信側に通知

するように構成してもよい（請求項１８）。

【００９０】また、上述の画像データ圧縮部３は、上記

のフィールドタイミング情報の同期外れを検出すると、

その旨を示すアラーム信号を生成して固定長セル送信部

５に通知することにより、固定長セル送信部５による固

定長セルの送信を停止させるように構成される（請求項

１９）。具体的には、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含

まれる水平同期信号，垂直同期信号のいずれかの同期外

れを検出すると、その旨を示すアラーム信号を固定長セ

ル送信部５に通知して、固定長セルの送信を停止させる

ように構成される（請求項２０）。

【００９１】次に、上述の送信バッファ部４は、画像デ

ータ圧縮部３で得られた可変長データの有効データ部分

の後に、空き情報としてのアイドルパターンを所要量挿

入することにより、各フィールド毎に得られる可変長デ

ータを、それぞれ一定の伝送速度をもつ固定長データに

変換するように構成される（請求項２１）。例えば、こ

の送信バッファ部４は、各フィールド毎の可変長データ

のデータ量をそれぞれ所定のデータ量に変換するととも

に、各データ量の比率を全フィールド分の可変長データ

のデータ量に対して所望の比率にすることにより、可変

長データを一定の伝送速度をもつ固定長データに変換す

るように構成される（請求項２２）。

【００９２】また、より具体的に、この送信バッファ部

４は、複数の送信用ＦＩＦＯメモリと、画像データ圧縮

部３からの静止画像用圧縮処理の終了信号に応じて、そ

の出力を切り替えることにより、画像データ圧縮部３か

ら圧縮データとして入力される可変長データを送信用Ｆ

ＩＦＯメモリに選択的に書き込むための書き込み用セレ

クタ部と、上記の終了信号に応じて、その出力を切り替

えることにより、可変長データの書き込み中である送信

用ＦＩＦＯメモリ以外の送信用ＦＩＦＯメモリから可変

長データの読み出すとともにアイドルパターンを挿入す

るための読み出し用セレクタ部とをそなえて構成される

（請求項２３）。

【００９３】さらに、この送信バッファ部４は、可変長

データを読み出している送信用ＦＩＦＯメモリが空の場

合は、アイドルパターンとして、所定の固定データを挿

入するように構成される（請求項２４）。なお、この固

定データとしては、各フィールド毎に割り当てられるフ

10

20

30

40

50



(16) 特開平９－１６８１５０
29 30

ィールド識別情報に応じて異なる固定値が用いられる

（請求項２５）。

【００９４】次に、上述の固定長セル送信部５は、送信

バッファ部４からの固定長データの伝送速度を、画像デ

ータ圧縮部３での静止画像用圧縮処理で用いられている

基本サンプリングクロックの周波数に基づいた伝送速度

に変換して、固定長データを固定長セルにおいて送信す

るように構成される（請求項２６）。具体的に、この固

定長セル送信部５は、送信バッファ部４からの固定長デ

ータの伝送速度を、基本サンプリングクロックの周波数

の所定倍に変換することにより、所望の伝送速度に変換

するように構成される（請求項２７）。

【００９５】例えば、この固定長セル送信部５は、基本

サンプリングクロックの周波数を「１３．５ＭＨｚ」と

して、この基本サンプリングクロックの周波数を「３／

２」倍することにより、固定長データの伝送速度を「２

０．２５ＭＨｚ」に変換するように構成される（請求項

２８）。

【００９６】また、この固定長セル送信部５は、基本サ

ンプリングクロックの周波数に基づいた伝送速度につい

ての伝送速度情報を固定長データとともに固定長セルに

おいて送信するように構成される（請求項２９）。その

一例として、固定長セル送信部５は、例えば、伝送速度

情報をＳＲＴＳ方式で送信するように構成される（請求

項３０）。

【００９７】具体的に、この場合、固定長セル送信部５

は、基本サンプリングクロック周波数を１／Ｍに分周す

る分周回路と、基本サンプリングクロック周波数の（Ｎ

／Ｍ）×Ｋ倍（Ｋは自然数）倍のクロック周波数を発振

する発振器と、分周回路により１／Ｍに分周された基本

サンプリングクロックを、発振器の出力に基づいて、Ｎ

倍する周波数Ｎ倍化回路とをそなえて構成される（請求

項３１）。

【００９８】そして、上記の周波数Ｎ倍化回路は、入力

クロックを１／８Ｋ分周するカウンタをそなえ、このカ

ウンタのリセット入力に、分周回路で分周された基本サ

ンプリングクロック周波数を発振器のクロック周波数を

用いて立ち上がり検出することにより得られる微分パル

スを入力するように構成される（請求項３２）。

【００９９】さて、次に、受信装置２において、固定長

セル受信部６は、複数の画面情報からなる動画像データ

をそれぞれ複数のフィールドに分割し各フィールドを画

像圧縮したのち一定の伝送速度に変換した固定長データ

と、各フィールドの圧縮タイミングを示すフィールドタ

イミング情報とを含む固定長セルを受信して、固定長セ

ルから固定長データとフィールドタイミング情報とを再

生するものであり、受信バッファ部７は、この固定長セ

ル受信部６により再生されたフィールドタイミング情報

に基づいて、固定長データを各フィールド毎に独立した

可変長データに変換するものであり、画像データ伸長部

８は、この受信バッファ部７からの可変長データに対し

て、それぞれ所要の静止画像用伸長処理を施すことによ

り、元の動画像データを再生するものである（請求項３

８）。

【０１００】上述のごとく構成された受信装置２では、

固定長セル受信部６において、複数の画面情報からなる

動画像データをそれぞれ複数のフィールドに分割し各フ

ィールドを画像圧縮したのち一定の伝送速度に変換した

固定長データと、各フィールドの圧縮タイミングを示す

フィールドタイミング情報とを含む固定長セルを受信

し、固定長データとフィールドタイミング情報とを再生

し、受信バッファ部７において、再生したフィールドタ

イミング情報に基づいて、固定長データを各フィールド

毎に独立した可変長データに変換したのち、画像データ

伸長部８において、可変長データについて、それぞれ所

要の静止画像用伸長処理を施すことにより、元の動画像

データが再生される（請求項３３）。

【０１０１】なお、上述の所要の静止画像用伸長処理

は、各フィールド内の画面情報に対する画像伸長処理を

それぞれ各フィールド毎に独立して行なうフィールド内

伸長方式を用いて行なわれるが（請求項３４）、具体的

に、このフィールド内伸長方式としては、ＪＰＥＧ方式

が用いられる（請求項３５）。また、上述のように受信

した固定長セルのデータ部には、固定長データとフィー

ルドタイミング情報とが格納されているが（請求項３

６）、つまり、これは固定長セルを、固定長データ転送

用のアダプテーションレイヤ１を利用して受信すること

になる（請求項３７）。

【０１０２】次に、以下では、上述の固定長セル受信部

６，受信バッファ部７及び画像データ伸長部８について

説明する。まず、固定長セル受信部６は、固定長セルの

データ部に含まれる固定長セルについての受信伝送速度

情報から、画像データ伸長部８での静止画像用伸長処理

に用いられるフィールドタイミング情報を再生すべく、

内部の基本サンプリングクロックを生成するように構成

される（請求項３９）。

【０１０３】具体的に、この固定長セル受信部６は、伝

送速度情報生成部，差分演算部及び基本サンプリングク

ロック生成部をそなえて構成される。ここで、伝送速度

情報生成部は、内部で独自に固定長セルの伝送速度につ

いての内部伝送速度情報を生成するものであり、差分演

算部は、この伝送速度情報生成部で生成された内部伝送

速度情報と、受信した固定長セルのデータ部に含まれる

受信伝送速度情報とについて差分演算を施すことによっ

て差分伝送速度情報を得るものである。

【０１０４】また、基本サンプリングクロック生成部

は、この差分演算部で得られた差分伝送速度情報が

「０」となるように伝送速度情報生成部の出力を制御す

る内部クロックを生成するとともに、この内部クロック

に基づいて、フィールドタイミング情報を再生するため
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の基本サンプリングクロックを生成するものである（請

求項４０）。

【０１０５】このため、上述の基本サンプリングクロッ

ク生成部は、内部クロック生成用ＰＬＬ部，サンプリン

グクロック生成用ＰＬＬ部，受信ユーザクロック生成用

ＰＬＯ部及び周波数倍化部をそなえて構成される。ここ

で、内部クロック生成用ＰＬＬ部は、差分演算部で得ら

れた差分伝送速度情報に基づいて、内部クロックを生成

するものであり、サンプリングクロック生成用ＰＬＬ部

は、差分演算部で得られた差分伝送速度情報に基づい

て、サンプリングクロックを生成するものである。

【０１０６】また、受信ユーザクロック生成用ＰＬＯ部

は、サンプリングクロック生成用ＰＬＬ部からのサンプ

リングクロックの周波数を所定倍して受信ユーザクロッ

クを生成するものであり、周波数倍化部は、この受信ユ

ーザクロック生成用ＰＬＯ部で生成された受信ユーザク

ロックの周波数を所定倍することにより、所望の周波数

を有する基本サンプリングクロックを生成するものであ

る（請求項４１）。

【０１０７】なお、この基本サンプリングクロック生成

部は、内部クロック生成用ＰＬＬ部，サンプリングクロ

ック生成用ＰＬＬ部及び周波数倍化部のみをそなえて構

成してもよい。この場合、内部クロック生成用ＰＬＬ部

は、差分演算部で得られた差分伝送速度情報に基づい

て、内部クロックを生成するものであり、サンプリング

クロック生成用ＰＬＬ部は、差分演算部で得られた差分

伝送速度情報に基づいて、サンプリングクロックを生成

するものであり、周波数倍化部は、このサンプリングク

ロック生成用ＰＬＬ部で生成されたサンプリングクロッ

クの周波数を所定倍することにより、所望の周波数を有

する基本サンプリングクロックを生成するものである

（請求項４２）。

【０１０８】また、基本サンプリングクロック生成部

は、再生した基本サンプリングクロックに基づいて、画

像データ伸長部８での静止画像用伸長処理に用いられる

フィールドタイミング情報として画像データ伸長用クロ

ックを生成する画像データ伸長用クロック生成部をそな

えて構成される（請求項４３）。

【０１０９】具体的に、上記の画像データ伸長用クロッ

ク生成部は、基本サンプリングクロックから、画像デー

タ伸長用クロックとして、ＮＴＳＣ方式の動画像データ

に含まれる水平同期信号を再生する水平同期信号再生部

と、基本サンプリングクロックから、画像データ伸長用

クロックとして、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれ

る垂直同期信号を再生する垂直同期信号再生部とをそな

えて構成される（請求項４４）。

【０１１０】さらに、この固定長セル受信部６は、固定

長セルを受信していない状態を示す信号と受信した固定

長セルを一時的に保持するバッファの空き状態を示す信

号との論理和演算を行ない、その演算結果をアラーム信

号として出力しうる論理和演算部をそなえてもよく、こ

の場合、固定長セル受信部６は、この論理和演算部から

アラーム信号が出力されると、画像データ伸長部８に所

定パターンの画像データを元の動画像データとして再生

させるべく、アラーム信号を画像データ伸長部８へ出力

するように構成される（請求項４５）。

【０１１１】次に、上述の受信バッファ部７は、固定長

セル受信部６からの固定長データを一時的に保持する受

信用ＦＩＦＯメモリをそなえ、この受信用ＦＩＦＯメモ

リの残り容量が所定容量以下になった場合に、画像デー

タ伸長部８に静止画像用伸長処理の開始を要求するよう

に構成される（請求項４６）。また、この受信バッファ

部７は、受信用ＦＩＦＯメモリからの固定長データの読

み出し中に、その受信用ＦＩＦＯメモリの残り容量が所

定容量以上になった場合に、画像データ伸長部８に静止

画像用伸長処理を待機するよう要求するとともに、受信

用ＦＩＦＯメモリからの固定長データの読み出しを停止

するように構成される（請求項４７）。

【０１１２】さらに、この受信バッファ部７は、固定長

データのうち画像データ伸長部８で静止画像用伸長処理

を施すべき有効データ部分のみを受信用ＦＩＦＯメモリ

に書き込む画像データ書込部とをそなえて構成される

（請求項４８）。このため、上記の画像データ書込部

は、有効データ部分の始まりを示す始点コードを検出す

る始点コード検出部と、有効データ部分の終わりを示す

終端コードを検出する終端コード検出部とをそなえ、受

信用ＦＩＦＯメモリに固定長データを書き込む前に、始

点コード検出部で検出された始点コードと終端コード検

出部で検出された終端コードとに基づいて、始点コード

から終端コードまでの有効データ部分のみを受信用ＦＩ

ＦＯメモリに書き込むように構成される（請求項４

９）。

【０１１３】また、上述の受信バッファ部７は、各フィ

ールド毎に割り当てられたフィールド識別情報に応じて

異なる固定値を受信することにより、画像データ伸長部

８での静止画像用伸長処理の対象となるフィールドのフ

ィールド識別情報を識別し、その識別結果を画像データ

伸長部８に通知するように構成される（請求項５０）。

【０１１４】このため、この受信バッファ部７は、固定

長セル受信部６からの固定長データと、画像データ伸長

部８での静止画像用伸長処理の対象となるフィールドの

フィールド識別情報とを記憶しうる受信用ＦＩＦＯメモ

リをそなえ、この受信用ＦＩＦＯメモリからの固定長デ

ータの読み出し時に、フィールド識別情報を読み出し

て、画像データ伸長部８に通知するように構成される

（請求項５１）。

【０１１５】次に、上述の画像データ伸長部８は、フィ

ールドタイミング情報に基づいて、各フィールドに対す

る静止画像用伸長処理を開始するように構成される（請

求項５２）。具体的に、この画像データ伸長部８は、固
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定長セル受信部６で再生されるＮＴＳＣ方式の動画像デ

ータに含まれるフィールドタイミング情報としての垂直

同期信号に基づいて、各フィールドに対する静止画像用

伸長処理の静止画像用伸長処理を開始するように構成さ

れる（請求項５３）。

【０１１６】また、このとき、画像データ伸長部８は、

各フィールドに対する静止画像用伸長処理を所定のフィ

ールドに固定して開始するように構成されるが（請求項

５４）、具体的には、最初に入力されたフィールドから

静止画像用伸長処理を開始するように構成される（請求

項５５）。

【０１１７】さらに、この画像データ伸長部８は、受信

バッファ部７からの各フィールド毎の可変長データを各

フィールドに割り当てられたフィールド識別情報に応じ

て記憶しうる複数のフィールドメモリをそなえ、フィー

ルド識別情報から静止画像用伸長処理の対象となるフィ

ールドを判別し、対応する可変長データをそれぞれフィ

ールド識別情報に応じたフィールドメモリに書き込む一

方、書き込みを行なったフィールドメモリとは異なるフ

ィールドメモリから可変長データを読み出すように構成

される（請求項５６）。

【０１１８】なお、この画像データ伸長部８は、可変長

データの該フィールドメモリへの書き込みを停止しうる

静止画スイッチをそなえて、この静止画スイッチによる

該可変長データのフィールドメモリへの書き込み停止操

作が行なわれると、可変長データのフィールドメモリへ

の書き込みのみを停止することにより、再生した元の動

画像データを静止画状態にするように構成してもよい

（請求項５７）。

【０１１９】

【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実

施の形態を説明する。

（ａ）画像通信装置の全体説明

図２は本発明の一実施形態を示すブロック図で、この図

２において、２１はＡＴＭ(Asynchronous Transfer Mod

e)画像通信装置で、図５３に示すＡＴＭ画像通信装置１

０２（又は、ＡＴＭ画像通信部１０１２）に相当するも

のである。また、このＡＴＭ画像通信装置２１は、さら

に、送信部２２として、画像データ圧縮部２４，送信バ

ッファ部２５及びＡＴＭセル送信部２６をそなえ、受信

部２３として、ＡＴＭセル受信部２７，受信バッファ部

２８及び画像データ伸長部２９をそなえて構成されてい

る。

【０１２０】ここで、まず、送信部（固定長セル取扱式

画像通信用送信装置）２２において、画像データ圧縮部

２４は、カメラ１０４からのＮＴＳＣ信号、すなわち単

位時間当たりに３０フレーム分の画面情報をそれぞれ奇

数フィールドと偶数フィールドとの２枚のフィールドに

分割し連続して送信すべき動画像データを、単位時間当

たりに圧縮すべきフィールドの枚数を示すフィールドタ

イミング情報に応じて所要の静止画像用圧縮処理〔本実

施形態では、フィールド内圧縮処理の一種であるＪＰＥ

Ｇ（Joint Photographic coding Experts Group) 画像

圧縮処理〕を施すことにより、それぞれ独立したＶＢＲ

(Variable Bit Rate) データ（可変長データ）に変換す

るものである。

【０１２１】また、送信バッファ部２５は、この画像デ

ータ圧縮部２４で得られた各フィールド毎のＶＢＲデー

タをそれぞれ一定の伝送速度をもつＣＢＲ(Constant Bi

t Rate) データ（固定長データ）に変換するものであ

り、ＡＴＭセル送信部（固定長セル送信部）２６は、上

記のフィールドタイミング情報とＣＢＲデータとを、図

６１により前述したＡＴＭセルのＳＡＲ－ＰＤＵ（デー

タ部）に格納してＡＴＭセルを送信する、すなわち、フ

ィールドタイミング情報とＣＢＲデータとに基づいて、

ＣＢＲデータ転送時のＡＡＬ１（ＡＴＭアダプテーショ

ン・レイヤ１）用のＡＴＭセル（固定長セル）を生成し

て送信するものである。

【０１２２】なお、具体的に、このときフィールドタイ

ミング情報は、図６４により前述したように、ＳＡＲ－

ＰＤＵ内のＳＡＲヘッダ部分に格納され、ＣＢＲデータ

は、図６２に示すＳＡＲ－ＰＤＵ内のＳＡＲ－ＳＤＵ部

分に格納される。

【０１２３】一方、受信部（固定長セル取扱式画像通信

用受信装置）２３において、ＡＴＭセル受信部２７は、

通信相手側の送信部２２から送信されてくるＡＴＭセル

を受信して、このＡＴＭセルからＡＴＭセル内に含まれ

ているＣＢＲデータと、各フィールドの圧縮タイミング

を示すフィールドタイミング情報とを再生するものであ

る。

【０１２４】また、受信バッファ部２８は、このＡＴＭ

セル受信部２７により再生されたフィールドタイミング

情報に基づいて、ＡＴＭセル受信部からのＣＢＲデータ

を各フィールド毎に独立したＶＢＲデータに変換するも

のであり、画像データ伸長部２９は、この受信バッファ

部２８からのＶＢＲデータに対して、所要の静止画像用

伸長処理（本実施形態では、フィールド内伸長処理の一

種であるＪＰＥＧ画像伸長処理）を施すことにより、通

信相手側のカメラ１０４からのＮＴＳＣ信号（元の動画

像データ）を再生して、テレビ１０５に動画像を表示さ

せるものである。

【０１２５】このような構成により、上述のＡＴＭ画像

通信装置２１では、送信部２２において、まず、カメラ

１０４からのＮＴＳＣ信号（動画像データ）が、画像デ

ータ圧縮部２４で、各フィールドの圧縮タイミングを示

すフィールドタイミング情報に応じてＪＰＥＧ画像圧縮

処理を施されることにより、それぞれ独立したＶＢＲデ

ータに変換されて、圧縮画像データが生成される。

【０１２６】そして、各ＶＢＲデータは、各フィールド

毎にデータ量が異なるためこのままではＡＴＭセル化で
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きないので、送信バッファ部２５により、さらに一定の

伝送速度をもつＣＢＲデータに変換されたのち、ＡＴＭ

セル送信部２６によって、このＣＢＲデータとフィール

ドタイミング情報とがＡＴＭセルのデータ部（ＳＡＲ－

ＰＤＵ）に格納されてＡＴＭセルとして伝送路（ＡＴＭ

－ＵＮＩ）へ送出され、通信相手側の受信部２３へ動画

像データが送信される。

【０１２７】つまり、上述の送信部２２は、この図２に

示すように、画像圧縮処理，ＶＢＲデータからＣＢＲデ

ータへの変換処理，ＡＴＭセル化，ＡＴＭセル送信処理

の各機能を、画像データ圧縮部２４，送信バッファ部２

５及びＡＴＭセル送信部２６をそなえることに、それぞ

れ機能毎に分割して実現している。そして、この送信部

２２では、送信すべき動画像データを、フィールドタイ

ミング情報に応じてＪＰＥＧ画像圧縮処理を施すことに

より、それぞれＶＢＲデータに変換しさらにＣＢＲデー

タに変換するので、静止画像用のＪＰＥＧ圧縮方式を用

いて動画像データを効果的に圧縮できるとともに、圧縮

後の動画像データを容易にＡＴＭセル化して非同期に送

信することができる。

【０１２８】従って、固定長セルの伝送路を極めて効率

的に利用することができる。また、このとき、ＣＢＲデ

ータとフィールドタイミング情報とをＡＴＭセルにおい

て送出するので、受信側では、ＪＰＥＧ画像圧縮処理に

より圧縮された動画像データを、確実に、且つ、高速に

再生することができ、リアルタイムの通信が可能にな

る。

【０１２９】また、このように動画像データに対する画

像圧縮処理を、ＪＰＥＧ画像圧縮処理により行なうの

で、ＪＰＥＧの圧縮率の高さ，良好な画質，簡素な回路

構成，小型で低コスト，画像処理時間の短さという各種

の利点を生かすことができ、例えば、テレビ会議システ

ムなどにおいて要求されるリアルタイムな通信が極めて

容易に実現される。

【０１３０】さらに、上述のようにＣＢＲデータとフィ

ールドタイミング情報とはＡＴＭセルにおいて送信す

る、つまり、ＡＡＬ１を利用して送信するので、図２３

により後述するように、ＡＴＭセル送信部２６でのＡＴ

Ｍセル化をＡＴＭセル組立部２６－７というハードウェ

アにより実現して、高速処理を可能にしている。

【０１３１】また、このとき、送信部２２での画像圧縮

処理は、静止画像データの圧縮を行なうＪＰＥＧ方式を

用いて行なわれるので、ＪＰＥＧ方式の圧縮率の高さ，

良好な画質，簡素な回路構成，小型で低コスト，画像処

理時間の短さという各種の利点を生かすことができ、例

えば、テレビ会議などのリアルタイムな通信を極めて容

易に実現できる。

【０１３２】一方、受信部２３においては、基本的に、

上述の送信部２２とは逆の処理が行なわれる。すなわ

ち、まず、送信されてきたＡＴＭセルから、ＡＴＭセル

受信部２７によって、このＡＴＭセルに含まれる各フィ

ールド毎のＣＢＲデータとフィールドタイミング情報と

が再生される。そして、再生された各ＣＢＲデータは、

ＡＴＭセル受信部２７で再生されたフィールドタイミン

グ情報に応じて、受信バッファ部２８で各フィールド毎

に独立したＶＢＲデータに変換され、画像データ伸長部

２９でＪＰＥＧ画像伸長処理を施されることにより、元

の動画像データ（ＮＴＳＣ信号）が再生されて、テレビ

１０５へ出力される。

【０１３３】つまり、上述の受信部２３も、送信部２２

と同様に、ＡＴＭセルの受信処理，ＣＢＲデータからＶ

ＢＲデータへの変換処理，画像伸長処理の各機能を、Ａ

ＴＭセル受信部２７，受信バッファ部２８及び画像デー

タ伸長部２９をそなえることにより、それぞれ各機能毎

に分割して実現している。このように、上述の受信部２

３では、受信したＡＴＭセルから、ＣＢＲデータとフィ

ールドタイミング情報とを再生し、この再生したフィー

ルドタイミング情報に基づいて、画像データ（ＶＢＲデ

ータ）に対してＪＰＥＧ画像伸長処理を施すことによ

り、ＮＴＳＣ信号を再生するので、ＡＴＭセル化された

圧縮後の動画像データを非同期に受信することができる

とともに、静止画像用のＪＰＥＧ伸長方式を用いて動画

像データを効果的に伸長（再生）できる。

【０１３４】従って、ＡＴＭセルの伝送路（ＡＴＭ－Ｕ

ＮＩ）の帯域を極めて効率的に利用することができる。

また、このとき、ＣＢＲデータとフィールドタイミング

情報とをＡＴＭセルにおいて受信するので、静止画像用

のＪＰＥＧ圧縮方式を用いて圧縮されたＮＴＳＣ信号

を、確実に、且つ、高速に再生することができ、リアル

タイムの通信が可能になる。

【０１３５】また、上述のように受信ＡＴＭセルのデー

タ部に、ＣＢＲデータとフィールドタイミング情報とが

格納されている、つまり、ＡＴＭセルを、ＣＢＲデータ

転送用のＡＡＬ１を利用して受信するので、図２７によ

り後述するように、ＡＴＭセルからＣＢＲデータを取り

出す処理（ＡＴＭセルの分解）をＡＴＭセル分解部２７

－１というハードウェアにより実現でき、高速処理が可

能となっている。

【０１３６】さらに、このとき、受信部２２での画像伸

長処理も、ＪＰＥＧ方式を用いて行なわれるので、ＪＰ

ＥＧ方式の圧縮率の高さ，良好な画質，簡素な回路構

成，小型で低コスト，画像処理時間の短さという各種の

利点を生かすことができ、例えば、テレビ会議などのリ

アルタイムな通信を極めて容易に実現できる。以下、上

述の送信部２２及び受信部２３の各部について、項目別

に詳述する。

【０１３７】（ｂ）送信部の説明

（ｂ１）画像データ圧縮部の説明

図３は上述の画像データ圧縮部２４の詳細構成を示すブ

ロック図で、この図３に示すように、画像データ圧縮部
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２４は、ＮＴＳＣ受信部２４１，アナログ／ディジタル

（Ａ／Ｄ）変換部２４２，フィールドメモリ２４３，画

像圧縮部２４４，フィールドタイミングゲート(D-FF)２

４５，ＡＮＤゲート２４６，ＮＯＲゲート２４７及びＣ

ＰＵ２４８をそなえて構成される。

【０１３８】なお、この図３において、英略字はそれぞ

れ以下のものを表す。

 TSCIN :NTSC入力信号　　　　　 FTEN:フィールドタイミングイネーブル信号

 ARDT:アナログ受信データ　　　 OXE: 奇数／偶数(ODD/EVEN)フィールド信号

 CREQ:圧縮要求信号　　　　　　 HSYN:水平同期信号

 CACT:圧縮起動信号　　　　　　 VSYN:垂直同期信号

 CEND:圧縮完了信号　　　　　　 HS:水平同期状態信号

 VS:垂直同期状態信号　　　　　 DSDT7～0:ディジタル送信データ

 M135:基本サンプリングクロック MODT7～0:メモリ出力データ

 MRD: メモリリード信号　　　　 NTSCALM:NTSC アラーム信号

 SFIDT7 ～0:送信FIFO入力データ CD:圧縮画像データ量

 SFWR:送信FIFOライト信号　　　 SF:スケーリングファクタ値

 XRST:リセット信号　　　　　　 CPUDATA7 ～0:ＣＰＵデータバス

 EREQ:伸長要求信号　　　　　　 CPUXRD:ＣＰＵ読み出し信号

 EACT:伸長起動信号　　　　　　 CPUXWR:ＣＰＵ書き込み信号

ここで、上述のＮＴＳＣ受信部２４１は、カメラ１０４

からＮＴＳＣ信号を受信すると、例えば図４（ａ）に示

すように、そのＮＴＳＣ入力信号(NTSCIN)から、周波数

多重されている水平同期信号(HYSN)，垂直同期信号(VSY

N)，アナログ受信データ(ARDT:フィールド画像信号）

を、それぞれ図４（ｂ）～図４（ｄ）に示すように分離

するとともに、図４（ｅ）に示すようなフィールドの奇

数／偶数を表す奇数／偶数フィー ルド信号(OXE) を生成

するものである。

【０１３９】また、Ａ／Ｄ変換部２４２は、このＮＴＳ

Ｃ受信部２４１において図４（ｄ）に示すように分離さ

れたアナログ受信データ(ARDT)を、図４（ｂ），図４

（ｃ）に示すようにそれぞれ分離されたＮＴＳＣ受信部

２４１からの水平同期信号(HYSN)，垂直同期信号(VSYN)

と基本サンプリングクロック(M135)とに基づいて、所定

レベルのディジタル送信データ(DSDT7～0)に変換するも

のであり、フィールドメモリ２４３は、このＡ／Ｄ変換

部２４２からのディジタル送信データ(DSDT7～0)を順次

記憶するものである。

【０１４０】さらに、画像圧縮部２４４は、ＣＰＵ２４

８から圧縮起動信号(CACT)を受けると、メモリリード信

号(MRD) をフィールドメモリ２４３へ出力することによ

り、フィールドメモリ２４３に記憶されたディジタル送

信データ(DSDT7～0)を順次読み出し、ＣＰＵ２４８によ

り書き込まれる圧縮率調整用のスケーリングファクタ値

ＳＦに基づいて、それぞれにＪＰＥＧ画像圧縮処理を施

して、各フィールド毎に独立した圧縮データ（ＶＢＲデ

ータ）を得るとともに、各圧縮データを、図２０により

後述する送信バッファ部２５の送信用ＦＩＦＯ(First I

n First Out)メモリ２５－７，２５－８に書き込まれる

送信FIFO入力データ(SFIDT7 ～0)として、送信FIFOライ

ト信号(SFWR)とともに送信バッファ部２５へ出力するも

のである。

【０１４１】なお、この画像圧縮部２４は、１フィール

ド分のディジタル送信データ(DSDT7～0)に対する画像圧

縮処理が完了すると、その旨を圧縮完了信号(CEND)によ

りＣＰＵ２４８に通知するとともに、ＣＰＵ２４８へ１

フィールド分の（単位フィールド当たりの）圧縮画像デ

ータ量ＣＤを出力するようになっている。これにより、

ＣＰＵ２４８では、後述するように、各フィールドに対

する画像圧縮処理が完了する毎に、圧縮画像データ量Ｃ

Ｄに基づいたスケーリングファクタ値ＳＦの更新・書込

処理が行ない、各フィールド毎に圧縮率を調整する。

【０１４２】また、フィールドタイミングゲート２４５

は、ＣＰＵ２４８からの圧縮起動信号(CACT)を受けた後

に、ＮＴＳＣ受信部２４１から最初に奇数フィールド信

号がＨレベルとなった時点からフィールドタイミング信

号(FTG) を出力するものであり、ＡＮＤゲート２４６

は、ＮＴＳＣ受信部２４１からの垂直同期信号(VSYN)と

このフィールドタイミングゲート２４５からのフィール

ドタイミング信号(FTG)とについてＡＮＤ演算を施すも

ので、ここでは、後述するように、垂直同期信号(VSYN)

とフィールドタイミング信号(FTG) とがともにＨレベル

となったときに、ＣＰＵ２４８へ画像圧縮処理の開始を

要求する圧縮要求信号(CREQ)が出力されるようになって

いる。

【０１４３】さらに、ＮＯＲゲート２４７は、ＮＴＳＣ

受信部２４１からの水平同期状態信号(HS)と垂直同期状

態信号(VS)とについてＮＯＲ演算を施すもので、これら

の水平同期状態信号(HS)，垂直同期状態信号(VS)のいず

れかの同期が外れると（例えば、Ｌレベルになると）、

ＮＴＳＣアラーム信号(NTSCALM) がＡＴＭセル送信部２

６へ出力されて、ＡＴＭセル送信２６によるＡＴＭセル

の送信を停止させるようになっている。

【０１４４】また、ＣＰＵ２４８は、ＡＮＤゲート２４

６から圧縮要求信号(CREQ)を受けると、画像圧縮部２４
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４へ圧縮起動信号(CACT)を出力して、画像圧縮部２４４

による画像圧縮処理を起動させる一方、画像圧縮部２４

４から圧縮完了信号(CREQ)を受けると、ＣＰＵ読み出し

信号(CPUXRD)により画像圧縮部２４４から圧縮画像デー

タ量ＣＤを読み出し、その圧縮画像データ量ＣＤに基づ

いて、次フィールドに対する画像圧縮処理のためのスケ

ーリングファクタ値ＳＦを更新したのち、その値をＣＰ

Ｕ書き込み信号(CPUXWR)により画像圧縮部２４４へ書き

込むものである。

【０１４５】なお、このＣＰＵ２４８は、本実施形態で

は、受信部２３の画像データ伸長部２９用のＣＰＵとし

て兼用されており、画像データ伸長部２９から伸長要求

信号(EREQ)を受けると、伸長起動信号(EACT)を画像デー

タ伸長部２９へ出力するようになっている。

【０１４６】以下、上述のごとく構成された画像データ

圧縮部２４の動作について説明する。まず、カメラ１０

４からのＮＴＳＣ入力信号(NTSCIN)は、例えば、図４

（ａ）に示すような垂直同期信号，水平同期信号及びフ

ィールド画像信号を含むアナログ信号であるので、ＮＴ

ＳＣ受信部２４１では、このＮＴＳＣ入力信号から水平

同期信号(HYSN:図４（ｂ）参照 )，垂直同期信号(VSYN:

図４（ｃ）参照 ), アナログ受信データ(ARDT:図４

（ｄ）参照) ，基本サンプリングクロック(M135), 奇数

／偶数（ODD/EVEN）フィー ルド信号(OXE: 図４（ｅ）参

照) ，水平同期状態(HS), 垂直同期状態(VS)が生成され

る。

【０１４７】なお、本実施形態では、基本サンプリング

クロック周波数ｆe は、

ｆe ＝１３．５（ＭＨｚ）

であり、水平同期周波数ｆH と垂直同期周波数ｆV とに

は、以下に示す関係がある。

ｆH ＝ｆe ／８５８

ｆV ＝２ｆH ／５２５

さらに、Ａ／Ｄ変換部２４２では、ＮＴＳＣ受信部２４

１で生成されたアナログ受信データ(ARDT)が、ディジタ

ル送信データ(DSDT7～0:図５（ｃ）参照 )に変換され、

フィールドメモリ２４３に書き込まれる。一方、このと

き、ＮＴＳＣ受信部２４１で生成された垂直同期信号(V

SYN:図５（ｂ）参照) から、各フィールドの圧縮を要求

する画像圧縮要求信号(CREQ)がフィールドタイミングゲ

ート２４５，ＡＮＤゲート２４６を通じて生成される。

【０１４８】つまり、この画像データ圧縮部２４は、各

フィールドの圧縮タイミングを示すフィールドタイミン

グ情報としてＮＴＳＣ信号に含まれる垂直同期信号(VSY

N)に基づいて、各フィールドの圧縮を開始するようにな

っているのである。従って、各フィールドの画像圧縮タ

イミングがＮＴＳＣ信号のフィールド同期と一致し、確

実に、各フィールド毎に圧縮処理を施すことができる。

【０１４９】そして、この際、ＣＰＵ２４８が動作開始

を示すフィー ルドタイミングイネーブル(FTEN:図５

（ｅ）参照) をＨ（Ｈレベルパルス）にしたあと、画像

圧縮要求信号(CREQ:図５（ｇ）参照) が、最初の奇数(O

DD) フィールドから始まるように、フィールドタイミン

グゲート２４５によってゲートされる。

【０１５０】つまり、この画像データ圧縮部２４は、各

フィールドに対する静止画像用圧縮処理を所定のフィー

ルドから開始するようになっており、これにより、圧縮

処理を開始したフィールドを識別するための特別な情報

を不要にしている。従って、受信側では、特別な処理を

行なうことなく自動的に圧縮処理が開始されたフィール

ドの奇数／偶数を判別することができるようになる。

【０１５１】また、具体的に、このとき画像データ圧縮

部２４では、入力された最初の奇数フィールドから画像

圧縮処理が開始されるので、受信側では、固定的に奇数

フィールドから伸長処理を開始すればよくなり、画像デ

ータ伸長部２３の回路を単純化することができる。

【０１５２】次に、ＣＰＵ２４８は、画像圧縮要求信号

(CREQ)のＨレベルパルス（図６（ａ）参照）が入力され

ると、画像圧縮部２４４に画像の圧縮を要求するため

に、圧縮起動要求信号(CACT:図６（ｂ）参照) を出力す

る。画像圧縮部２４４は、圧縮起動要求信号(CACT)のＨ

レベルパルスがＣＰＵ２４８から入力されると、フィー

ルドメモリ２４３から、メモリリード信号(MRD：図６

（ｅ）参照）に従って、メモリ出力データ(MODT7～0:図

６（ｄ）参照 )を読み出し、ＪＰＥＧのアルゴリズムで

画像圧縮処理を行なったのち（図６（ｃ）参照）、送信

FIFOライト信号（SFWR：図６（ｇ）参照）に従って、送

信バッファ部２５のＦＩＦＯメモリ２５－２に送信FIFO

入力データ(SFIDT7 ～0:図６（ｆ）参照）を書き込む。

【０１５３】その後、各フィールドの圧縮終了を示す圧

縮完了信号(CEND:図６（ｈ）参照）のＨレベルパルスが

画像圧縮部２４４からＣＰＵ２４８に入力されると、Ｃ

ＰＵ２４８は、ＣＰＵ読み出し信号(CPUXRD:図６（ｊ）

参照）により圧縮画像データ量ＣＤ(CPUDATA７～０：図

６（ｉ）参照）を画像圧縮部２４４から読み出し、次の

フィールドの圧縮におけるスケーリングファクタの演算

処理を行ない、次の圧縮のために、スケーリングファク

タ値ＳＦ(CPUDATA７～０：図６（ｉ）参照）をＣＰＵ書

き込み信号(CPUXWR:図６（ｋ）参照）により画像圧縮部

２４４に書き込む。なお、ＣＰＵ２４８での処理の詳細

については後述する。

【０１５４】ところで、ＮＴＳＣ信号の水平同期状態

（HS：図７（ａ）参照）と垂直同期状（VS：図７（ｂ）

参照）のいずれかが同期外れを起こした場合は、ＮＴＳ

Ｃアラーム信号(NTSCALM：図７（ｃ）参照) がＮＯＲゲ

ート２４７から出力され、これがＡＴＭセル送信部２６

に通知し、ＡＴＭセルの送出を停止させる。つまり、こ

の画像データ圧縮部２４は、ＮＴＳＣ信号に含まれる水

平同期信号(VSYN)，垂直同期信号(HSYN)のいずれかの同

期が外れると、その旨を示すアラーム信号(NTSCALM) を
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生成してＡＴＭセル送信部２６に通知し、ＡＴＭセル送

信部２６によるＡＴＭセルの送信を停止させるようにな

っている。従って、無駄なセルの送信を抑えることがで

き、無駄な課金を防ぐことができる。

【０１５５】次に、以下では、上述のＣＰＵ２４８での

処理について詳述する。ＣＰＵ（スケーリングファクタ

演算処理部）２４８は、伝送許容値の範囲内でより良好

な画質を保証できるように圧縮画像データ量ＣＤの調整

を行うため、圧縮画像データ量ＣＤの推移に応じ、次の

フレームで適用するスケーリングファクタ値ＳＦを求

め、必要に応じて更新を行う。なお、スケーリングファ

クタ値ＳＦは、その値を上げると圧縮率が上がり、圧縮

画像データ量ＣＤが減少し、逆に、その値を下げると圧

縮率が下がり、圧縮画像データ量ＣＤは増加する。

【０１５６】ここで、例えば図８に示すように、ＣＰＵ

２４８は、待ち状態のときに（ステップＳ１）、圧縮要

求信号(CREQ)が入力（イベント入力）されると（ステッ

プＳ２）、圧縮開始処理を行ない（ステップＳ３）、図

９に示すように、圧縮起動要求信号(CACT)を出力するこ

とにより画像データの圧縮処理を行なう（ステップＳ

４）。

【０１５７】その後、図８に示すように、画像データの

圧縮が完了して圧縮完了信号(CEND)が入力されると（ス

テップＳ５）、ＣＰＵ２４８は、圧縮完了処理を行なう

（ステップＳ６）。この圧縮完了処理は図１０に示すよ

うにして行なわれる。すなわち、ＣＰＵ２４８は、ま

ず、画像圧縮部２４４から圧縮画像データ量ＣＤを読み

出し（ステップＳ７）、読み出した圧縮画像データ量Ｃ

Ｄに基づいてスケーリングファクタ値ＳＦの演算処理を

行なうことにより、スケーリングファクタ値ＳＦを更新

して（ステップＳ８）、更新後のスケーリングファクタ

値ＳＦを画像圧縮部２４４に書き込む（ステップＳ

９）。

【０１５８】ここで、上述のステップＳ８においてＣＰ

Ｕ２４８により行なわれるスケーリングファクタ値ＳＦ

の演算処理は、以下のスケーリングファクタ更新処理

（１）～（５）のいずれか用いて行なわれる。

・ スケーリングファクタ更新処理（１）

まず、画像データのスケーリングファクタ値ＳＦをＳＦ

＝ＳＦi （定数；ただし、ｉ＝１，２，・・・，Ｎ，Ｎ

は自然数）、且つ、ＳＦ1 ＞ＳＦ2 ＞ＳＦ3 ＞・・・＞

ＳＦN となるように段階的にＣＰＵ２４８内（メモリ部

（閾値設定部：図示略）など）に設定しておく。また、

スケーリングファクタ値ＳＦ＝ＳＦi のとき、圧縮画像

データ量ＣＤ＝Ｒi (kByte) （Ｒ1 ＜Ｒ2 ＜・・・＜Ｒ

N ）とし、さらに、圧縮画像データ量ＣＤの許容最大値

ＲC と上限値ＲＢup(kByte) 及び下限値ＲＢdn(kByte)

をＣＰＵ２４８内に閾値として設定しておく。

【０１５９】そして、例えば、画像圧縮部２４４による

圧縮処理後の単位フィールド当たりの圧縮画像データ量

ＣＤが上限値ＲＢupを越えた場合、ＣＰＵ２４８は、図

１１に示すように、その旨を示す値＂２＂を圧縮画像デ

ータ量種別パラメータ（ｊ）に設定し（ステップＳ１０

のＹＥＳルートからステップＳ１４）、スケーリングフ

ァクタ値ＳＦの更新処理を行なう（ステップＳ１９）。

【０１６０】さらに、このスケーリングファクタ値ＳＦ

の更新処理は、次のようにして行なわれる。すなわち、

図１２に示すように、まず、ＣＰＵ２４８は、パラメー

タ（ｊ）の値に応じて行なうべき演算の場合分けを行な

う（ステップＳ２０）。今、図１１のステップＳ１４に

より上述したように、このパラメータ（ｊ）には、圧縮

画像データ量ＣＤが上限値ＲＢupを越えた旨を示す値

＂２＂が設定されているので、ＣＰＵ２４８は、スケー

リングファクタ値ＳＦのレベル（ｉ）＝１であるかどう

かを判定する（ステップＳ２１）。

【０１６１】この結果、ｉ≠１であればそのレベル

（ｉ）を１段階下げる（ｉ－１）ことにより（ステップ

Ｓ２１のＮＯルートからステップＳ２２）、スケーリン

グファクタ値ＳＦを１段階大きくして（ＳＦ←ＳＦi ）

圧縮率を上げ（ステップＳ２５）、圧縮画像データ量Ｃ

Ｄを減少させる。一方、圧縮画像データ量ＣＤが下限値

ＲＢdnよりも下回った場合には、図１１に示すように、

その旨を示す値＂－２＂をパラメータ（ｊ）に設定し

（ステップＳ１２のＹＥＳルートからステップＳ１

８）、スケーリングファクタ値ＳＦの更新処理を行なう

（ステップＳ１９）。

【０１６２】そして、この場合も、ＣＰＵ２４８は、図

１２に示すように、パラメータ（ｊ）の値に応じて行な

うべき演算の場合分けを行なうが（ステップＳ２０）、

今、パラメータ（ｊ）には圧縮画像データ量ＣＤが下限

値ＲＢupを下回った旨を示す値＂－２＂が設定されてい

るので、スケーリングファクタ値ＳＦのレベル（ｉ）＝

Ｎであるかどうかを判定し（ステップＳ２３）、ｉ≠Ｎ

であればスケーリングファクタ値ＳＦのレベルを１段階

上げる（ｉ＋１）ことにより（ステップＳ２３のＮＯル

ートからステップＳ２４）、スケーリングファクタ値Ｓ

Ｆを１段階上げて（ＳＦ←ＳＦi ）圧縮率を下げ、圧縮

画像データ量ＣＤを増加させる（ステップＳ２５）。

【０１６３】このように、ＣＰＵ２４８では、圧縮画像

データ量ＣＤが上限値ＲＢupを越えた場合は、スケーリ

ングファクタ値ＳＦの値を１段階大きくする一方、圧縮

画像データ量が下限値ＲＢdnを下回った場合は、スケー

リングファクタ値ＳＦの値を１段階小さくするので、圧

縮画像データ量ＣＤを、主に上限値ＲＢupと下限値ＲＢ

dnの間で変動させるようにすることができるので、確実

に最良な画質を提供することができるようになる。

【０１６４】なお、このとき、スケーリングファクタ値

ＳＦの設定時に圧縮画像データ量ＣＤが伝送許容値に相

当する伝送許容データ量ＲC を越える確率が極めて小さ

くなるように定義する必要がある。図１３は上述のスケ
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ーリングファクタ更新処理（１）をＮ＝３として行なっ

た場合の圧縮画像データ量ＣＤの推移の一例を示す図で

ある。

【０１６５】・ スケーリングファクタ更新処理（２）

図１１のステップＳ１９でのスケーリングファクタ値Ｓ

Ｆの演算処理において、許容最大値ＲC 内でより良好な

画質を保証するために、ＣＰＵ２４８内に、閾値とし

て、圧縮画像データ量ＣＤについての上限値ＲＢup，下

限値ＲＢdn及び圧縮画像データ量ＣＤの目標値ＲＴを設

定しておく。

【０１６６】そして、例えば、図１１において、前フィ

ールドの圧縮画像データ量ＣＤが目標値ＲＴより小さい

場合（ステップＳ１３でＹＥＳと判定された場合）、Ｃ

ＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に＂－１＂を設定する

ことにより（ステップＳ１７）、図１４のステップＳ２

６からステップＳ２９に示すように、スケーリングファ

クタ値ＳＦを一定値ａ（ａは実数）だけ下げる（ＳＦ←

ＳＦ－ａ）ことにより、圧縮率を下げる。

【０１６７】逆に、図１１において、前フィールドの圧

縮画像データ量ＣＤが目標値ＲＴより大きい場合（ステ

ップＳ１１でＹＥＳと判定された場合）、ＣＰＵ２４８

は、パラメータ（ｊ）に＂１＂を設定することにより

（ステップＳ１５）、図１４のステップＳ２６からステ

ップＳ２８に示すように、スケーリングファクタ値ＳＦ

を一定値ｂ（ｂは実数）だけ上げて（ＳＦ←ＳＦ＋

ｂ）、圧縮率を上げる。

【０１６８】また、前フィールドの圧縮画像データ量Ｃ

Ｄが上限値ＲＢup以上の場合（図１１のステップＳ１０

でＹＥＳと判定された場合）、ＣＰＵ２４８は、パラメ

ータ（ｊ）に＂２＂を設定することにより（ステップＳ

１４）、図１４のステップＳ２６からステップＳ２７に

示すように、スケーリングファクタ値ＳＦを一定値ｂよ

りも大きい一定値ｄ（ｄは実数）だけ上げて（ＳＦ←Ｓ

Ｆ＋ｄ）、圧縮率を大きく上げる。

【０１６９】逆に、前フィールドの圧縮画像データ量Ｃ

Ｄが下限値ＲＢdnよりも小さい場合（図１１のステップ

Ｓ１２でＹＥＳと判定された場合）、ＣＰＵ２４８は、

パラメータ（ｊ）に＂－２＂を設定することにより（ス

テップＳ１８）、図１４のステップＳ２６からステップ

Ｓ３０に示すように、スケーリングファクタ値を一定値

ａよりも大きい一定値ｃ（ｃは実数）だけ下げて（ＳＦ

←ＳＦ－ｃ）、圧縮率を大きく下げる。

【０１７０】このように、ＣＰＵ２４８では、圧縮画像

データ量ＣＤを常に目標値ＲＴ近傍で変動させるように

スケーリングファクタ値ＳＦを更新するので、圧縮画像

データ量ＣＤを、常に、目標値ＲＴ付近で伝送すること

ができ、これにより、良好な画質と帯域の有効利用に大

いに寄与する。なお、図１５は上述のスケーリングファ

クタ更新処理（２）を行なった場合の圧縮画像データ量

ＣＤの推移の一例を示す図である。

【０１７１】・ スケーリングファクタ更新処理（３）

図１１において、圧縮画像データ量ＣＤが上限値ＲＢup

を越えた場合（ステップＳ１０でＹＥＳと判定された場

合）、ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に＂２＂を設

定することにより（ステップＳ１４）、図１６のステッ

プＳ３１からステップＳ３２に示すように、スケーリン

グファクタ値ＳＦにその圧縮画像データ量ＣＤの１次関

数量ｆ1(ＣＤ) を加える（ＳＦ←ＳＦ＋ｆ1(ＣＤ) ）こ

とで、その圧縮画像データ量ＣＤが急激に増加した場合

に容易に対応できるよう、大きく上昇させて、圧縮率を

急激に上げ、圧縮画像データ量ＣＤを減少させる。

【０１７２】つまり、この場合は、前記の所要量ｄとし

て、圧縮画像データ量ＣＤに比例する１次関数量ｆ1(Ｃ

Ｄ) により得られる値が用いられているのである。従っ

て、あるフィールドの圧縮画像データ量ＣＤが許容され

る範囲内に収まらなかった場合でも、次フィールドの圧

縮画像データ量ＣＤを確実且つ迅速にこの許容範囲内に

収まるようにできるので、圧縮画像データ量ＣＤが許容

範囲内を超えてしまう確率を大幅に減少させることがで

きるとともに、画質を大幅に向上させることができる。

【０１７３】一方、圧縮画像データ量ＣＤが下限値ＲＢ

dnよりも下回った場合（ステップＳ１２でＹＥＳと判定

された場合）、ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に

＂－２＂を設定することにより（ステップＳ１８）、図

１６のステップＳ３１からステップＳ３５に示すよう

に、スケーリングファクタ値ＳＦを一定量ｃだけ下げる

（ＳＦ←ＳＦ－ｃ）ことで、圧縮画像データ量ＣＤを増

加させる。

【０１７４】さらに、圧縮画像データ量ＣＤに目標値Ｒ

Ｔを設け、図１１において、圧縮画像データ量ＣＤがこ

の目標値ＲＴ以上なら（ステップＳ１１でＹＥＳと判定

されれば）、ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に

＂１＂を設定することにより（ステップＳ１５）、図１

６のステップＳ３１からステップＳ３３に示すように、

スケーリングファクタ値ＳＦに少量の値ｂを加算（ＳＦ

←ＳＦ＋ｂ）する。

【０１７５】逆に、図１１において、目標値ＲＴを下回

った場合（ステップＳ１７でＹＥＳと判定された場

合）、ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に＂－１＂を

設定することにより（ステップＳ１７）、図１６のステ

ップＳ３１からステップＳ３４に示すように、スケーリ

ングファクタ値ＳＦ少量の値ａを減算（ＳＦ←ＳＦ－

ａ）する。

【０１７６】なお、このとき、ｂ＞ａとし、圧縮画像デ

ータ量ＣＤが目標値ＲＴを超えた場合の圧縮画像データ

の下げる量を大きくすることで、常に、理想的な画像デ

ータ量ＣＤに近づくように微調整を行うことができる。

なお、図１７は上述のスケーリングファクタ更新処理

（３）を行なった場合の圧縮画像データ量ＣＤの推移の

一例を示す図である。
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【０１７７】・ スケーリングファクタ更新処理（４）

さらに、上述のスケーリングファクタ更新処理（３）に

おける目標値ＲＴに幅をもたせて、画質のぐらつきを防

ぐことができるように、目標値ＲＴに目標上限値ＲＴup

(kByte) ，目標下限値ＲＴdn(kByte) を設定する。そし

て、図１１において、圧縮画像データ量ＣＤがこの目標

上限値ＲＴupを越えた場合（ステップＳ１１でＹＥＳと

判定された場合）、ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）

に＂１＂を設定することにより（ステップＳ１５）、図

１８のステップＳ３６からステップＳ３８に示すよう

に、前時点でのスケーリングファクタ値ＳＦに少量の値

ｂを加算（ＳＦ←ＳＦ＋ｂ）する。

【０１７８】一方、図１１において、圧縮画像データ量

ＣＤが目標下限値ＲＴdnを下回った場合（ステップＳ１

３でＹＥＳと判定された場合）、ＣＰＵ２４８は、パラ

メータ（ｊ）に＂－１＂を設定することにより（ステッ

プＳ１７）、図１８のステップＳ３６からステップＳ４

０に示すように、前時点でのスケーリングファクタ値Ｓ

Ｆから少量の値ａを減算（ＳＦ←ＳＦ－ａ）する。

【０１７９】また、圧縮画像データ量ＣＤが目標下限値

ＲＴupと目標下限値ＲＴdnとの間にあるとき（図１１の

各ステップＳ１０～Ｓ１３でＮＯと判定された場合）、

ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に＂０＂を設定して

（ステップＳ１６）、図１８のステップＳ３６からステ

ップＳ３９に示すように、スケーリングファクタ値ＳＦ

を変えない（ＳＦ←ＳＦ）ことにより、画質のぐらつき

を防ぎ、常に、スケーリングファクタ値ＳＦが理想的な

圧縮画像データ量ＣＤの領域内に存在し続けるように微

調整を行う。

【０１８０】このように、上述のスケーリングファクタ

更新処理では、圧縮画像データ量ＣＤに目標上限値ＲＴ

upと目標下限値ＲＴdnとを設けて目標値ＲＴに幅を持た

せているので、圧縮画像データ量ＣＤが目標値ＲＴ付近

となっている場合の不要なスケーリングファクタ値ＳＦ

の更新を防いで、画質のぐらつきなどを有効に防止する

ことができる。

【０１８１】・ スケーリングファクタ更新処理（５）

さらに、上述のスケーリングファクタ更新処理（３）に

おける圧縮画像データ量ＣＤが上限値ＲＢupを越えた場

合（図１１のステップＳ１０でＹＥＳと判定された場

合）、ＣＰＵ２４８は、パラメータ（ｊ）に＂２＂を設

定して（ステップＳ１４）、図１９のステップＳ４２か

らステップＳ４３に示すように、スケーリングファクタ

値ＳＦにその圧縮画像データ量ＣＤのｎ（ｎは自然数）

次関数量ｆn （ＣＤ）（ただし、f n （ＣＤ）＞ｂ）を

加えることにより（ＳＦ←ＳＦ＋ｆn （ＣＤ））、その

画像データ量Ｒが急激に増加した場合にも対応できるよ

う、その変化に応じて大きく上昇させて圧縮率を急激に

上げ、圧縮画像データ量ＣＤを減少させる。

【０１８２】一方、圧縮画像データ量ＣＤが下限値ＲＢ

dnよりも下回った場合（図１１のステップＳ１２でＹＥ

Ｓと判定された場合）にも、ＣＰＵ２４８は、パラメー

タ（ｊ）に＂－２＂を設定して（ステップＳ１８）、図

１９のステップＳ４２からステップＳ４６に示すよう

に、スケーリングファクタ値ＳＦをその画像データ量Ｃ

Ｄのｎ次関数量ｇn （ＣＤ）（ただし、g n （ＣＤ）＞

ｃ）だけ下げることにより（ＳＦ←ＳＦ－ｇn （Ｃ

Ｄ））、圧縮画像データ量ＣＤをさらに迅速に増加させ

る。

【０１８３】つまり、この場合のスケーリングファクタ

演算処理は、圧縮画像データ量が上限値ＲＢup以上の場

合は、スケーリングファクタ値に圧縮画像データ量のｎ

（ｎは自然数）次関数量f n （ＣＤ）を加える一方、圧

縮画像データ量が下限値ＲＢdn以下の場合は、スケーリ

ングファクタ値から圧縮画像データ量のｎ次関数量ｇn

（ＣＤ）を差し引くようになっており、これにより、あ

るフィールドの圧縮画像データ量が許容される最大値を

越えた場合でも、次のフィールドの圧縮画像データ量が

この最大値を越える確率を大幅に減少させることができ

るとともに、大幅に再生後の画質を向上させることがで

きる。

【０１８４】以上のように、画像データ圧縮部２４で

は、ＶＢＲデータとして得られるＪＰＥＧ画像圧縮処理

後の単位フィールド当たりの圧縮画像データ量ＣＤが予

め設定された範囲内に収まるよう、ＪＰＥＧ画像圧縮処

理の圧縮率を、各フィールドに対する圧縮処理毎にスケ

ーリングファクタ値ＳＦを更新することで調整するの

で、常に、動画像データを許容される圧縮画像データ量

ＣＤの範囲内に収めて、最良な画質を提供することがで

きる。

【０１８５】なお、本実施形態では、各演算処理の際、

圧縮画像データ量ＣＤが伝送限界である許容データ量Ｒ

c を越えた場合（オーバーフローした場合）、送信側で

は許容データ量内のデータをそのまま伝送し、オーバー

フローした分のデータは廃棄して伝送しない。

【０１８６】また、本実施形態では、スケーリングファ

クタ更新処理（１）を適用する場合には、目標上限値Ｒ

Ｔup，目標下限値ＲＴdnは設定されず、スケーリングフ

ァクタ更新処理（２）～（４）を適用する場合には、圧

縮画像データ量ＣＤの目標上限値ＲＴupと目標下限値Ｒ

Ｔdnとが同じ値に設定される。

（ｂ２）送信バッファ部の説明

図２０は図２により前述した送信バッファ部２５の詳細

構成を示すブロック図で、この図２０に示すように、送

信バッファ部２５は、セレクタ２５－１～２５－６(SEL

-A～F)，４８(kByte) の容量をもつ送信用ＦＩＦＯメモ

リ(First In First Out memory) ２５－７，２５－８(F

IFO-A,FIFO-B) ，フリップフロップ回路２５－９～２５

－１３，Exclusive-NOR ゲート(ENOR)２５－１４，反転

ゲート２５－１５をそなえて構成されている。
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【０１８７】ここで、セレクタ２５－１は、画像データ

圧縮部２４からの圧縮完了信号(CEND:図２２（ｃ）参

照）に基づきフリップフロップ回路２５－９で生成され

る切り替え信号(CSELA：図２２（ｄ）参照) に応じてそ

の出力が切り替えられることにより、画像データ圧縮部

２４からの送信FIFOライト信号(SFWR:図２２（ａ）参

照）を送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８のいず

れかの書き込みクロック端子(XWR) へ交互に出力するも

のであり、セレクタ２５－２は、フリップフロップ回路

２５－９からの切り替え信号(CSELA) をフリップフロッ

プ回路２５－１０でその位相を所定量シフトさせ反転さ

せた切り替え信号(CSELB：図２２（ｈ）参照）に応じて

その出力が切り替えられることにより、ＡＴＭセル送信

部２６からの送信FIFOリード信号(SFRD:図２２（ｇ）参

照 )を送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８のいず

れかの読み出しクロック端子(XRD) へ交互に出力するも

のである。

【０１８８】また、セレクタ２５－３は、フリップフロ

ップ回路２５－１０からの切り替え信号(CSELB) に応じ

てその出力をセレクタ２５－４側，セレクタ２５－５側

のいずれかに切り替えるものであり、セレクタ２５－

４，２５－５は、それぞれ対応する送信用ＦＩＦＯメモ

リ２５－７，２５－８からメモリが空になったときにそ

れぞれ出力されるFIFOエンプティ信号(XFEA:図２２

（ｏ）参照,XFEB:図２２（ｒ）参照）を受けると、それ

ぞれ出力を送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８側

からセレクタ２５－６側に切り替えることによって、送

信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８からのＶＢＲデ

ータの後に奇数(ODD) ／偶数(EVEN)を示す固定データ

（アイドルパターン：IDLE7 ～0:図２２（ｌ）参照）を

出力するもので、これによりＶＢＲデータの後にアイド

ルパターンが所要量挿入されてＶＢＲデータがＣＢＲデ

ータに変換されるようになっている。

【０１８９】さらに、セレクタ２５－６は、画像データ

圧縮部２４からの奇数／偶数フィールド信号(OXE：図２

２（ｊ）参照) に基づいてフリップフロップ回路２５－

１１で生成される切り替え信号(OXEA:図２２（ｋ）参

照）に応じてその出力が交互に切り替えられることによ

って、奇数フィールドを示す固定データ(P7 ～0)，偶数

フィールドを示す固定データ(Q7 ～0)を交互に出力する

ものである。

【０１９０】また、送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２

５－８は、それぞれセレクタ２５－１からの切り替え信

号(CSELA) に応じて、画像データ圧縮部２４からの圧縮

データ（ＶＢＲデータ）としての送信FIFO入力データ

（SFIDT7～0:図２２（ｂ）参照）を交互に記憶するもの

である。なお、これらの各送信用ＦＩＦＯメモリ２５－

７，２５－８は、セレクタ２５－２からのFIFOリード信

号(XRDA:図２２（ｍ）参照，XRDB：図２２（ｐ）参照)

に応じて、互いに圧縮データが書き込まれている以外の

送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８から交互に記

憶した圧縮データ(FOA7 ～0:図２２（ｎ）参照，FOB7～

0:図２２（ｑ）参照）がそれぞれ読み出されるようにな

っている。

【０１９１】さらに、フリップフロップ回路２５－１２

は、画像データ圧縮部２４からのフィールドタイミング

ゲート信号(FTG：図２２（ｔ）参照) と、フリップフロ

ップ回路２５－９，２５－１０，Exclusive-NOR ゲート

２５－１４を通じて得られる圧縮完了信号(CEND)に基づ

くクロック(CSELBD:図２２（ｉ）参照）とに応じ、ＡＴ

Ｍセル送信部２６でのＣＢＲデータ（送信FIFO出力デー

タ：SFODT7～0:図２２（ｓ）参照）のＡＴＭセル化タイ

ミングを示す送信イネーブル信号(SEN：図２２（ｕ）参

照) を生成するものであり、フリップフロップ回路２５

－１３は、ＡＴＭセル送信部２６からの送信FIFOリード

信号(SFRD)と、フリップフロップ回路２５－１０からの

切り替え信号(CSELB) を反転ゲート２５－１５で反転し

た信号とに基づいて、Exclusive-NOR ゲート２５－１４

でのクロック(CSELBD)生成用の信号を出力するものであ

る。

【０１９２】ところで、一般に、１フィールド当たりの

圧縮画像データ量が４０(kByte) 程度であると、かなり

良好な画質が得られる。この４０(kByte) 程度の圧縮画

像データ量は、以下のような計算によりデータ伝送速度

に変換すると２０(Mbit/s)程度に相当する。

【０１９３】圧縮画像データ量の上限＝４０(kByte)

データ伝送速度の上限＝４０(kByte) ×８×６０＝約２

０(Mbit/s)

ここで、画像データの伝送を行なう場合、画像データの

伝送とともに、フィールドタイミング情報を伝送する必

要がある。圧縮データは、基本サンプリングクロック１

３. ５ＭＨｚを伝送できれば、受信側で再生した基本サ

ンプリングクロック周波数ｆe （ｆe ＝１３．５(MH

z））から、水平同期周波数ｆH と垂直周波数ｆV を、

それぞれｆH ＝ｆe ／８５８、ｆV ＝２ｆH ／５２５な

る演算により再生することができる。

【０１９４】そこで、伝送したいクロック周波数の１／

Ｍ（Ｍは自然数）倍のさらにＮ（Ｎは自然数）倍がデー

タ伝送速度になるようにする。さらに、データ伝送速度

はＳＲＴＳ方式により伝送する。これにより、受信側で

は再生したデータ伝送速度のクロックをＮ倍しさらに１

／Ｍにすることで、基本サンプリングクロックを再生す

ることができる。

【０１９５】具体的に、本実施形態では、Ｍ＝２，Ｎ＝

３とすると、基本サンプリングクロック（M135）は、後

述するＡＴＭセル送信部２６において、１／２にされ、

さらに３倍されて、データ伝送速度２０．２５ＭＨｚと

なるクロックが生成される。さらに、このクロックは、

バイト単位で処理するために１／８にされ、送信FIFOリ

ード信号(SFRD:図２２（ｇ）参照 )が生成され、これが
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送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８の読み出し信

号として、ＡＴＭセル送信部２６から入力される。な

お、送信FIFOリード信号(SFRD)は、ここでは２．５３１

２５ＭＨｚのクロック周波数である。また、以下、上述

のデータ伝送速度２０．２５ＭＨｚのクロックを、ＳＲ

ＴＳの記述に従い送信ユーザクロックという。

【０１９６】そして、送信ユーザクロックのクロック周

波数ｆS は次式のように表され、

ｆS ＝２０．２５(Mbit/s)

基本サンプリングクロック周波数ｆe は次式のように表

される。

ｆe ＝ｆS ×（２／３）＝１３．５（ＭＨｚ）

また、周波数水平方向成分ｆH 、周波数垂直方向成分ｆ

V は、それぞれ

ｆH ＝ｆe ／８５８　＝１３．５／８５８（ＭＨｚ）

ｆV ＝２ｆH ／５２５＝２×１３．５／（８５８×５２

５）（ＭＨｚ）

と表されるので、一定データ量ＲC (kByte) は、

　　ＲC ＝（ｆS ／８）／ｆV ＝（３×８５８×５２５）／（２×１６）

　　　　　　　　　　　　　　＝４２２２９．６８７５（Ｂｙｔｅ）

となる。ただし、この場合、データ量はバイト単位なの

で、ＲC ＝４２２２９≡ＡとＲC ＝４２２３０≡Ｂとの

伝送比率をａ：ｂ（ａ，ｂは整数）のとき、

ＲC （ａ＋ｂ）＝４２２２９ａ＋４２２３０ｂ

である。

【０１９７】ここで、ａ＋ｂ＝１６とすると、ａ＝５，

ｂ＝１１となり、４２，２２９バイトのＣＢＲデータと

４２２３０バイトのＣＢＲデータとの平均がａ：ｂ＝

５：１１の比率となるようにＶＢＲデータを伝送すれば

一定のデータ量ＲC を満たすことができる。ところで、

ＪＰＥＧにおける圧縮画像データのデータ量は可変、す

なわち、ＶＢＲ (Variable Bit Rate)である。ここで、

ＡＡＬタイプ１を使用するためには一定のデータ量のＣ

ＢＲ (Constant Bit Rate)となるようにＶＢＲ／ＣＢＲ

変換が必要である。

【０１９８】そこで、可変データ量Ｒ（ｔ）(kByte) に

対して、例えば、図２１中に斜線で示すように、アイド

ルパターンを有効データの後にスタッフィングするアイ

ドルスタッフィングを行って、ある一定のデータ量ＲC

に変換することによりＣＢＲデータを生成する。つま

り、この送信バッファ部２５は、画像データ圧縮部２４

で変換されたＶＢＲデータの有効データ部分の後に、空

き情報を所要量挿入することにより、ＶＢＲデータを、

一定の伝送速度をもつＣＢＲデータに変換するようにな

っており、これにより、容易に、ＶＢＲデータをＣＢＲ

データに変換できる。

【０１９９】このため、送信バッファ部２５では、圧縮

された可変長の動画像データ（ＶＢＲデータ）を、一定

速度のＣＢＲデータに変換し、且つ、画像側の速度と伝

送路の速度の速度変換を行なうために、動画像の各フィ

ールドを圧縮した圧縮データを各フィールドの圧縮終了

信号(CEND:図２２（ｃ）参照 )に応じて２面の送信用Ｆ

ＩＦＯメモリ２５－７，２５－８に交互に書き込み、ど

ちらかの送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８の読

み出しを書き込み中の送信用ＦＩＦＯメモリと反対面の

送信用ＦＩＦＯメモリから行なう。

【０２００】すなわち、画像データ圧縮部２４の画像圧

縮部２４４（図２，図３参照）でＪＰＥＧアルゴリズム

により画像圧縮された送信FIFO入力データ(SFIDT７～

０：図２２（ｂ）参照））は、２つの送信用ＦＩＦＯメ

モリ２５－７，２５－８のFIFOデータ入力端子(FI7～0)

に入力され、送信FIFOライト信号(SFWR)はセレクタ２５

－１により切り替えられ、送信用ＦＩＦＯメモリ２５－

７，２５－８のFIFO書き込み信号用端子(XWR) にフィー

ルド毎に交互に入力される。

【０２０１】なお、各送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，

２５－８の容量は４０ｋバイト以上必要であるため、本

実施形態ではそれぞれの容量を４８ｋバイトとしてい

る。ところで、セレクタ２５－１の切り替えは、圧縮完

了信号(CEND:図２２（ｃ）参照）により交互に切り替わ

るセレクタ２５－１用の切り替え信号(CSELA：図２２

（ｄ）参照) により行なわれる。すなわち、切り替え信

号(CSELA) は、送信FIFOリード信号(SFRD:図２２（ｇ）

参照）によって、位相が調整され、フリップフロップ回

路２５－１０で反転される。

【０２０２】反転された信号(CSELB：図２２（ｈ）参

照) は、送信FIFOリード信号(SFRD)と送信FIFO出力デー

タ(SFODT７～０：図２２（ｓ）参照) とをそれぞれ送信

用ＦＩＦＯメモリ２５－７と送信用ＦＩＦＯメモリ２５

－８とに切り替えるセレクタ２５－２，セレクタ２５－

３用の切り替え信号として出力される。

【０２０３】つまり、この送信バッファ部２５は、複数

の送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８をそなえ、

各フィールドの圧縮終了信号(CEND)に応じて、画像デー

タ圧縮部２４からのＶＢＲデータを送信用ＦＩＦＯメモ

リ２５－７，２５－８にそれぞれ書き込むための書き込

み用セレクタ部（セレクタ２５－１）と、圧縮終了信号

(CEND)に応じて、ＶＢＲデータの書き込み中である送信

用ＦＩＦＯメモリ２５－７又は２５－８とは異なる送信

用ＦＩＦＯメモリ２５－８又は２５－７からＶＢＲデー

タの読み出しを行なうとともにアイドルパターンを挿入

するための読み出し用セレクタ部（セレクタ２５－４，

２５－５）とをそなえて構成されている。

【０２０４】従って、画像データ圧縮部２４での圧縮処

理と固定長セル送信部２６による動画像データ（固定長

セル）の伝送処理を同時に行なうことができ、送信部２

２での処理を高速化して、リアルタイムな通信が実現可

能となる。

20

30

40

50

＊

＊



(27) 特開平９－１６８１５０
51 52

【０２０５】なお、送信FIFOリード信号(SFRD)は、基本

サンプリングクロック(M135)をＡＴＭセル送信部２６に

おいて、１／２にし、さらに３倍して、データ伝送速度

２０．２５ＭＨｚを生成し、これを１／８にした２．５

３１２５ＭＨｚのクロックである。さらに、フリップフ

ロップ回路２５－１０で反転された信号(CSELB) は、送

信FIFOリード信号(SFRD)を用いて変化点微分されること

により、切り替え信号(CSELBD:図２２（ｉ）参照 )が生

成される。この切り替え信号(CSELBD)は、各フリップフ

ロップ回路２５－１１，２５－１２のクロック端子

（Ｃ）に入力され、これに応じて、ODD/EVENフィールド

信号(OXE：図２２（ｊ）参照) とフィールドタイミング

ゲート信号(FTG：図２２（ｔ）参照) とが位相調整さ

れ、セレクタ２５－６用の切り替え信号(OXEA:図２２

（ｋ）参照）と送信イネーブル信号(SEN：図２２（ｕ）

参照) が生成される。

【０２０６】そして、読み出し中の送信用ＦＩＦＯメモ

リ２５－７又は２５－８がエンプティでないときはその

送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７又は２５－８のデータを

読み出し、読み出し中の送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７

又は２５－８がエンプティの時は、FIFOエンプティ信号

(XFEA ,XFEB:図２２（ｏ），図２２（ｒ）参照）によ

り、セレクタ２５－４，２５－５(SEL-D，SEL-E)の入力

を FIFO 出力データ(FOA７～０,FOB７～０：図２２

（ｎ），図２２（ｑ）参照）から、アイドルスタッフ信

号(IDLE ７～０：図２２（ｌ）参照) に切り替える。

【０２０７】つまり、この送信バッファ部２５は、圧縮

データの読み出し中の送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７又

は２５－８が空でない場合は、送信用ＦＩＦＯメモリ２

５－７又は２５－８に書き込まれたＶＢＲデータを読み

出してＶＢＲデータを出力する一方、ＶＢＲデータの読

み出し中の送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７又は２５－８

が空の場合は、アイドルデータ(IDLE ７～０）を読み出

してこれを出力するように構成されており、これによ

り、極めて簡素な構成で、上述のアイドルパターンの挿

入処理を確実に行なうことができる。

【０２０８】ここで、アイドルデータ（IDLE７～０）

は、読み出し中の送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７又は２

５－８がエンプティの時の固定データであるが、これを

インタレース方式の画像を伝送するための奇数フィール

ドと偶数フィールドの識別のために利用する。すなわ

ち、奇数フィールドと偶数フィールドで異なった固定値

Ｐ（P7～0)，Ｑ（Q7～0)を送信することにより、次のフ

ィールドが偶数か奇数かを示す。

【０２０９】例えば、奇数フィールド送信後のアイドル

データは偶数フィールドを示す固定値Ｑ（Q7～0=FFH )

とし、偶数フィールド送信後のアイドルデータは奇数フ

ィールドを示す固定値Ｐ（P7～0=FEH ) とすれば、次の

フレームの偶数／奇数フィールドをアイドルデータ（ID

LE7 ～0)で指示することができる。なお、最初の送信フ

ィールドはその前にアイドルデータがないため、本実施

形態では、前述したように、奇数フィールドから送信処

理を行なう。

【０２１０】つまり、この場合、送信バッファ部２５

は、複数のフィールド毎に割り当てられるフィールド識

別番号に応じて異なる固定値Ｐ，Ｑを出力するように構

成され、これにより、奇数フィールドと偶数フィールド

の識別が可能になる。具体的に、アイドルデータ(IDLE7

～0)は、固定値Ｐ（P7～0)，Ｑ（Q7～0)をそれぞれセレ

クタ２５－６（SEL-F)に入力し、切り替え信号（OXEA）

でセレクタ２５－６の出力を切り替えることにより生成

される。そして、このアイドルデータ(IDLE7～0)は、図

２０に示すフリップフロップ回路２５－１２からの送信

イネーブル信号(SEN) を用いて、図２２（ｎ），図２２

（ｕ）に示すように、例えば、奇数フィールドを送信Ｆ

ＩＦＯメモリ２５－７から読み出すタイミングで送信イ

ネーブル信号(SEN) をＨレベルにすることにより、奇数

フィールドを表すアイドルデータとしてＡＴＭセル送信

部２６へ送信される。

【０２１１】これにより、ＡＴＭセル送信部２６は、こ

の送信イネーブル信号(SEN) がＨレベルになった奇数フ

ィールドからＡＴＭセルの送信を開始する。なお、図２

０に示すように、ODD/EVENフィールド信号(OXE) ，フィ

ールドタイミングゲート(FTG) ，送信FIFO入力データ

（SFIDT7～0)、送信ＦＩＦＯメモリライト信号(SFWR)，

圧縮完了信号(CEND)は、それぞれ前述の画像データ圧縮

部２４に入力され、送信FIFO出力データ(SFODT7 ～0)及

び送信FIFOリード信号(SFRD)は、それぞれＡＴＭセル送

信部２６に入力される。

【０２１２】ところで、上述の送信バッファ部４７は、

図２０に示すＶＢＲ／ＣＢＲ変換のためにセレクタ２５

－２へ供給するタイミング信号（切り替え信号：CSELB)

を生成するフリップフロップ回路２５－１０に代えて、

例えば図４７中に網かけ部で示すように、ＶＢＲ／ＣＢ

Ｒ変換タイミング生成部２５－１６をそなえて構成して

もよい。

【０２１３】ここで、このＶＢＲ／ＣＢＲ変換タイミン

グ生成部２５－１６は、図２１に示すようにＶＢＲデー

タを４２，２２９バイト，４２，２３０バイトのいずれ

かのＣＢＲデータに変換するとともに、その比率が５：

１１となるようにするためのタイミング信号(CSELB) を

生成するものである。具体的に、このＶＢＲ／ＣＢＲ変

換タイミング生成部２５－１６では、例えば、送信FIFO

リード信号(SFRD)のクロック数を４２，２２９回数える

間（例えば図４８（ｈ）の☆２で示す間）だけＨ／Ｌレ

ベルとなるタイミング信号(CSELB) を生成することによ

り、送信用ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８からのＶ

ＢＲデータが４２，２２９バイトのＣＢＲデータ(SFODT

7 ～0)に変換され、送信FIFOリード信号(SFRD)のクロッ

ク数を４２，２３０回数える間（例えば図４８（ｈ）の
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☆１で示す間）だけＨ／Ｌレベルとなるタイミング信号

(CSELB) を生成することにより、送信用ＦＩＦＯメモリ

２５－７，２５－８からのＶＢＲデータが４２，２３０

バイトのＣＢＲデータに変換される。

【０２１４】従って、図４８（ｈ）において、☆２の長

さを有するタイミング信号(CSELB)と、☆１の長さを有

するタイミング信号(CSELB) とが、例えば、K,K,K,K,K,

L,L,L,L,L,L,L,L,L,L,L(ただし、K=42229,L=42230)の１

６周期で変動するようにタイミング信号(CSELB) を生成

する。なお、他の動作タイミング〔図４８（ａ）～図４

８（ｇ），図４８（ｉ）～図４８（ｕ）〕は、それぞ

れ、図２２に示すものと同様である。

【０２１５】このため、ＶＢＲ／ＣＢＲ変換タイミング

生成部２５－１６は、例えば図４９に示すように、フリ

ップフロップ回路２５－１７，２５－１８，２５－２

０，２５－３１，２５－３３，２５－３４，ＯＲゲート

２５－１９，２５－２１，ＡＮＤゲート２５－２２，２

５－２３，２５－３２，インバータ（ＩＮＶ）２５－２

７，２５－３０，カウンタ（４２２２９進）２５－２

４，カウンタ（４２２３０進）２５－２５，カウンタ

（１６進）２５－２８，デコーダ２５－２９をそなえて

構成される。

【０２１６】ここで、フリップフロップ回路２５－１

７，２５－１８，ＯＲゲート２５－１９は、セレクタ２

５－３用のコントロール信号(CSELA：図５０（ａ），図

５１（ａ）参照) に対して、送信FIFOリード信号(SFRD:

図５０（ｄ），図５１（ｄ）参照）を用いて立ち上がり

変化点微分を施すことによって、コントロール信号(CSE

LA) についての立ち上がり微分パルス(CSELAD:図５０

（ｅ），図５１（ｅ）参照）を生成するものであり、フ

リップフロップ回路２５－２０は、この立ち上がり微分

パルス(CSELAD)と電源信号(XPOR)とに基づいて、カウン

タリセットゲート信号(CRSTG：図５０（ｆ），図５１

（ｆ）参照) を生成するものである。

【０２１７】また、ＯＲゲート２５－２１は、フリップ

フロップ回路２５－２０からのカウンタリセットゲート

信号(CRSTG) と立ち上がり微分パルス(CSELAD)とに基づ

いて、カウンタリセット信号(XCRST：図５０（ｇ），図

５１（ｇ）参照) を生成するものであり、各ＡＮＤゲー

ト２５－２２，２５－２３は、このカウンタリセット信

号(XCRST) とＡＮＤゲート２５－３２からのクロックパ

ルス(XCP：図５０（ｎ），図５１（ｎ）参照）とについ

てＡＮＤ演算を施すものである。

【０２１８】さらに、カウンタ２５－２４は、送信FIFO

リード信号(SFRD)に従って、０～４２，２２８のカウン

タ値を繰り返しカウントして（図５０（ｈ），図５１

（ｈ）参照）、カウンタ値４２，２２８をカウントする

毎に、例えばＬレベルパルス(XCA：図５０（ｊ），図５

１（ｊ）参照）を出力するものであり、カウンタ２５－

２５は、送信FIFOリード信号(SFRD)に従って、カウンタ

２５－２８のカウンタ値が０～４の間は、０～４２，２

２８のカウンタ値を繰り返しカウントして（図５０

（ｉ）参照）、４２，２２８をカウントする毎にＬレベ

ルパルス(XCA：図５０（ｊ）参照）を出力する一方、カ

ウンタ２５－２８のカウンタ値が５～１５の間は、０～

４２，２２９のカウンタ値を繰り返しカウントして（図

５１（ｉ）参照）、カウンタ値４２，２２９をカウント

する毎にＬレベルパルス（XCB:図５１（ｋ）参照）を出

力するものである。

【０２１９】また、セレクタ２５－２６は、デコーダ２

５－２９の出力(DEC04) に応じて、その出力が切り替え

られることによって、これらの各カウンタ２５－２４，

２５－２５からの各パルス(XCA,XCB) に応じた選択信号

（カウンタキャリーアウト信号XCCO：図５０（ｌ），図

５１（ｌ）参照）を出力するものであり、各インバータ

２５－２７，２５－３０は、それぞれ、入力信号を反転

して出力するものであり、カウンタ２５－２８は、０～

１５の１６個のカウンタ値(CNT2)を繰り返し出力する

（図５０（ｏ），図５１（ｏ），図５２（ｃ）参照）も

のである。

【０２２０】さらに、デコーダ２５－２９は、このカウ

ンタ２５－２８からのカウンタ値を４ビットずつデコー

ドするもので、０～４までのカウンタ値をデコードした

場合にはＨレベルパルス、５～１５までのカウンタ値を

デコードした場合にはＬレベルパルスがそれぞれセレク

タ２５－２６用の切り替え信号(DEC04：図５２（ｄ）参

照) として出力されるようになっている。

【０２２１】これにより、カウンタ２５－２８が０～４

のカウンタ値をカウントしている間は、図５２（ａ）に

示すように、セレクタ２５－２６がカウンタ２５－２４

側に切り替えられカウンタ２５－２４の出力が選択され

る一方、５～１５のカウンタ値をカウントしている間

は、図５２（ａ）に示すように、セレクタ２５－２６が

カウンタ２５－２５側に切り替えられカウンタ２５－２

５の出力が選択される。

【０２２２】また、フリップフロップ回路２５－３１，

ＡＮＤゲート２５－３２は、セレクタ２５－２６からの

選択信号(XCCO)と送信FIFOリード信号(SFRD)とに基づい

て、各カウンタ２５－２４，２５－２５，２５－２８用

のクロックパルス(XCP：図５０（ｎ），図５１（ｎ）参

照) を生成するものであり、フリップフロップ回路２５

－３３は、セレクタ２５－２６からの選択信号(XCCO)の

位相を、送信FIFOリード信号(SFRD)の１クロック分遅ら

せたクロック信号(XCCL:図５０（ｍ），図５１（ｍ）参

照）を出力するものであり、フリップフロップ回路２５

－３４は、このクロック信号(XCCL)，ＯＲゲート２５－

２１からのカウンタリセット信号(XCRST) に基づいて、

図５０（ｐ），図５１（ｐ）に示すようなＶＢＲ／ＣＢ

Ｒ変換タイミング信号(CSELB) 、すなわち、セレクタ２

５－３用の切り替え信号をするものである。
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【０２２３】このような構成により、上述のＶＢＲ／Ｃ

ＢＲ変換タイミング生成部２５－１６では、カウンタ２

５－２８の出力がデコーダ２５－２９によりデコードさ

れ、その出力(DEC04) がセレクタ２５－２６へ供給され

ることによって、セレクタ２５－２６の出力がカウンタ

２５－２４，２５－２５側へ１６周期毎に切り替えられ

て、上述のようなＶＢＲ／ＣＢＲ変換用のタイミング信

号(CSELB) が生成され、セレクタ２５－３へ供給され

る。

【０２２４】この結果、セレクタ２５－３からは送信用

ＦＩＦＯメモリ２５－７，２５－８内のＶＢＲデータ

が、４２，２２９バイト，４２，２３０バイトのいずれ

かのＣＢＲデータに変換され、その比率が５：１１とな

るようにデータが作成される。つまり、この場合の送信

バッファ部２５は、各フィールド毎のＶＢＲデータのデ

ータ量をそれぞれ所定のデータ量に変換するとともに、

各データ量の比率を全フィールド分のＶＢＲデータのデ

ータ量に対して所望の比率にして、ＶＢＲデータをＣＢ

Ｒデータに変換しているのである。従って、極めて正確

に、ＣＢＲデータを伝送することができるようになる。

【０２２５】（ｂ３）ＡＴＭセル送信部の説明

図２３は図２により前述したＡＴＭセル送信部２６の詳

細構成を示すブロック図であるが、この図２３に示すよ

うに、ＡＴＭセル送信部２６は、バイナリカウンタ２６

－１，４ビットバイナリカウンタ２６－２，フリップフ

ロップ（ＦＦ）回路２６－３，送信分周カウンタ部２６

－４，反転ゲート２６－５，ＡＮＤゲート２６－６，Ａ

ＴＭセル組立部２６－７，カウンタ２６－８，発振器

（ＯＳＣ）２６－９及び周波数３倍化部２６－１０をそ

なえて構成されている。

【０２２６】ここで、バイナリカウンタ２６－１は、の

ネットワーククロック(M155)の周波数（例えば１５５．

５２ＭＨｚ）を１／４に分周することにより、リファレ

ンスクロック(CNX) を生成するものであり、４ビットバ

イナリカウンタ２６－２は、このバイナリカウンタ２６

－１からのリファレンスクロック(CNX) をそれぞれ

２
-4
，２

-3
，２

-2
，２

-1
に分周した４ビット分のクロッ

クデータ(Q4 ～Q1) を生成するものであり、フリップフ

ロップ回路２６－３は、２．５３１２５ＭＨｚのサービ

スクロック(SC)を送信分周カウンタ部２６－４で１／３

７６に分周したクロック(SLK) を用いて、４ビットバイ

ナリカウンタ２６－２からの各クロックデータ(Q4 ～Q

1) をサンプリングすることにより、４ビット分の送信

ＳＲＴＳ情報を生成するものである。

【０２２７】また、カウンタ（分周回路）２６－８は、

画像データ圧縮部２４からの基本サンプリングクロック

(M135)の周波数（１３．５ＭＨｚ）を１／１６に分周し

て８４３．７５ｋＨｚのクロック(C1)を生成するもので

あり、発振器２６－９は、基本サンプリングクロック(M

135)の３倍の周波数を有するクロック(EXCLK) を発振す

るものであり、周波数３倍化回路２６－１０は、カウン

タ２６－８により１／１６に分周された基本サンプリン

グクロック(M135)の周波数（４３．７５ｋＨｚ）を、発

振器２６－９の出力(EXCLK) に基づいて、３倍化するこ

とにより、２．５３１２５ＭＨｚの上記のサービスクロ

ック(SC)を生成するものである。

【０２２８】このため、図２３に示すように、周波数３

倍化回路２６－１０は、カウンタ２６－８からのクロッ

ク(C1)について、発振器２６－９からのクロック(EXCL

K) により立ち上がり変化点微分を施すことによって、

立ち上がり微分パルス(CXLD)を得るための反転ゲート２

６－１１，フリップフロップ回路２６－１２，２６－１

３，ＮＡＮＤゲート２６－１４と、この立ち上がり微分

パルス(CXLD)と発振器２６－９の出力とに基づいて、サ

ービスクロック(SC)を生成するカウンタ２６－１５をそ

なえて構成される。

【０２２９】また、ＡＮＤゲート２６－６は、送信バッ

ファ部２５からの送信イネーブル信号(SEN) と画像デー

タ圧縮部２４からのＮＴＳＣアラーム信号(NTSCALM) と

についてＡＮＤ演算を施すもので、ここでは、送信イネ

ーブル信号(SEN) がＨレベルで、且つ、ＮＴＳＣアラー

ム信号(NTSCALM) を反転ゲート２６－５で反転した信号

がＨレベル（つまり、ＮＴＳＣアラーム信号(NTSCALM)

はＬレベル）であった場合に、ＡＴＭセル組立部２６－

７を起動させるイネーブル信号(EN)が出力される（Ｈレ

ベルとなる）ようになっている。

【０２３０】さらに、ＡＴＭセル組み立て部２６－７

は、このイネーブル信号(EN)がＨレベルとなっている

間、周波数３倍化部２６－１０で生成されたサービスク

ロック(SC)，このサービスクロック(SC)を送信分周カウ

ンタ部２６－４で１／３７６に分周したクロック(SLK)

を用いて、フリップフロップ回路２６－３からの送信Ｓ

ＲＴＳ情報(TSRTS4 ～0)と送信バッファ部２５から読み

出されたＣＢＲデータ（送信FIFO入力データ:SFODT7 ～

0)とを、ＡＴＭセルのデータ部に格納することにより、

送信ＡＴＭセル(SATM)を組み立てるものである。

【０２３１】以下、上述のごとく構成されたＡＴＭセル

送信部２６の動作について詳述する。まず、ＡＴＭセル

送信部２６では、画像データの伝送とともに、フィール

ドタイミングを伝送する必要がある。ここで、圧縮後の

圧縮画像データは、前述したように、１３．５ＭＨｚの

基本サンプリングクロック(M135)が伝送できれば、受信

側で再生した基本サンプリングクロック周波数ｆe （ｆ

e ＝１３．５(MHz））から、水平同期周波数ｆH と垂直

周波数ｆV は。それぞれｆH ＝ｆe ／８５８、ｆV ＝２

ｆH ／５２５なる演算によって再生することができる。

【０２３２】そこで、このＡＴＭセル送信部２６では、

カウンタ２６－８，発振器２６－９，周波数３倍化部２

６－１０により、伝送したいクロック周波数の１／Ｍ倍

のさらにＮ倍がデータ伝送速度になるようにして、基本
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サンプリングクロック(M135)の周波数に基づく画像クロ

ック（伝送速度情報）をＡＡＬ１のＳＲＴＳ方式によっ

て伝送する。これにより、受信側では再生したデータ伝

送速度のクロックをＮ倍しさらに１／Ｍにすることで、

基本サンプリングクロック(M135)を再生することができ

る。

【０２３３】例えば、本実施形態では、Ｍ＝２，Ｎ＝３

とすると、基本サンプリングクロック(M135)は１／２倍

され、さらに３倍されて、２０．２５ＭＨｚの送信ユー

ザクロック(SCK) が生成されるので、固定長データ伝送

時の伝送路の有効利用を確実に図ることができる。な

お、この送信ユーザクロック(SCK) はバイト単位で処理

するためにさらに１／８倍されるようにする。

【０２３４】しかし、実際は送信クロックのみを使用

し、送信ユーザクロック(SCK) 自身は使用しないことを

利用して、基本サンプリングクロック(M135)をカウンタ

２６－８で１／２倍しさらに１／８倍（すなわち両方で

１／１６倍）にしてから、周波数３倍化回路２６－１０

で３倍する。

【０２３５】周波数３倍化回路２６－１０では、ＰＬＯ

(Phase-Locked Oscillator) などを用いずに、画像基本

クロックの１／８倍を発振器２６－９について、反転ゲ

ート２６－１１，フリップフロップ回路２６－１２，２

６－１３，ＮＡＮＤゲート２６－１４が立ち上がり検出

して得られる微分パルス(CXLD)をカウンタ２６－１５の

リセット入力(XLD) に入力することにより、この微分パ

ルス(CXLD)に基づいて、ユーザクロックのＫ倍（本実施

形態では、例えば、Ｋ＝２）の公称値をもつ発振器２６

－９の出力(EXCLK) がカウンタ２６－１５で１／８Ｋ

（すなわち、１／１６）分周される。

【０２３６】例えば、図２４（ａ）に示すような基本サ

ンプリングクロック(M135)は、まず、カウンタ２６－８

で１／１６分周されることによって、図２４（ｂ）に示

すような周波数が８４３．７５ＭＨｚのクロック(C1)が

生成される。このクロック(C1)は、図２５（ａ）～

（ｃ）に示すように、公称値４０．５ＭＨｚの発振器２

６－９から出力される発振クロック(EXCK)を用いて、反

転ゲート２６－１１，フリップフロップ回路２６－１

２，２６－１３，ＮＡＮＤゲート２６－１４にて立ち上

がり変化点微分されることにより立ち上がり微分パルス

(CXLD)が生成される。

【０２３７】一方、発振クロック(EXCK)は、カウンタ２

６－１５により１／１６分周され、そのロード入力(XL

D) に、立ち上がり微分パルス(CXLD)が入力され、これ

により、図２５（ｄ）に示すような送信クロック(SC)が

生成される。なお、この送信クロック(SC)の周波数は

２．５３１２５ＭＨｚであり、送信FIFOリード(SFRD)と

して前述の送信バッファ部２５（図２０参照）へ出力さ

れる。

【０２３８】また、図２６（ｏ）に示すようなネットワ

ーククロック(M155)は、バイナリカウンタ２６－１で１

／２
X 
（ただし、本実施形態では、Ｘ＝２）分周される

ことによって、図２６（ｄ）に示すようなリファレンス

クロック周波数fnx ＝３３．８８ＭＨｚのリファレンス

クロック(CNX) が生成される。このとき、送信ユーザク

ロック周波数(fs)は２０．２５ＭＨｚであるので、

１≦fnx ／ fs ＜２

を満たしている。

【０２３９】さらに、リファレンスクロック(CNX) は、

４ビットバイナリカウンタ２６－２によりカウントさ

れ、その値（Q4～Q1：図２６（ｅ）～（ｈ）参照）が、

送信分周カウンタ部２６－４で送信クロックの３７６分

の１（すなわち送信ユーザクロックの３００８分の１）

に分周された送信ロードクロック(SLK：図２６（ｃ）参

照) に応じて、ＦＦ回路２６－３でサンプリングされ、

送信ＳＲＴＳデータ(TSRTS４～１：図２６（ｉ）参照）

が生成される。

【０２４０】一方、このとき、送信バッファ部２５から

入力された送信イネーブル信号(SEN：図２６（ｊ）参

照) と、ＮＴＳＣアラーム信号(NTSCALM：図２６（ｋ）

参照)を反転ゲート２６－５で反転した信号がＡＮＤゲ

ート２６－６に入力されることにより、イネーブル信号

(EN:図２６（ｌ）参照 )が生成される。なお、このイネ

ーブル信号(EN)は、図２６（ｌ）に示すように、イネー

ブル信号(SEN) がＬレベル、又は、ＮＴＳＣアラーム信

号(NTSCALM) がＨレベルのとき、Ｌレベル信号が出力さ

れる。

【０２４１】そして、送信クロック(SC:図２６（ｂ）参

照 )，送信クロック(SC)の立ち下がりに同期した送信Ｆ

ＩＦＯメモリ出力データ(SFODT７～０：図２６（ａ）参

照），送信ロードクロック(SLK) 及び送信ロードクロッ

ク(SLK) の立ち上がりに同期した送信ＳＲＴＳデータ(T

SRTS４～１）が、それぞれＡＴＭセル組立部２６－７に

入力される。

【０２４２】ＡＴＭセル組立部２６－７では、これらの

各データ，クロックに応じてＡＴＭセルが組み立てら

れ、ＡＴＭーＵＮＩに送信ＡＴＭセル(SATM:図２６

（ｍ），（ｎ）参照）が出力される。なお、イネーブル

信号(EN)がＬレベルのとき（すなわち、イネーブル信号

(SEN) がＬレベルで送信要求の無いとき、又は、ＮＴＳ

Ｃアラーム信号(NTSCALM) がＨレベルでアラームが発生

しているとき）はＡＴＭセルの送信は停止される。

【０２４３】また、発振器２６－９の発振クロック(EXC

LK) は、ＡＴＭセル受信部２７でも使用されるため、Ａ

ＴＭセル受信部２７に入力される。このように、上述の

ＡＴＭセル送信部２６は、送信バッファ部２５で変換さ

れたＣＢＲデータの伝送速度を、送信すべき基本クロッ

ク周波数のＮ／Ｍ倍（Ｍ，Ｎは自然数）に変換するよう

に構成されるので、画像データの伝送速度以外の任意の

クロックの伝送が可能になる。
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【０２４４】また、このＡＴＭセル送信部２６は、基本

サンプリングクロック(M135)を１／Ｍに分周するカウン

タ（分周回路）２６－８と、基本サンプリングクロック

(M135)の周波数の（Ｎ／Ｍ）×Ｋ倍のクロック周波数を

発振する発振器２６－９と、カウンタ２６－８により１

／Ｍに分周された基本サンプリングクロック(M135)を、

発振器２６－９の出力に基づいて、Ｎ倍する周波数Ｎ倍

化部２６－１０とをそなえることにより、回路構成の単

純化とコストダウンを図ることができるようになってい

る。

【０２４５】さらに、周波数Ｎ倍化部２６－１０は、入

力クロックを１／８Ｋ分周するカウン　タ２６－１５と

をそなえ、カウンタ２６－１５のリセット入力に、カウ

ンタ２６－８で分周された基本サンプリングクロックを

発振器２６－９のクロック周波数を用いて立ち上がり検

出することにより得られる微分パルスを入力するように

なっているので、ＰＬＯ(Phase-Locked Oscillator) な

どを用いずに、簡素な構成で、本回路が実現されてい

る。

【０２４６】また、このときＡＴＭセルとして送信する

圧縮画像データの伝送速度に応じて、基本サンプリング

クロックをＳＲＴＳ方式により伝送できるので、画像ク

ロック以外の任意のクロックがＳＲＴＳにより伝送でき

るようになる。

（ｃ）受信部の説明

（ｃ１）ＡＴＭセル受信部の説明

図２７は図２により前述したＡＴＭセル受信部２７の詳

細構成を示すブロック図で、この図２７に示すように、

ＡＴＭセル受信部２７は、ＡＴＭセル分解部２７－１，

バイナリカウンタ２７－２，４ビットバイナリカウンタ

２７－３，フリップフロップ（ＦＦ）回路２７－４，受

信分周カウンタ部２７－５，差分演算部２７－６，ＤＰ

ＬＬ(Digital Phase-Locked Loop) 回路２７－７，２７

－８(DPLL-A,DPLL-B) ，ＰＬＯ回路(PL0-A) ２７－９，

分周回路２７－１０，ＰＬＯ回路(PLO-C) ２７－１１，

水平同期カウンタ２７－１２，バイナリカウンタ２７－

１３，垂直同期カウンタ２７－１４及びＯＲゲート２７

－１５をそなえて構成されている。

【０２４７】ここで、バイナリカウンタ２７－２，４ビ

ットバイナリカウンタ２７－３，ＦＦ回路２７－４は、

ＳＲＴＳ情報生成部（伝送速度情報生成部）として構成

され、内部のＳＲＴＳ情報を生成するためのものであ

り、差分演算部２７－６は、この内部ＳＲＴＳ情報と受

信したＡＴＭセルに含まれるＳＲＴＳ情報とについて差

分演算を施すものであり、ＤＰＬＬ(Digital Phase Loc

ked Loop) 回路（内部クロック生成用ＰＬＬ部）２７－

７は、この差分演算部２７－６で得られた差分ＳＲＴＳ

情報に基づいて、内部クロック（２．５３１２５ＭＨ

ｚ）を生成するものである。

【０２４８】また、ＤＰＬＬ回路（サンプリングクロッ

ク生成用ＰＬＬ部）２７－８は、差分演算部２７－６で

得られた差分ＳＲＴＳ情報に基づいて、基本サンプリン

グクロック(M135)生成時に用いられる所定の周波数（こ

こでは、２ｋＨｚ）を有するサンプリングクロックを生

成するものであり、ＰＬＯ回路（受信ユーザクロック生

成用ＰＬＯ部）２７－９は、このＤＰＬＬ回路２７－８

からのサンプリングクロックを所定倍（ここでは、１０

１２５倍）することにより所望の周波数（２０．２５Ｍ

Ｈｚ）の受信ユーザクロックを生成するものであり、基

本サンプリングクロック生成部としての分周回路２７－

１０，ＰＬＯ回路２７－１１は、受信ユーザクロックか

ら基本サンプリングクロック(M135)を生成するものであ

る。

【０２４９】以下、上述のごとく構成されたＡＴＭセル

受信部２７の動作について詳述する。まず、このＡＴＭ

セル受信部２７にＡＴＭーＵＮＩから受信ＡＴＭセル(R

ATM：図２８（ａ）～図２８（ｃ）参照) が入力される

と、ＡＴＭセル受信部２７は、受信クロック(RC:図２８

（ｅ）参照 )と、その立ち上がりに同期して受信データ

(RDT７～０：図２８（ｄ）参照) とを出力するととも

に、このＡＴＭセル受信部２７に入力される受信ロード

クロック(RLK：図２８（ｆ）参照）の立ち上がりに同期

して、受信ＳＲＴＳデータ(RSRTS４～１：図２８（ｍ）

参照）を出力する。またこのとき、１５５．５２ＭＨｚ

のネットワーククロック(M155:図２８（ｂ）参照）も出

力される。

【０２５０】そして、ネットワーククロック(M155)は、

バイナリカウンタ２７－２により、１／２
X 
（本実施形

態では、Ｘ＝２）分周され、リファレンスクロック周波

数fnx ＝３３．８８ＭＨｚのリファレンスクロック(CN

X：図２８（ｇ）参照）が生成される。このとき、送信

ユーザクロック周波数 fs は２０．２５ＭＨｚであるの

で、送信側と同様に、

１≦（fnx ／ fs ）＜２

が満たされる。

【０２５１】さらに、リファレンスクロック(CNX) は、

４ビットバイナリカウンタ２７－３によりカウントさ

れ、その値（Q4～Q1：図２８（ｈ）～（ｋ）参照）が、

受信クロック(RC)を受信分周カウンタ部２７－５で３７

６分の１に分周して得られる受信ロードクロック(RLK)

に応じて、ＦＦ回路２７－４にてサンプリングされ、内

部ＳＲＴＳデータ(ISRTS４～１：図２８（ｌ）参照）が

生成される。

【０２５２】なお、このとき、ＡＴＭ－ＵＮＩからの光

受信信号が無くなると無信号(LOS)がＨレベルとなり、

セル受信が無くなるとスタベーション信号(STV) がＨレ

ベルとなる。そして、これらの無信号(LOS) とスタベー

ション信号(STV) は、ＯＲゲート２７－１５に入力さ

れ、これに応じてＡＴＭアラーム信号(ATMALM)が生成さ

れ、画像データ伸長部２９へ出力され、このＡＴＭアラ
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ーム信号(ATMALM)を受けた画像データ伸長部２９では、

後述するごとく、ブルーパターンなどの固定画像パター

ンを画像データ伸長処理後の画像として出力する。

【０２５３】つまり、このＡＴＭセル受信部２７は、Ａ

ＴＭセルを受信しない状態を示す信号(LOS) と受信した

ＡＴＭセルを一時的に保持するバッファの空き状態を示

すスタベーション信号(STV) とのＯＲ（論理和演算）を

行ない、その演算結果に応じてＡＴＭアラーム信号(ATM

ALM)を出力するＯＲゲート（論理和演算部）２７－１５

をそなえ、このＯＲゲート２７－１５からＡＴＭアラー

ム信号(ATMALM)が出力された場合に、画像データ伸長部

２９にブルーパターンなどの所定のパターンの画像デー

タを元の動画像データとして再生させるべく、アラーム

信号を画像データ伸長部２９へ通知するように構成され

ている。

【０２５４】従って、ＡＴＭセルが正常に受信できてい

ないことをユーザに通知することができるとともに、再

生後の画像が見苦しくなることを防ぐことができる。ま

た、受信ＳＲＴＳデータ(RSRTS４～１）と内部で生成し

た内部ＳＲＴＳデータ(ISRTS４～１) は、それぞれ差分

演算部２７－６へ入力され、その差分演算が施されて、

差分ＳＲＴＳデータ(DSRTS４～１：図２８（ｎ）参照）

が生成される。

【０２５５】この差分ＳＲＴＳデータ(DSRTS４～１)

は、前述したごとくＡＴＭセル送信部２６から入力され

る発振クロック(EXCLK) を１／１６に分周するＤＰＬＬ

回路(DPLL-A)２７－７にフィードバックされ、これによ

り、上記の受信クロック(RC)が生成される。なお、上述

のごとく生成された受信クロック(RC)は、ＳＲＴＳ法に

より、ＡＴＭ－ＵＮＩを介して接続された相手装置の送

信クロック(SC)の周波数と一致している。

【０２５６】さらに、このＡＴＭセル受信部２７では、

送信側の基本サンプリングクロックを再生するために、

再生したデータ伝送速度の２０．２５ＭＨｚのクロック

である受信ユーザクロックを１／Ｍ倍し、さらにＮ倍す

ることで基本サンプリングクロックを再生する。すなわ

ち、例えば、Ｍ＝２，Ｎ＝３とすると、このＡＴＭセル

受信部２７では、ＡＴＭセル送信部２６から入力される

発振クロック(EXCLK)が、差分演算部２７－６からフィ

ードバックされてくる差分ＳＲＴＳデータ(DSRTS４～

１) に基づいて、ＤＰＬＬ回路(DPLL-B)２７－８で１／

２０２５０倍に分周され、２ｋＨｚのクロック(C2K) が

生成される。

【０２５７】さらに、このクロック(C2K) は、ＰＬＯ回

路２７－９でその周波数が１０１２５倍されることによ

り、２０．２５ＭＨｚの受信ユーザクロック(RCK) が生

成され、これが分周回路２７－１０で１／３倍に分周さ

れたのち、さらに、ＰＬＯ回路(PLO-C) ２７－１１で２

倍されて、１３．５ＭＨｚの再生基本サンプリングクロ

ック(R135)が生成される。

【０２５８】つまり、このＡＴＭセル受信部２７は、内

部ＳＲＴＳデータと、受信したＳＲＴＳとについて差分

演算部２７－６で差分演算を施すことによって差分ＳＲ

ＴＳデータを得、分周回路２７－１０，ＰＬＯ回路２７

－１１により、この差分演算部で得られた差分ＳＲＴＳ

データが「０」となるようにフリップフロップ回路２７

－４の出力を制御する受信ユーザクロック(RCK：内部ク

ロック）を生成するとともに、この受信ユーザクロック

(RCK) に基づいて、基本サンプリングクロック(M135)を

生成するようになっている。

【０２５９】従って、極めて簡素な構成で、確実に、基

本サンプリングクロック(M135)を生成することができ

る。なお、この基本サンプリングクロック(R135)は、２

０．２５ＭＨｚの受信ユーザクロックは画像再生に用い

られないことから、ＰＬＯ回路(PLO-B) ２７－９′を用

いて、図２７中に点線で示すような経路で、２ｋＨｚの

クロック(C2K) をこのＰＬＯ回路２７－９′でその周波

数を６７５０倍し、さらに、２倍することによっても生

成することができる。従って、この場合は、受信ユーザ

クロック(RCK) を用いずに、基本サンプリングクロック

(R135)を再生することができるので、回路の単純化を図

ることができる。

【０２６０】そして、上述のごとく受信側で再生した基

本サンプリングクロック(R135)のクロック周波数ｆ

e （ｆe ＝１３．５（ＭＨｚ））から、水平同期周波数

ｆH と垂直同期周波数ｆV とがそれぞれｆH ＝ｆe ／８

５８，ｆV ＝２ｆH ／５２５なる演算によって再生され

る。すなわち、再生基本サンプリングクロック(R135)

は、水平同期カウンタ２７－１２で１／４２９倍に分周

され、さらにバイナリカウンタ２７－１３で１／２倍に

分周されることにより、受信水平同期信号(RHSYN) が生

成され、水平同期カウンタで１／４２９倍に分周された

のち、さらに垂直同期カウンタ２７－１４で１／５２５

倍に分周されることにより、受信垂直同期信号(RVSYN)

が生成される。

【０２６１】つまり、このＡＴＭセル受信部２７は、送

信側の画像クロックとしての基本サンプリングクロック

(R135)を受信側で再生すべく、１３．５ＭＨｚの基本サ

ンプリングクロックを１／８５８分周することにより水

平同期信号を再生する水平同期信号再生部（水平同期カ

ウンタ２７－１２，バイナリカウンタ２７－１３）と、

基本サンプリングクロック(R135)を１／４２９分周し、

さらに１／５２５分周することにより垂直同期信号を再

生する垂直同期信号再生部（水平同期カウンタ２７－１

２，垂直同期カウンタ２７－１４）とをそなえて構成さ

れており、これにより、受信側で送信側と同じタイミン

グのフィールドタイミング情報を生成することができ、

リアルタイムな通信が可能になる。

【０２６２】次に、図２９，図３０はそれぞれ上述のＤ

ＰＬＬ回路２７－７，２７－８の構成を示すブロック図
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で、これらの図２９，図３０に示すように、各ＤＰＬＬ

回路２７－７，２７－８は、上述のように入力クロック

（ＡＴＭセル送信部２６から入力される発振クロック(E

XCLK))をそれぞれ１／１６分周，１／２０２５０分周し

て受信ユーザクロック(RCK) ，２ｋＨｚのクロック(C2

K) を生成するために、パルス制御部７１，８１，パル

ス調整部７２，８２及び分周カウンタ７３，８３をそな

えて構成される。

【０２６３】ここで、パルス制御部７１，８１は、それ

ぞれ差分演算部２７－６からの差分ＳＲＴＳデータ(DSR

TS４～１) ，受信分周カウンタ部２７－５からフィード

バックされてくる受信ユーザクロック(RCK) を１／３７

６分周して得られる受信ロードクロック(RLK) 及び内部

でフィードバックされてくる調整クロック(CC)に基づい

て、生成すべきクロックパルスの周波数調整用の減少指

示信号(PDIC)，増加指示信号(PINC)を生成するものであ

る。

【０２６４】このため、上述のパルス制御部７１，８１

は、図３１に示すように、受信ロードクロック(RLK) ，

調整クロック(CC)からフリップフロップ回路７２１，反

転ゲート７２２，ＡＮＤゲート７２３により微分タイミ

ングを検出する微分タイミング検出部７２１Ａ，微分タ

イミング検出部７２１Ａで検出された微分タイミングに

基づいて７入力ＯＲゲート７２４，ＡＮＤゲート７２

５，８入力ＯＲゲート７２６，ＡＮＤゲート７２７によ

り増加指示信号(PDNC)，減少指示信号(PDIC)をそれぞれ

生成する増加指示信号生成部７２１Ｂ，減少指示信号生

成部７２１Ｃ，４ビットデコーダ７２８をそなえて構成

される。

【０２６５】なお、このパルス制御部７１，８１では、

各差分ＳＲＴＳデータ(DSRTS４～１) をそれぞれ４ビッ

トデコーダ７２８でデコードしたデータ(S15～S1）が、

それぞれ７入力ＯＲゲート７２４，８入力ＯＲゲート７

２６に入力されるようになっている。また、図２９，図

３０において、パルス調整部７２，８２は、このパルス

制御部７１，８１からの減少指示信号(PDIC)，増加指示

信号(PINC)に応じて、ＡＴＭセル送信部２６からの発振

クロック(EXCLK) を１／Ｍ（Ｍは自然数）倍に分周する

ことにより、調整クロック(CC)を生成するものである。

【０２６６】このため、パルス調整部７２，８２は、そ

れぞれ図３３に示すように、フリップフロップ回路７３

１～７３６，反転ゲート７３７～７４１，ＡＮＤゲート

７４２～７４７，ＯＲゲート７４８～７５０をそなえて

構成され、減少指示信号(PDIC)，増加指示信号(PINC)に

応じたクロックが調整クロック(CC)としてＯＲゲート７

５０から選択的に出力されるようになっている。なお、

図３４～図３７はそれぞれこのパルス調整部７２，８２

の動作タイミングの一例を示すタイムチャートである。

【０２６７】分周カウンタ７３，８３は、この調整クロ

ック(CC)を１／Ｍ（Ｍは自然数）分周することにより、

受信ユーザクロック(RCK) を生成するものである。これ

により、まず、パルス制御部７１，８１では、図３２

（ａ）～図３２（ｅ）に示すような各クロック，データ

のタイミングに応じて、図３２（ｆ），図３２（ｇ）に

示すような増加指示信号(PDNC)，減少指示信号(PDIC)が

生成され、この増加指示信号(PDNC)，減少指示信号(PDI

C)に応じて、発振クロック(EXCLK) がパルス調整部７

２，８２により１／Ｍ（Ｍは自然数）倍に分周されて調

整クロック(CC)が生成され、さらに、この調整クロック

(CC)が分周カウンタ７３，８３で１／Ｌ分周されること

により、受信ユーザクロック(RCK) が生成される。

【０２６８】次に、図３８は図２７により前述したＰＬ

Ｏ回路２７－９（又は、ＰＬＯ回路２７－９′，２７－

１０）の構成を示すブロック図で、この図３８に示すよ

うに、ＰＬＯ回路２７－９は、入力クロックとリファレ

ンスクロックとを比較してその差分を調整電圧ＶC とし

て生成するクロック比較部２７１と、このクロック比較

部２７１で生成された調整電圧ＶC に応じた周波数をも

つクロックを生成する電圧制御発振器（ＶＣＸＯ）２７

２と、電圧制御発振器２７２の出力を１／Ｈ（Ｈは自然

数）分周したクロックをクロック比較部２７１用のリフ

ァレンスクロック(CZ)として出力するリファレンスカウ

ンタ２７３をそなえて構成される。

【０２６９】これにより、ＰＬＯ回路２７－９（又は、

ＰＬＯ回路２７－９′，２７－１１）では、リファレン

スカウンタ２７３の分周率１／Ｈの設定を変更すれば、

入力クロック(PLLIN) を所望の倍数のクロック(PLLOUT)

に変換して出力することができる。例えば、本実施形態

では、図２７により前述したように、ＰＬＯ回路２７－

９は入力クロックを１０１２５倍するので、Ｈ＝１０１

２５に設定すればよく、ＰＬＯ回路２７－９′，２７－

１１はそれぞれ入力クロックを６７５１０倍，２倍する

ので、それぞれＨ＝６７５１０，Ｈ＝２に設定すればよ

い。

【０２７０】そして、例えば、図３９（ａ）に示すよう

なクロックが入力クロック(PLLIN)としてＰＬＯ回路２

７－９に入力されたとすると、ＰＬＯ回路２７－９で

は、クロック比較部２７１により入力クロック(PLLIN)

と、図３９（ｃ）に示すようなリファレンスクロック(C

Z)とが比較され、図３９（ｃ）に示すような調整電圧Ｖ

C が生成され、この調整電圧ＶC に応じて電圧制御発振

器２７２から、図３９（ｂ）に示すような入力クロック

(PLLIN) の所望倍数のクロック(PLLOUT)が出力される。

【０２７１】（ｃ２）受信バッファ部の説明

図４０は図２により前述した受信バッファ部２８の詳細

構成を示すブロック図で、この図４０に示すように、受

信バッファ部２８は、フリップフロップ回路２８－１～

２８－５，ＡＮＤゲート２８－６，受信用ＦＩＦＯメモ

リ２８－７，反転ゲート２８－８～２８－１０，比較器

２８－１１～２８－１３，メモリ２８－１４～２８－１
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６をそなえて構成されている。

【０２７２】ここで、フリップフロップ回路２８－１

は、ＡＴＭセル受信部２７からの受信データ(RDT7 ～0:

図４１（ａ）参照）の位相を、同じくＡＴＭセル受信部

２７からの受信ユーザクロック(RC:図４１（ｂ）参照）

により、１クロック分遅らせて、受信データ(RFIDT7 ～

0:図４１（ｃ）参照）を得るものであり、フリップフロ

ップ回路２８－２は、この受信データ(RFIDT7 ～0)の位

相を、反転ゲート２８－８で反転した受信ユーザクロッ

ク(RC)により、さらに、１クロック分遅らせるものであ

る。

【０２７３】また、比較器２８－１１は、このフリップ

フロップ回路２８－２からの受信データ(RFIDT7 ～0)と

メモリ２８－１４内に保持されている奇数フィールドデ

ータ（フィールド識別情報）とを比較して、比較結果が

等しい場合に、クロックパルス(CP:図４１（ｊ）参照）

を出力する（Ｈレベルにする）ものであり、フリップフ

ロップ回路２８－３は、このクロックパルス(CP)を、フ

リップフロップ回路２８－５からの受信データゲート信

号(RDG) の立ち上がりパルスでたたくことにより、フィ

ールドの奇数／偶数を示すフィールド識別信号(FIP：図

４１（ｋ）参照) を生成するものである。

【０２７４】さらに、比較器（始点コード検出部）２８

－１２は、ＡＴＭセル受信部２７からの受信データ(RDT

7 ～0)，この受信データ(RDT7 ～0)を受信ユーザクロッ

ク(RC)に対して１クロック分だけ遅延を施した受信デー

タ(RFIDT7 ～0:図４１（ｂ）参照）にメモリ２８－１５

に保持されているＳＯＩデータ（"FFD8"）が受信データ

(RDT7 ～0)内に含まれているか否かを検出するもので、

ＳＯＩコードを検出すると、ＳＯＩ検出信号(SOIP:図４

１（ｄ））が出力されるようになっている。

【０２７５】また、比較器（終端コード検出）２８－１

３は、同様に、受信データ(RDT7 ～0)，受信データ(RFI

DT7 ～0)からメモリ２８－１６に保持されているＥＯＩ

データ（"FFD9"）が受信データ(RDT7 ～0)内に含まれて

いるか否かを検出するもので、ＥＯＩコードを検出する

と、ＥＯＩ検出信号(EOIP:図４１（ｅ）参照）が出力さ

れるようになっている。

【０２７６】なお、本実施形態では、フィールド識別信

号(FIP) は、Ｈレベルで奇数フィールドを示し、Ｌレベ

ルで偶数フィールドを示す。また、反転ゲート２８－９

は、比較器２８－１２からのＳＯＩ検出信号を反転する

ものであり、フリップフロップ回路２８－４は、比較器

２８－１３からのＥＯＩ検出信号の位相を、ＡＴＭセル

受信部２７からの受信ユーザクロック(RC)により、１ク

ロック分遅延させたクロック（EOIPA:図４１（ｆ）参

照）を出力するものであり、反転ゲート２８－１０は、

このクロック（EOIPA)を反転するものである。

【０２７７】さらに、フリップフロップ回路２８－５

は、反転ゲート２８－９で反転されたＳＯＩ検出信号と

反転ゲート２８－１０で反転されたＥＯＩ検出信号とに

基づいて、受信データゲート信号(RDG：図４１（ｇ）参

照) を生成するものである。

【０２７８】このような構成により、この図４０に示す

受信バッファ部２８では、ＡＴＭセル受信部２７からの

受信データが受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７に書き込ま

れる前に、受信データのＳＯＩコードとＥＯＩコードの

判定がそれぞれ比較器２８－１２，２８－１３で施され

ることによって、ＳＯＩコードからＥＯＩコードまでの

データのみを受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７に書き込む

ことができる。

【０２７９】つまり、この受信バッファ部２８は、ＡＴ

Ｍセル受信部２７からのＡＴＭデータを一時的に保持す

る受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７と、実際の画像データ

が格納されている受信データ（ＣＢＲデータ）の有効デ

ータ部分の始まりを示すＳＯＩコード（始点コード）を

検出する比較器（始点コード検出部）２８－１５と、有

効データ部分の終わりを示すＥＯＩコード（終端コー

ド）を検出する比較器（終端コード検出部）２８－１６

とをそなえ、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７にＣＢＲデ

ータを書き込む前に、比較器２８－１５で検出されたＳ

ＯＩコード及び比較器２８－１６で検出されたＥＯＩコ

ードの判定を行なうことにより、ＳＯＩコードからＥＯ

Ｉコードまでの有効データ部分のみを受信用ＦＩＦＯメ

モリ２８－７に書き込むようになっている。

【０２８０】従って、不要なデータを選別することがで

きるので、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７の容量を最小

限に抑えることができるとともに、次のフィールドの画

像伸長処理時に、無駄なデータを読み出すことを防ぐこ

とができ、画像伸長処理の起動から、実際の伸長処理の

開始までのタイムラグを無くすことができる。具体的に

は、例えば、図４１（ａ）に示すような受信データ(RDT

７～０) と、図４１（ｂ）に示すような受信クロック(R

C)とがＡＴＭセル受信部２７からフリップフロップ回路

２８－１に入力されると、フリップフロップ回路２８－

１では、受信データ(RDT７～０) とは１位相分ずれた受

信FIFO入力データ(RFIDT７～０）が生成される。

【０２８１】そして、受信FIFO入力データ(RFIDT７～

０）と受信データ(RDT７～０) は比較器２８－１２と比

較器２８－１３に入力され、それぞれメモリ２８－１５

からのＳＯＩデータ(FFD8)，メモリ２８－１６からのＥ

ＯＩデータ（FFD9) と比較されることにより、図４１

（ｄ）に示すようなＳＯＩコードの検出を示すＳＯＩ検

出信号(SOIP)と、図４１（ｅ）に示すようなＥＯＩコー

ドの検出を示すＥＯＩ検出信号(EOIP)がそれぞれ比較器

２８－１２，２８－１３で生成される。

【０２８２】さらに、ＥＯＩ検出信号(EOIP)は、フリッ

プフロップ回路２８－４で１位相ずらされることによ

り、図４１（ｆ）に示すような検出信号(EOIPA) とな

り、これが反転ゲート２８－１０で反転されてフリップ
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フロップ回路２８－５に入力される。一方、ＳＯＩ検出

信号(SOIP)は、反転ゲート２８－９で反転されてフリッ

プフロップ回路２８－５のリセット(XR)に入力される。

【０２８３】これにより、フリップフロップ回路２８－

５では、図４１（ｇ）に示すようなＳＯＩコードからＥ

ＯＩコードまでの区間がＨレベルとなった受信データゲ

ート信号(RDG) が生成される。この受信データゲート信

号(RDG) は、受信クロック(RC)とともにＡＮＤゲート２

８－３に入力することにより、ＡＮＤゲート２８－３で

図４１（ｈ）に示すようなFIFO書き込みクロック(FWCK)

が生成され、このFIFO書き込みクロック(FWCK)に応じ

て、受信FIFO入力データ(RFIDT7 ～0)の受信用ＦＩＦＯ

メモリ２８－７への書き込みが行なわれることで、ＳＯ

ＩコードからＥＯＩコードまでのデータのみが受信用Ｆ

ＩＦＯメモリ２８－７に書き込まれる。

【０２８４】さらに、このとき、受信バッファ部２８で

は、画像データのフィールドの間で受信する、前述の偶

数フィールドと奇数フィールドを識別するコード（固定

値）Ｐ，Ｑが識別され画像データ伸長部２９に通知され

る。つまり、この受信バッファ部２８は、各フィールド

毎に割り当てられるフィールド識別番号に応じて異なる

固定値Ｐ，Ｑを受信することにより、画像データ伸長部

２９での画像伸長処理対象となるフィールドの識別番号

を識別し、その識別結果を画像データ伸長部２９に通知

するように構成され、これにより、画像データ伸長部２

９では、確実に、フィールドの奇数／偶数が識別され

る。

【０２８５】すなわち、このとき、受信FIFO入力データ

(RFIDT7 ～0)は、フリップフロップ回路２８－２で、受

信クロック(RC)を反転ゲート２８－８で反転した逆相の

クロックでたたかれることによって、その位相が半位相

ずらされたデータ(RFDA7～0)となり、比較器２８－１１

で奇数フィールドを示すデータＰと比較される。ここ

で、例えば、Ｐは＂ＦＦH ＂であり、Ｑは＂ＦＥH ＂で

ある。

【０２８６】そして、比較器２８－１１の比較結果が等

しい場合に、図４１（ｊ）に示すようなクロック(CP)が

出力され、これをフリップフロップ回路２８－３により

受信データゲート信号(RDG) の立ち上がりでたたくと、

図４１（ｋ）に示すようなフィールドの奇数／偶数を示

すフィールド識別信号(FIP) が生成され、これが画像デ

ータ伸長部２９へ出力される。なお、本実施形態では、

このフィールド識別信号(FIP) は、Ｈレベルで奇数フィ

ールドを示し、Ｌレベルで偶数フィールドを示す。

【０２８７】また、本実施形態では、画像データ伸長部

２９に奇数／偶数フィールド情報を通知するために、８

ビットの画像データに１ビット追加して受信用ＦＩＦＯ

メモリ２８－７を９ビット構成とし、受信用ＦＩＦＯメ

モリ２８－７の読み出し時に、奇数／偶数情報が読み出

されるように構成されており、フィールド識別信号(FI

P) がこの受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７に画像データ

とともに書き込まれるようになっている。

【０２８８】つまり、この受信バッファ部２８は、ＡＴ

Ｍセル受信部２７からの受信データ（ＣＢＲデータ）

と、フィールドの奇数／偶数を示すフィールド識別情報

とを記憶しうる受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７をそな

え、この受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７からの画像デー

タの読み出し時に、フィールド識別情報を読み出して、

画像データ伸長部２９に通知するようになっており、こ

れにより、極めて容易に、フィールドの偶数／奇数を画

像データ伸長部２９に通知することができる。

【０２８９】さらに、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７か

ら出力される、図４１（ｌ）に示すような部分FULL信号

(PFULL) は、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７の容量が部

分的にＦＵＬＬ（例えば、１／４だけＦＵＬＬ）状態に

なったときＨレベルとなる信号であり、この信号を画像

データ伸長部２９へ入力することにより、画像データ伸

長部２９では、この部分FULL信号(PFULL) がＨレベルと

なった時点で画像伸長処理の開始を起動する。

【０２９０】つまり、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７の

残り容量が所定容量以下になった場合に、画像データ伸

長部２９に画像伸長処理の開始を要求するので、ＡＴＭ

セル受信部２７でのＡＴＭセルの受信処理と画像データ

伸長部２９での伸長処理との処理速度差を吸収すること

ができる。また、データの読み出し中に、受信用ＦＩＦ

Ｏメモリ２８－７の容量が一定量以下になったとき（例

えば、１／４以下）は、画像データ伸長部２９での画像

伸長処理にウェイトをかけて抑制するとともに、受信用

ＦＩＦＯメモリ２８－７の読み出しを停止させる。

【０２９１】つまり、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７か

らのＣＢＲデータの読み出し中に、受信用ＦＩＦＯメモ

リ２８－７の残り容量が所定容量以上になった場合に、

画像データ伸長部２９に画像伸長処理を待機するよう要

求するとともに、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７からの

ＣＢＲデータの読み出しを停止するようになっているの

で、受信用ＦＩＦＯメモリ２８－７が空になり、再生後

の画質が乱れることを確実に防止できる。

【０２９２】なお、受信FIFO出力データ(RFODT７～０)

 ，受信FIFOパリティデータ(RFPDT)，受信FIFOリード信

号(XRFRD) も画像データ伸長部２９と遣り取りされる。

（ｃ３）画像データ伸長部の説明

図４２は図２により前述した画像データ伸長部２９の詳

細構成を示すブロック図で、この図４２に示すように、

画像データ伸長部２９は、画像伸長部２９－１，ＯＲゲ

ート２９－２，反転ゲート２９－３，２９－１４，ＡＮ

Ｄゲート２９－４，フリップフロップ回路２９－５，２

９－６，セレクタ(SEL-B) ２９－７，フィールドメモリ

(FMEM-O,E)２９－８，２９－９，セレクタ(SEL-A) ２９

－１０，ディジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換部２９－

１１，ブルーパターン生成部２９－１２，セレクタ(SEL
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-C) ２９－１３，ＮＴＳＣ送信部２９－１５及び静止画

スイッチ(STP-SW)２９－１６をそなえて構成されてい

る。

【０２９３】なお、この図４３において、英略字はそれ

ぞれ以下のものを示す。

　OXEWSEL:奇数／偶数フィールド書き込み選択信号

　OXERSEL:奇数／偶数フィールド読み出し選択信号

　NTSCOUT:ＮＴＳＣ出力信号　　　　　 ASDT:アナログ送信データ

　BPTN: ブルーパターン信号　　　　　 ASDTIN:アナログ送信データ入力信号

　RHSYN:受信水平同期信号　　　　　　 RVSYN: 受信垂直同期信号

　R135: 受信基本サンプリングクロック DRDT7～0:ディジタル受信データ

　MIDT7 ～0:メモリ入力データ　　　　 MWR: メモリリード信号

　NTSCALM:ＮＴＳＣアラーム信号　　　 RFODT７～0:受信FIFO出力データ

　RFXRD:受信FIFOリード信号　　　　　 EREQ:伸長要求信号

　EACT: 伸長起動信号　　　　　　　　 STPSWD:静止画スイッチデータ

　STPG: 静止画ゲート信号

【０２９４】そして、上述のごとく構成された画像デー

タ伸長部２９では、まず、図４３（ｂ）に示すような受

信バッファ部２８からの部分FULL信号(PFULL) と、図４

３（ａ）に示すようなＡＴＭセル受信部２７からの受信

垂直同期信号(RVSYN) が、ＡＮＤゲート２９－４に入力

され、部分FULL信号(PFULL) がＨレベルになると、図４

３（ｃ）に示すような伸長要求信号(EREQ)がこのＡＮＤ

ゲート２９－４から出力され、ＣＰＵ２４８（図３参

照）に通知される。

【０２９５】ＣＰＵ２４８は、受信した伸長要求信号(E

REQ)により、画像伸長部２９－１に伸長起動をかけるた

め、図４３（ｄ）に示すような伸長起動信号(EACT)を画

像伸長部２９－１に入力する。これにより、画像伸長部

２９－１は、図４３（ｅ）に示すように、画像伸長処理

を開始し、図４３（ｆ）に示すような受信FIFOリード信

号(RFXRD) を出力し、受信バッファ部２８から、図４３

（ｇ）に示すように、受信FIFO出力データ(RFODT７～

０）の読み出しを開始する。図４５，図４６はこのよう

な画像伸長部２９－１での動作を示すフローチャート

（ステップＳ５１～Ｓ５３，Ｓ５４）である。

【０２９６】一方、このとき、部分FULL信号(PFULL)

は、画像伸長部２９－１の待ち入力(WAIT）に入力され

ており、部分FULL信号(PFULL) が途中でＬレベルになる

と、伸長処理が一時ウェイト（待ち状態に）され、その

後、部分FULL信号(PFULL) がＨレベルになった時点で伸

長処理が再開される。また、受信バッファ部２８の受信

用ＦＩＦＯメモリ２８－７からは、データとともに、図

４３（ｈ）に示すような、フィールドの奇数／偶数を示

す受信フイールドパリティデータ信号(RFPDT) が読み出

され、これが受信FIFOリード信号(RFXRD) でタイミング

調整されることにより、奇数／偶数フィールド書き込み

選択信号(OXEWSEL) が生成される。

【０２９７】さらに、この奇数／偶数フィールド書き込

み選択信号(OXEWSEL) は、セレクタ(SEL-B) ２９－７の

制御端子（Ａ）に入力されて、奇数フィールド用のフィ

ールドメモリ(FMEM-O)２９－８と偶数フィールド用のフ

ィールドメモリ(FMEM-E)２９－９に交互にデータが書き

込まれる。一方、このとき、奇数／偶数フィールド書き

込み選択信号(OXEWSEL) は、反転ゲート２９－１４で反

転されることにより、図４３（ｉ）に示すような奇数／

偶数フィールド読み出し選択択号(OXERSEL) が生成さ

れ、これがＮＴＳＣ送信部２９－１５及びセレクタ(SEL

-B) ２９－７の選択信号端子（Ｃ）に入力される。

【０２９８】以上のようにして、フィールドメモリ２９

－８，２９－９の書き込み／読み出しが行なわれる。そ

の後、さらにＤ／Ａ変換部２９－１１では、セレクタ(S

EL-A) ２９－１０からのディジタル受信データ(DRDT7～

0)が、ＡＴＭセル受信部２７から供給される受信水平同

期信号(RHSYN) ，受信垂直同期信号(RVSYN) 及び受信基

本サンプリングクロック(R135)に応じて、アナログ送信

データ(ASDT)に変換される。

【０２９９】ＮＴＳＣ送信部２９－１５においては、こ

のアナログ送信データ(ASDT)，受信水平同期信号(RHSY

N) ，受信垂直同期信号(RVSYN) ，受信基本サンプリン

グクロック(R135)，奇数／偶数フィールド読み出し選択

信号(OXERSEL) から垂直同期信号，水平同期信号，フィ

ールド画像信号を含むアナログ信号(NTSCOUT) を生成す

る。図４４はこのＮＴＳＣ送信部での動作タイミングの

一例を示すタイムチャートである。

【０３００】また、ブルーパターン生成部２９－１２

は、画面を青にする固定のアナログパターンを出力する

もので、ＡＴＭセル受信部２７からのＡＴＭアラーム信

号(ATMALM)がＨレベルになると、ブルーパターン生成部

２９－１２で生成されるブルーパターン信号(BPTN)がセ

レクタ(SEL-C) ２９－１３から選択されて出力される。

さらに、静止画スイッチ(STP-SW)２９－１６がＯＮに設

定されると、図４３（ｍ）に示すように、静止画スイッ

チデータ(STPSWD)がＨレベルになり、図４３（ｎ）に示

すように、垂直同期信号でタイミング調整された静止画

ゲート信号(STPG)がフィールタイミングに同期してＨレ

ベルとなり、この結果、フィールドメモリ２９－８，２

９－９への書き込みが停止される。
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【０３０１】このとき、フィールドメモリ２９－８，２

９－９の読み出し処理は継続して動作しているため、静

止画スイッチ(STP-SW)２９－１６がＯＮに設定された時

点の画像データが静止画のアナログ信号(NTSCOUT) とし

て出力されることになる。このように、上述の画像デー

タ伸長部２９は、ＡＴＭセル受信部２７で再生されたＮ

ＴＳＣ信号に含まれる垂直同期信号(RVSYN) に基づい

て、各フィールドに対するＪＰＥＧ画像伸長処理を開始

するので、送信側の画像圧縮処理と同期したタイミング

で受信した圧縮データを再生することができ、リアルタ

イムな通信を実現できる。

【０３０２】また、この画像データ伸長部２９は、画像

伸長対象となるフィールドの識別番号に対応して複数の

フィールドメモリ２９－８，２９－９をそなえ、フィー

ルド識別情報から画像伸長処理対象となるフィールドを

判別し、そのフィールドをそれぞれフィールド識別情報

に応じたフィールドメモリ２９－８，２９－９に書き込

む一方、各フィールドを、書き込み行なったフィールド

メモリ２９－８，２９－９とは異なるフィールドメモリ

から読み出すようになっているので、受信データ（ＶＢ

Ｒデータ）の伸長処理とともにフィールド識別情報も処

理することができる。

【０３０３】また、このとき、画像データ伸長部２９

は、各フィールドに対するＪＰＥＧ画像伸長処理を最初

に入力されたフィールドから開始するので、特別な処理

を行なうことなく自動的に画像圧縮処理が開始されたフ

ィールドから画像伸長処理を開始することができる。

【０３０４】さらに、この画像データ伸長部２９は、静

止画スイッチ２９－１６のフィールドメモリ２９－８，

２９－９への書き込み操作により、再生後の動画像デー

タのフィールドメモリ２９－８，２９－９への書き込み

のみを停止することで、再生する元の動画像データを静

止画状態できるので、極めて簡素な構成で、受信側で任

意のタイミングで静止画像を提供することができる。

【０３０５】このように、本実施形態における画像通信

装置２１（送信部２２，受信部２３）によれば、動画像

データを、静止画像用の圧縮方式（ＪＰＥＧ方式）を用

いて、一定の伝送速度をもつデータに圧縮してＡＴＭセ

ル化することにより、高圧縮率，高画質を保ったまま動

画像データに対する圧縮／伸長などの画像処理を高速に

行なえることができるとともに、本画像通信装置２１を

小型、且つ、低コストに実現できる。

【０３０６】なお、本実施形態では、画像通信装置２１

が、送信部２２，受信部２３の両方をそなえて構成され

ているが、例えば、送信部２２のみをそなえることによ

り送信専用の装置として構成してもよいし、受信部２３

のみをそなえることにより受信専用の装置として構成し

てもよい。

【０３０７】

【発明の効果】以上詳述したように、本発明の固定長セ

ル取扱式画像通信方法によれば、送信すべき動画像デー

タを、フィールドタイミング情報に応じて所要の静止画

像用圧縮処理を施すことにより、それぞれ独立した可変

長データに変換しさらに一定の伝送速度をもつ固定長デ

ータに変換するので、静止画像用の圧縮方式を用いて動

画像データを効果的に圧縮できるとともに、圧縮後の動

画像データを容易に固定長セル化して非同期に送信する

ことができる。従って、固定長セルの伝送路を極めて効

率的に利用することができる。また、このとき、固定長

データとフィールドタイミング情報とを固定長セルにお

いて送出するので、受信側では、静止画像用の圧縮方式

を用いて圧縮された動画像データを、確実に、且つ、高

速に再生することができ、リアルタイムの通信が可能に

なる（請求項１）。

【０３０８】なお、上述の所要の静止画像用圧縮処理

は、各フィールド内の画面情報に対する画像圧縮処理を

それぞれ各フィールド毎に独立して行なうフィールド内

圧縮方式、具体的には、ＪＰＥＧ方式を用いて行なわれ

るので、静止画像用圧縮処理の圧縮率の高さ，良好な画

質，簡素な回路構成，小型で低コスト，画像処理時間の

短さという各種の利点を生かすことができ、例えば、テ

レビ会議システムなどにおいて要求されるリアルタイム

な通信を極めて容易に実現できる（請求項２，３）。

【０３０９】また、上述のように固定長データとフィー

ルドタイミング情報とは固定長セルにおいて送信され

る、具体的には、固定長データ転送用のアダプテーショ

ン・レイヤ１を利用して送信するので、固定長セル化を

ハードウェアにより実現でき、高速処理が可能となる

（請求項４，５）。また、本発明の固定長セル取扱式画

像通信用送信装置によれば、静止画像用圧縮処理を施す

画像データ圧縮部，可変長データを固定長データに変換

する送信バッファ部及び固定長データを固定長セル化し

て固定長セルにおいて送信する固定長セル送信部をそな

えることにより、極めて容易に、請求項１記載の方法を

適用した装置を各機能毎に分割して実現することができ

る（請求項６）。

【０３１０】さらに、上述の画像データ圧縮部は、上記

のフィールドタイミング情報に基づいて、各フィールド

に対する静止画像用圧縮処理を開始するので、確実に、

各フィールド毎に圧縮処理を施すことができる（請求項

７）。具体的には、このときフィールドタイミング情報

として、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれる垂直同

期信号に基づいて、各フィールドに対する静止画像用圧

縮処理を開始するので、上述の送信装置を極めて容易に

ＮＴＳＣ方式の動画像データに対して適用することがで

きる（請求項８）。

【０３１１】また、この画像データ圧縮部は、各フィー

ルドに対する静止画像用圧縮処理を所定のフィールドか

ら開始するので、圧縮処理を開始したフィールドを識別

できるように特別な情報を送信する必要はない。また、

10

20

30

40

50



(38) 特開平９－１６８１５０
73 74

受信側では、特別な処理を行なうことなく自動的に圧縮

処理が開始されたフィールドを認識することができるよ

うになる（請求項９）。

【０３１２】具体的に、このとき、画像データ圧縮部

は、最初に入力されたフィールドから静止画像用圧縮処

理を開始するようにすれば、極めて簡素な構成で、上述

のような効果ないし利点を得られる（請求項１０）。さ

らに、画像データ圧縮部は、上記の可変長データとして

得られる静止画像用圧縮処理後の単位フィールド当たり

の圧縮画像データ量ＣＤが予め設定された範囲内に収ま

るよう、静止画像用圧縮処理の圧縮率を、各フィールド

に対する静止画像用圧縮処理毎に調整するので、常に、

動画像データを許容される圧縮画像データ量ＣＤの範囲

内に収めて、最良な画質を提供することができる（請求

項１１）。

【０３１３】具体的に、この画像データ圧縮部では、ス

ケーリングファクタ演算処理部によって、静止画像用圧

縮処理により得られた圧縮画像データ量ＣＤと閾値設定

部の閾値とを比較し、その比較結果に基づいて、スケー

リングファクタ値ＳＦの演算処理を行なうことにより、

次フィールドに対する静止画像用圧縮処理のためのスケ

ーリングファクタ値ＳＦを更新するようにすれば、確実

に、動画像データを許容される圧縮画像データ量ＣＤの

範囲内に収めることができる（請求項１２）。

【０３１４】そして、上述のスケーリングファクタ演算

処理部は、圧縮画像データ量ＣＤが上限値ＲＢupを越え

た場合は、スケーリングファクタ値ＳＦの値を１段階大

きくする一方、圧縮画像データ量が下限値ＲＢdnを下回

った場合は、スケーリングファクタ値ＳＦの値を１段階

小さくする演算を行なえば、圧縮画像データ量ＣＤを、

主に上限値ＲＢupと下限値ＲＢdnの間で変動させるよう

にすることができるので、より確実に最良な画質を提供

することができる（請求項１３）。

【０３１５】なお、このスケーリングファクタ演算処理

部は、圧縮画像データ量ＣＤが、目標値ＲＴ以下の場合

はスケーリングファクタ値ＳＦを所要量「ａ」（ただ

し、ａは正の実数）だけ減少させる一方、目標値ＲＴ以

上の場合はスケーリングファクタ値ＳＦを所要量「ｂ」

（ただし、ｂは正の実数）だけ増加させるとともに、圧

縮画像データ量ＣＤが、下限値ＲＢdn以下の場合はスケ

ーリングファクタ値ＳＦを所要量「ｃ」（ただし、ｃは

ｃ＞ａなる実数）だけ減少させる一方、上限値ＲＢup以

上の場合はスケーリングファクタ値ＳＦを所要量「ｄ」

（ただし、ｄはｄ＞ｂなる実数）だけ増加させる演算を

行なえば、圧縮画像データ量ＣＤを、常に、目標値ＲＴ

付近で変動するようにすることができ、これにより、良

好な画質と伝送路（帯域）の有効利用とに大いに寄与す

る（請求項１４）。

【０３１６】また、この場合は、上記の所要量「ｄ」と

して、圧縮画像データ量ＣＤに比例する所定の関数によ

り得られる値が用いられるので、前時点での圧縮画像デ

ータ量ＣＤが許容される最大値を超えた場合でも、確実

に、次の時点での圧縮画像データ量ＣＤを許容最大値以

下にすることができ、圧縮画像データ量ＣＤが許容最大

値を超えてしまう確率を大幅に減少させることができる

（請求項１５）。

【０３１７】さらに、上述のスケーリングファクタ演算

処理部は、上記の目標値ＲＴについての目標下限値ＲＴ

dnと目標上限値ＲＴupとを閾値設定部に設定しておき、

圧縮画像データ量ＣＤが目標下限値ＲＴdnと目標上限値

ＲＴupとの間ではスケーリングファクタ値ＳＦの更新を

行なわないようにすれば、目標値ＲＴに幅ができ、圧縮

画像データ量ＣＤが目標値ＲＴ付近となっている場合の

不要なスケーリングファクタ値ＳＦの更新を防いで、画

質のぐらつきなどを効果的に防止することができるよう

になる（請求項１６）。

【０３１８】また、このスケーリングファクタ演算処理

部は、圧縮画像データ量ＣＤが上限値ＲＢup以上の場合

は、スケーリングファクタ値ＳＦに圧縮画像データ量Ｃ

Ｄのｎ（ｎは自然数）次関数量を加算する一方、圧縮画

像データ量ＣＤが下限値ＲＢdn以下の場合は、スケーリ

ングファクタ値ＳＦから圧縮画像データ量ＣＤのｎ次関

数量を減算するようにすれば、あるフィールドの圧縮画

像データ量ＣＤが許容される範囲内に収まらなかった場

合でも、次フィールドの圧縮画像データ量ＣＤを確実且

つ迅速にこの許容範囲内に収まるようにできるので、圧

縮画像データ量ＣＤが許容範囲内を超えてしまう確率を

大幅に減少させることができるとともに、画質を大幅に

向上させることができる（請求項１７）。

【０３１９】さらに、このスケーリングファクタ演算処

理部は、閾値設定部に、閾値として最大圧縮画像データ

量ＲC を設定しておき、圧縮画像データ量ＣＤが最大圧

縮画像データ量ＲC を超えた場合に、最大圧縮画像デー

タ量ＲC 以下の圧縮データのみを送信すべく所要の処理

を行なうとともに、圧縮画像データ量ＣＤが最大圧縮画

像データ量ＲC を超えた旨を圧縮データの受信側に通知

するようにすれば、必要なバッファ量を大幅に削減する

ことができるので、装置の小型化，低コスト化に大いに

寄与する。また、受信側では、圧縮画像データ量ＣＤが

最大圧縮画像データ量ＲC を超えた旨の通知を受けるこ

とにより、最大圧縮画像データ量ＲC を超えなかった前

フィールドの画像を表示するなどの対処を施すことがで

きる（請求項１８）。

【０３２０】また、上述の画像データ圧縮部は、上記の

フィールドタイミング情報の同期外れ、具体的には、Ｎ

ＴＳＣ方式の動画像データに含まれる水平同期信号，垂

直同期信号のいずれかの同期外れを検出すると、その旨

を示すアラーム信号を固定長セル送信部に通知して、固

定長セルの送信を停止させるので、無駄な固定長セルの

送信を抑えることができ、例えば、この場合の固定長セ
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ルに対する無駄な課金を防ぐことができる（請求項１

９，２０）。

【０３２１】次に、上述の送信バッファ部は、画像デー

タ圧縮部で得られた可変長データの有効データ部分の後

に、空き情報としてのアイドルパターンを所要量挿入す

ることにより、各フィールド毎に得られる可変長データ

を、それぞれ一定の伝送速度をもつ固定長データに変換

するので、極めて容易に、可変長データを一定の伝送速

度を有する固定長データに変換することができる（請求

項２１）。

【０３２２】例えば、この送信バッファ部は、各フィー

ルド毎の可変長データのデータ量をそれぞれ所定のデー

タ量に変換するとともに、各データ量の比率を全フィー

ルド分の可変長データのデータ量に対して所望の比率に

することにより、可変長データを一定の伝送速度をもつ

固定長データに変換するので、極めて正確に、固定長デ

ータを伝送することができるようになる（請求項２

２）。

【０３２３】また、より具体的に、この送信バッファ部

では、画像データ圧縮部３からの静止画像用圧縮処理の

終了信号に応じて、書き込み用セレクタ部の出力を切り

替えることにより、画像データ圧縮部から圧縮データと

して入力される可変長データを送信用ＦＩＦＯメモリに

選択的に書き込む一方、上記の終了信号に応じて、読み

出し用セレクタ部の出力を切り替えることにより、可変

長データの書き込み中である送信用ＦＩＦＯメモリ以外

の送信用ＦＩＦＯメモリから可変長データの読み出すと

ともにアイドルパターンを挿入するので、画像データ圧

縮部での動画像データに対する圧縮処理と固定長セル送

信部による動画像データ（固定長セル）の伝送処理を同

時に行なうことができる。従って、送信装置での処理を

高速化して、リアルタイムな通信が実現可能となる（請

求項２３）。

【０３２４】さらに、この送信バッファ部は、可変長デ

ータを読み出している送信用ＦＩＦＯメモリが空の場合

は、アイドルパターンとして、所定の固定データ、具体

的には、各フィールド毎に割り当てられるフィールド識

別情報に応じた異なる固定値を挿入するので、アイドル

パターンの格納処理を確実に行なうことができるととも

に、その回路構成を簡素化することができる。また、変

換後の固定長データがどのフィールド（例えば、ＮＴＳ

Ｃ方式における奇数フィールド，偶数フィールド）に対

応するフィールドであるかを容易に識別できるようにな

る（請求項２４，２５）。

【０３２５】次に、上述の固定長セル送信部は、送信バ

ッファ部からの固定長データの伝送速度を、画像データ

圧縮部での静止画像用圧縮処理で用いられている基本サ

ンプリングクロックの周波数に基づいた伝送速度に変換

して、固定長データを固定長セルにおいて送信するの

で、極めて容易に、画像データ（固定長データ）の伝送

速度以外のクロックを伝送することが可能になる（請求

項２６）。

【０３２６】具体的に、この固定長セル送信部は、送信

バッファ部からの固定長データの伝送速度を、基本サン

プリングクロックの周波数の所定倍に変換することによ

り、所望の伝送速度に変換するようにすれば、極めて簡

素な構成で、上述の伝送速度の変換処理を実現できる

（請求項２７）。

【０３２７】例えば、この固定長セル送信部は、基本サ

ンプリングクロックの周波数を「１３．５ＭＨｚ」とし

て、この基本サンプリングクロックの周波数を「３／

２」倍することにより、固定長データの伝送速度を「２

０．２５ＭＨｚ」に変換するようにすれば、固定長デー

タ伝送時の伝送路の有効利用を確実に図ることができる

（請求項２８）。

【０３２８】また、この固定長セル送信部は、基本サン

プリングクロックの周波数に基づいた伝送速度について

の伝送速度情報を固定長データとともに固定長セルにお

いて送信する、例えば、この伝送速度情報をＳＲＴＳ方

式で送信するので、任意に所望の基本サンプリングクロ

ックを伝送できる（請求項２９，３０）。具体的に、こ

の場合、固定長セル送信部は、基本サンプリングクロッ

ク周波数を１／Ｍに分周する分周回路と、基本サンプリ

ングクロック周波数の（Ｎ／Ｍ）×Ｋ倍（Ｋは自然数）

倍のクロック周波数を発振する発振器と、分周回路によ

り１／Ｍに分周された基本サンプリングクロックを、発

振器の出力に基づいて、Ｎ倍する周波数Ｎ倍化回路とを

そなえて実現されるので、回路構成の単純化とコストダ

ウンを図ることができる（請求項３１）。

【０３２９】そして、上記の周波数Ｎ倍化回路は、入力

クロックを１／８Ｋ分周するカウンタをそなえ、このカ

ウンタのリセット入力に、分周回路で分周された基本サ

ンプリングクロック周波数を発振器のクロック周波数を

用いて立ち上がり検出することにより得られる微分パル

スを入力するように構成すれば、確実に、回路構成の単

純化とコストダウンを図りつつ、本回路を実現できる

（請求項３２）。

【０３３０】また、本発明の固定長セル取扱式画像通信

方法によれば、受信した固定長セルから、固定長データ

とフィールドタイミング情報とを再生し、この再生した

フィールドタイミング情報に基づいて、画像データ（可

変長データ）に対して所要の静止画像用伸長処理を施す

ことにより、元の動画像データを再生するので、固定長

セル化された圧縮後の動画像データを非同期に受信する

ことができるとともに、静止画像用の伸長方式を用いて

動画像データを効果的に伸長（再生）できる。従って、

固定長セルの伝送路を極めて効率的に利用することがで

きる。また、このとき、固定長データとフィールドタイ

ミング情報とを固定長セルにおいて受信するので、静止

画像用の圧縮方式を用いて圧縮された動画像データを、
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確実に、且つ、高速に再生することができ、リアルタイ

ムの通信が可能になる（請求項３３）。

【０３３１】なお、上述の所要の静止画像用伸長処理

は、各フィールド内の画面情報に対する画像伸長処理を

それぞれ各フィールド毎に独立して行なうフィールド内

伸長方式、具体的には、ＪＰＥＧ方式を用いて行なわれ

るので、送信側と同様に、静止画像用圧縮処理の圧縮率

の高さ，良好な画質，簡素な回路構成，小型で低コス

ト，画像処理時間の短さという各種の利点を生かすこと

ができ、例えば、テレビ会議システムなどにおいて要求

されるリアルタイムな通信を極めて容易に実現できる

（請求項３４，３５）。

【０３３２】また、上述のように受信した固定長セルの

データ部には、固定長データとフィールドタイミング情

報とが格納されている、つまり、固定長セルを、固定長

データ転送用のアダプテーションレイヤ１を利用して受

信することができるので、固定長セルから固定長データ

を取り出す処理（固定長セルの分解）をハードウェアに

より実現でき、高速処理が可能となる（請求項３６，３

７）。

【０３３３】さて、次に、本発明の固定長セル取扱式画

像通信用受信装置によれば、固定長データとフィールド

タイミング情報を含む固定長セルを受信する固定長セル

受信部，固定長データを可変長データ（圧縮されている

動画像データ）に変換する受信バッファ部及び可変長デ

ータに対して所要の静止画像用伸長処理を施す画像デー

タ伸長部をそなえることにより、極めて容易に、上記の

請求項３３記載の方法を適用した装置を各機能毎に分割

して実現することができる（請求項３８）。

【０３３４】そして、上記の固定長セル受信部は、固定

長セルのデータ部に含まれる固定長セルについての受信

伝送速度情報から、画像データ伸長部での静止画像用伸

長処理に用いられるフィールドタイミング情報を再生す

べく、内部の基本サンプリングクロックを生成するの

で、極めて容易に、フィールドタイミング情報を再生す

るための基本サンプリングクロックを生成することがで

きる（請求項３９）。

【０３３５】具体的に、この固定長セル受信部では、伝

送速度情報生成部により生成した内部伝送速度情報と、

受信した固定長セルのデータ部に含まれる受信伝送速度

情報とについて差分演算部で差分演算を施すことによっ

て差分伝送速度情報を得、基本サンプリングクロック生

成部により、この差分演算部で得られた差分伝送速度情

報が「０」となるように伝送速度情報生成部の出力を制

御する内部クロックを生成するとともに、この内部クロ

ックに基づいて、基本サンプリングクロックを生成する

ので極めて簡素な構成で、確実に、基本サンプリングク

ロックを生成することができる（請求項４０）。

【０３３６】さらに、上述の基本サンプリングクロック

生成部では、内部クロック生成用ＰＬＬ部により、差分

演算部で得られた差分伝送速度情報に基づいて、内部ク

ロックを生成し、サンプリングクロック生成用ＰＬＬ部

により、差分演算部で得られた差分伝送速度情報に基づ

いて、サンプリングクロックを生成し、受信ユーザクロ

ック生成用ＰＬＯ部により、このサンプリングクロック

生成用ＰＬＬ部からのサンプリングクロックの周波数を

所定倍して受信ユーザクロックを生成し、周波数倍化部

により、この受信ユーザクロック生成用ＰＬＯ部で生成

された受信ユーザクロックの周波数を所定倍すること

で、所望の周波数を有する基本サンプリングクロックが

生成されるので、極めて容易に、且つ、単純な回路で本

基本サンプリングクロック生成部を実現できる（請求項

４１）。

【０３３７】なお、この基本サンプリングクロック生成

部では、内部クロック生成用ＰＬＬ部，サンプリングク

ロック生成用ＰＬＬ部及び周波数倍化部のみをそなえ

て、内部クロック生成用ＰＬＬ部により、差分演算部で

得られた差分伝送速度情報に基づいて、内部クロックを

生成し、サンプリングクロック生成用ＰＬＬ部により、

差分演算部で得られた差分伝送速度情報に基づいて、サ

ンプリングクロックを生成し、さらに周波数倍化部によ

り、このサンプリングクロック生成用ＰＬＬ部で生成さ

れたサンプリングクロックの周波数を所定倍することで

も、所望の周波数を有する基本サンプリングクロックを

生成できるので、さらに回路の単純化を図ることができ

る（請求項４２）。

【０３３８】また、基本サンプリングクロック生成部

は、画像データ伸長用クロック生成部によって、再生し

た基本サンプリングクロックに基づいて、画像データ伸

長部での静止画像用伸長処理に用いられるフィールドタ

イミング情報として画像データ伸長用クロックを生成す

るので、受信側で送信側と同じタイミングのクロックを

生成することができ、リアルタイムな通信が可能になる

（請求項４３）。

【０３３９】具体的に、上記の画像データ伸長用クロッ

ク生成部は、水平同期信号再生部と垂直同期信号再生部

とをそなえれば、水平同期信号再生部により、基本サン

プリングクロックから、画像データ伸長用クロックとし

て、ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれる水平同期信

号を再生し、垂直同期信号再生部により、基本サンプリ

ングクロックから、画像データ伸長用クロックとして、

ＮＴＳＣ方式の動画像データに含まれる垂直同期信号を

再生することができるので、ＮＴＳＣ方式の動画像に対

して、本受信装置を極めて容易に適用することができる

（請求項４４）。

【０３４０】さらに、この固定長セル受信部は、固定長

セルを受信していない状態を示す信号と受信した固定長

セルを一時的に保持するバッファの空き状態を示す信号

との論理和演算を行ない、その演算結果をアラーム信号

として出力しうる論理和演算部をそなえてもよく、この
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場合、固定長セル受信部は、この論理和演算部からアラ

ーム信号が出力されると、画像データ伸長部に所定パタ

ーンの画像データを元の動画像データとして再生させる

べく、アラーム信号を画像データ伸長部へ出力すること

ができるので、固定長セルが正常に受信できていないこ

とをユーザに通知できるとともに、再生後の画像が見苦

しくなることを防止できる（請求項４５）。

【０３４１】次に、上述の受信バッファ部は、固定長セ

ル受信部からの固定長データを一時的に保持する受信用

ＦＩＦＯメモリをそなえ、この受信用ＦＩＦＯメモリの

残り容量が所定容量以下になった場合に、画像データ伸

長部に静止画像用伸長処理の開始を要求するので、固定

長セル受信部での固定長セルの受信処理と画像データ伸

長部での伸長処理との処理速度差を吸収することができ

る（請求項４６）。

【０３４２】また、この受信バッファ部は、受信用ＦＩ

ＦＯメモリからの固定長データの読み出し中に、その受

信用ＦＩＦＯメモリの残り容量が所定容量以上になった

場合に、画像データ伸長部に静止画像用伸長処理を待機

するよう要求するとともに、受信用ＦＩＦＯメモリから

の固定長データの読み出しを停止するので、受信用ＦＩ

ＦＯメモリが空になり、再生後の画質が乱れることを確

実に防止できる（請求項４７）。

【０３４３】さらに、この受信バッファ部は、画像デー

タ書込部により、固定長データのうち画像データ伸長部

で静止画像用伸長処理を施すべき有効データ部分のみを

受信用ＦＩＦＯメモリに書き込むので、不要なデータを

選別することができ、受信用ＦＩＦＯメモリの容量を最

小限に抑えることができる。また、次のフィールドの画

像伸長処理時に、無駄なデータを読み出すことを防ぐこ

とができ、画像伸長処理の起動から、実際の伸長処理の

開始までのタイムラグを無くすことができる（請求項４

８）。

【０３４４】具体的に、この画像データ書込部は、有効

データ部分の始まりを示す始点コードを検出する始点コ

ード検出部と、有効データ部分の終わりを示す終端コー

ドを検出する終端コード検出部とをそなえ、受信用ＦＩ

ＦＯメモリに固定長データを書き込む前に、始点コード

検出部で検出された始点コードと終端コード検出部で検

出された終端コードとに基づいて、始点コードから終端

コードまでの有効データ部分のみを受信用ＦＩＦＯメモ

リに書き込むように構成されるので、極めて簡素な構成

で、上述の画像データ書込部を実現できる（請求項４

９）。

【０３４５】また、上述の受信バッファ部は、各フィー

ルド毎に割り当てられたフィールド識別情報に応じて異

なる固定値を受信することにより、画像データ伸長部８

での静止画像用伸長処理の対象となるフィールドのフィ

ールド識別情報を識別し、その識別結果を画像データ伸

長部に通知することができるので、画像データ伸長部で

は、常に、画像伸長処理を施す圧縮データ（可変長デー

タ）がどのフィールドに対応するものかを把握しながら

画像伸長処理を行なうことができる（請求項５０）。

【０３４６】具体的に、この受信バッファ部は、固定長

セル受信部からの固定長データと、画像データ伸長部で

の静止画像用伸長処理の対象となるフィールドのフィー

ルド識別情報とを記憶しうる受信用ＦＩＦＯメモリをそ

なえることにより、この受信用ＦＩＦＯメモリからの固

定長データの読み出し時に、フィールド識別情報を読み

出して、画像データ伸長部に通知することができるの

で、フィールド識別情報を通知するための特別な回路を

用いる必要がなく、回路の大幅な単純化を図ることがで

きる（請求項５１）。

【０３４７】次に、上述の画像データ伸長部は、フィー

ルドタイミング情報に基づいて、具体的には、固定長セ

ル受信部で再生されたＮＴＳＣ方式の動画像データに含

まれる垂直同期信号に基づいて、各フィールドに対する

静止画像用伸長処理を開始するので、送信側の画像圧縮

処理と同期したタイミングで受信した圧縮データを再生

することができ、リアルタイムな通信を実現できる（請

求項５２，５３）。

【０３４８】また、このとき、画像データ伸長部は、各

フィールドに対する静止画像用伸長処理を所定のフィー

ルドに固定して開始する、具体的には、最初に入力され

たフィールドから静止画像用伸長処理を開始するので、

特別な処理を行なうことなく自動的に画像圧縮処理が開

始されたフィールドから画像伸長処理を開始することが

できる（請求項５４，５５）。

【０３４９】さらに、この画像データ伸長部は、受信バ

ッファ部からの各フィールド毎の可変長データを各フィ

ールドに割り当てられたフィールド識別情報に応じて記

憶しうる複数のフィールドメモリをそなえることによ

り、フィールド識別情報から静止画像用伸長処理の対象

となるフィールドを判別し、対応する可変長データをそ

れぞれフィールド識別情報に応じたフィールドメモリに

書き込む一方、書き込みを行なったフィールドメモリと

は異なるフィールドメモリから可変長データを読み出す

ことができるので、可変長データの伸長処理とともにフ

ィールド識別情報も処理することができる（請求項５

６）。

【０３５０】なお、この画像データ伸長部は、可変長デ

ータの該フィールドメモリへの書き込みを停止しうる静

止画スイッチをそなえれば、この静止画スイッチによる

該可変長データのフィールドメモリへの書き込み停止操

作が行なわれた場合に、可変長データのフィールドメモ

リへの書き込みのみを停止することにより、再生した元

の動画像を静止画状態にできるので、極めて簡素な構成

で、任意のタイミングで静止画像を提供することができ

る（請求項５７）。

【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の原理ブロック図である。

【図２】本発明の一実施形態を示すブロック図である。

【図３】本実施形態における画像データ圧縮部の詳細構

成を示すブロック図である。

【図４】（ａ）～（ｅ）はそれぞれ本実施形態における

ＮＴＳＣ受信部の動作の一例を示すタイムチャートであ

る。

【図５】（ａ）～（ｇ）はそれぞれ本実施形態における

画像データ圧縮部の動作の一例を示すタイムチャートで

ある。

【図６】（ａ）～（ｋ）はそれぞれ本実施形態における

画像データ圧縮部の動作の一例を示すタイムチャートで

ある。

【図７】（ａ）～（ｃ）はそれぞれ本実施形態における

画像データ圧縮部の動作の一例を示すタイムチャートで

ある。

【図８】本実施形態における画像データ圧縮部の動作の

一例を説明するためのフローチャートである。

【図９】本実施形態における画像データ圧縮部の動作の

一例を説明するためのフローチャートである。

【図１０】本実施形態における画像データ圧縮部の動作

の一例を説明するためのフローチャートである。

【図１１】本実施形態の画像データ圧縮部によるスケー

リングファクタ演算処理の一例を説明するためのフロー

チャートである。

【図１２】本実施形態の画像データ圧縮部によるスケー

リングファクタ更新処理（１）を説明するためのフロー

チャートである。

【図１３】本実施形態の画像データ圧縮部においてスケ

ーリングファクタ更新処理（１）を行なった場合の圧縮

画像データ量の推移の一例を示す図である。

【図１４】本実施形態の画像データ圧縮部によるスケー

リングファクタ更新処理（２）を説明するためのフロー

チャートである。

【図１５】本実施形態の画像データ圧縮部においてスケ

ーリングファクタ更新処理（２）を行なった場合の圧縮

画像データ量の推移の一例を示す図である。

【図１６】本実施形態の画像データ圧縮部によるスケー

リングファクタ更新処理（３）を説明するためのフロー

チャートである。

【図１７】本実施形態の画像データ圧縮部においてスケ

ーリングファクタ更新処理（３）を行なった場合の圧縮

画像データ量の推移の一例を示す図である。

【図１８】本実施形態の画像データ圧縮部によるスケー

リングファクタ更新処理（４）を説明するためのフロー

チャートである。

【図１９】本実施形態の画像データ圧縮部によるスケー

リングファクタ更新処理（５）を説明するためのフロー

チャートである。

【図２０】本実施形態における送信バッファ部の詳細構

成を示すブロック図である。

【図２１】本実施形態の送信バッファ部でのアイドルス

タッフィング処理の一例を説明するための図である。

【図２２】（ａ）～（ｕ）はそれぞれ本実施形態の送信

バッファ部の動作の一例を示すタイムチャートである。

【図２３】本実施形態におけるＡＴＭセル送信部の詳細

構成を示すブロック図である。

【図２４】（ａ），（ｂ）はそれぞれ本実施形態のＡＴ

Ｍセル送信部の動作の一例を示すタイムチャートであ

る。

【図２５】（ａ）～（ｄ）はそれぞれ本実施形態のＡＴ

Ｍセル送信部の動作の一例を示すタイムチャートであ

る。

【図２６】（ａ）～（ｏ）はそれぞれ本実施形態のＡＴ

Ｍセル送信部の動作の一例を示すタイムチャートであ

る。

【図２７】本実施形態におけるＡＴＭセル受信部の詳細

構成を示すブロック図である。

【図２８】（ａ）～（ｎ）はそれぞれ本実施形態のＡＴ

Ｍセル受信部の動作の一例を示すタイムチャートであ

る。

【図２９】本実施形態のＡＴＭセル受信部に用いられる

ＤＰＬＬ回路の構成を示すブロック図である。

【図３０】本実施形態のＡＴＭセル受信部に用いられる

ＤＰＬＬ回路の構成を示すブロック図である。

【図３１】本実施形態のＤＰＬＬ回路に用いられるパル

ス制御部の構成を示すブロック図である。

【図３２】（ａ）～（ｇ）はそれぞれ本実施形態のＤＰ

ＬＬ回路に用いられるパルス制御部の動作の一例を示す

タイムチャートである。

【図３３】本実施形態のＤＰＬＬ回路に用いられるパル

ス調整部の構成を示すブロック図である。

【図３４】（ａ）～（ｆ）はそれぞれ本実施形態のＤＰ

ＬＬ回路に用いられるパルス調整部の動作の一例を示す

タイムチャートである。

【図３５】（ａ）～（ｆ）はそれぞれ本実施形態のＤＰ

ＬＬ回路に用いられるパルス調整部の動作の一例を示す

タイムチャートである。

【図３６】（ａ）～（ｆ）はそれぞれ本実施形態のＤＰ

ＬＬ回路に用いられるパルス調整部の動作の一例を示す

タイムチャートである。

【図３７】（ａ）～（ｆ）はそれぞれ本実施形態のＤＰ

ＬＬ回路に用いられるパルス調整部の動作の一例を示す

タイムチャートである。

【図３８】本実施形態のＡＴＭセル受信部に用いられる

ＰＬＯ回路の構成を示すブロック図である。

【図３９】（ａ）～（ｄ）はそれぞれ本実施形態のＡＴ

Ｍセル受信部に用いられるＰＬＯ回路の動作の一例を示

すタイムチャートである。

【図４０】本実施形態における受信バッファ部の詳細構
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成を示すブロック図である。

【図４１】（ａ）～（ｌ）はそれぞれ本実施形態の受信

バッファ部の動作の一例を示すタイムチャートである。

【図４２】本実施形態における画像データ伸長部の詳細

構成を示すブロック図である。

【図４３】（ａ）～（ｎ）はそれぞれ本実施形態におけ

る画像データ伸長部の動作の一例を示すタイムチャート

である。

【図４４】（ａ）～（ｅ）はそれぞれ本実施形態のＮＴ

ＳＣ送信部の動作の一例を示すタイムチャートである。

【図４５】本実施形態の画像伸長部の動作の一例を説明

するためのフローチャートである。

【図４６】本実施形態の画像伸長部の動作の一例を説明

するためのフローチャートである。

【図４７】本実施形態の送信バッファ部の他の詳細構成

を示すブロック図である。

【図４８】（ａ）～（ｕ）はそれぞれ本実施形態の送信

バッファ部の他の動作を説明するためのタイムチャート

である。

【図４９】本実施形態の送信バッファ部におけるＶＢＲ

／ＣＢＲ変換タイミング生成部の詳細構成を示すブロッ

ク図である。

【図５０】（ａ）～（ｐ）はそれぞれ本実施形態のＶＢ

Ｒ／ＣＢＲ変換タイミング生成部の動作を説明するため

のタイムチャートである。

【図５１】（ａ）～（ｐ）はそれぞれ本実施形態のＶＢ

Ｒ／ＣＢＲ変換タイミング生成部の動作を説明するため

のタイムチャートである。

【図５２】（ａ）～（ｄ）はそれぞれ本実施形態のＶＢ

Ｒ／ＣＢＲ変換タイミング生成部の動作を説明するため

のタイムチャートである。

【図５３】一般的なＡＴＭネットワークを利用した画像

通信システムの一例を示すブロック図である。

【図５４】一般的なＪＰＥＧ方式を用いたＡＴＭ画像通

信装置の構成の一例を示すブロック図である。

【図５５】ＪＰＥＧ方式に用いられるフレーム・フォー

マットの一例を示す図である。

【図５６】８×８ブロック化処理を説明するための図で

ある。

【図５７】８×８ブロック化処理を説明するための図で

ある。

【図５８】ＤＣＴ係数ＳVU，量子化ステップサイズ

ＱVU，量子化ＤＣＴ係数ＳｑVUの関係を示す図である。

【図５９】逆量子化ＤＣＴ係数ＲVU，量子化ステップサ

イズＱVU，受信した量子化ＤＣＴ係数ＳｑVUの関係を示

す図である

【図６０】標準量子化テーブルの一例を示す図である。

【図６１】ＡＴＭセルのフォーマットの一例を示す図で

ある。

【図６２】ＳＡＲ－ＰＤＵのフォーマットの一例を示す

図である。

【図６３】ＳＡＲヘッダのフォーマットの一例を示す図

である。

【図６４】ＲＴＳデータの生成及び転送処理の一例を説

明するための図である。

【図６５】ＮＴＳＣ方式を説明するための図である。

【図６６】（ａ）～（ｃ）はそれぞれＮＴＳＣ信号を説

明するためのタイムチャートである。

【図６７】一般的な非圧縮方式を用いたＡＴＭ画像通信

装置の構成を示すブロック図である。

【図６８】一般的な差分圧縮方式を用いたＡＴＭ画像通

信装置の構成を示すブロック図である。

【図６９】一般的な差分圧縮方式を用いたＡＴＭ画像通

信装置の動作を説明するための図である。

【図７０】一般的なＨ２６１／ＭＰＥＧ１方式を用いた

ＡＴＭ画像通信装置の構成を示すブロック図である。

【図７１】一般的なＭＰＥＧ２方式を用いたＡＴＭ画像

通信装置の構成を示すブロック図である。

【図７２】一般的なＪＰＥＧ方式を用いたＡＴＭ画像通

信装置の構成を示すブロック図である。

【符号の説明】

１　固定長セル取扱式画像通信用送信装置

２　固定長セル取扱式画像通信用受信装置

３，２４　画像データ圧縮部

４，２５　送信バッファ部

５　固定長セル送信部

６　固定長セル受信部

７，２８　受信バッファ部

８，２９　画像データ伸長部

２１　ＡＴＭ画像通信装置

２２　送信部（固定長セル取扱式画像通信用送信装置）

２３　受信部（固定長セル取扱式画像通信用受信装置）

２５－１～２５－６　セレクタ(SEL-A～F)

２５－７，２５－８　送信用ＦＩＦＯメモリ(FIFO-A,FI

FO-B)

２５－９～２５－１３，２５－１７，２５－１８，２５

－２０，２５－３１，２５－３３，２５－３４，２６－

３，２６－１２，２６－１３，２７－４，２８－１～２

８－５，２９－５，２９－６，７２１，７３１～７３６

　フリップフロップ回路

２５－１４　Exclusive-NOR ゲート(ENOR)

２５－１５　反転ゲート

２５－１９，２５－２１，２７－１５，２９－２，７４

８～７５０　ＯＲゲート

２５－２２，２５－２３，２５－３２，２６－６，２８

－６，２９－４，２４６，７２３，７２５，７２７，７

４２～７４７　ＡＮＤゲート

２５－２７，２５－３０　インバータ（ＩＮＶ）

２５－２４，２５－２５，２５－２８，２６－８，２６

－１５，２７－１３カウンタ
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２５－２９　デコーダ

２６　ＡＴＭセル送信部（固定長セル送信部）

２６－１，２７－２　バイナリカウンタ

２６－２，２７－３　４ビットバイナリカウンタ

２６－４　送信分周カウンタ部

２６－５，２６－１１，２８－８～２８－１０，２９－

３，２９－１４，７２２，７３７～７４１　反転ゲート

２６－７　ＡＴＭセル組立部

２６－９　発振器（ＯＳＣ）

２６－１０　周波数３倍化部

２６－１４　ＮＡＮＤゲート

２７　ＡＴＭセル受信部（固定長セル受信部）

２７－１　ＡＴＭセル分解部

２７－５　受信分周カウンタ部

２７－６　差分演算部

２７－７，２７－８　ＤＰＬＬ回路(DPLL-A,DPLL-B)

２７－９，２７－９′，２７－１１　ＰＬＯ回路(PL0-

A,PLO-B,PLO-C)

２７－１０　分周回路

２７－１２　水平同期カウンタ

２７－１４　垂直同期カウンタ

２８－７　受信用ＦＩＦＯメモリ

２８－１１～２８－１３　比較器

２８－１４～２８－１６　メモリ

２９－１　画像伸長部

２９－７，２９－１０，２９－１３　セレクタ(SEL-A～

C)

２９－８，２９－９　フィールドメモリ(FMEM-O,E)

２９－１１　ディジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換部

２９－１２　ブルーパターン生成部

２９－１５　ＮＴＳＣ送信部

２９－１６　静止画スイッチ(STP-SW)

７１，８１　パルス制御部

７２，８２　パルス調整部

７３，８３　分周カウンタ

１０４　カメラ

１０５　テレビ

２４１　ＮＴＳＣ受信部

２４２　アナログ／ディジタル（Ａ／Ｄ）変換部

２４３　フィールドメモリ

２４４　画像圧縮部

２４５　フィールドタイミングゲート(FTG)

２４７　ＮＯＲゲート

２４８　ＣＰＵ

２７１　クロック比較部

２７２　電圧制御発振器（ＶＣＸＯ）

２７３　リファレンスカウンタ

７２１Ａ　微分タイミング検出部

７２１Ｂ　増加指示信号生成部

７２１Ｃ　減少指示信号生成部

７２４　７入力ＯＲゲート

７２６　８入力ＯＲゲート

７２８　４ビットデコーダ

【図９】 【図６３】
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